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1661年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督｢Agustin de Cepeda Carnacedo｣(~1663年)
1661年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾙﾄﾞﾗ･ｼｬﾊ｣(~1673年)
1661年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔｽﾘﾆﾊﾞｻﾏｯﾗ｣(~1685年)
1661年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲｻﾙﾐﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｱﾏﾙ･ｼﾝ｣(~1702年没)
1661年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾇﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝﾀﾞﾀ･ｼﾝ｣(~1700年)
1661年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｱｰﾁﾙ｣(~1663年)
1661年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｶﾝﾌﾞｰﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1663年)
1661年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾒﾚｸ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1664年)
1661年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Suleyman Pasha2世｣(~1662年)
1661年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣(~1
  664年)
1661年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国はﾙﾒﾘｱから分離したﾓﾚｱ(ﾍﾟﾛﾎﾟﾈｿｽ半島)をﾓﾚｱのｴｲﾔﾚﾄとして統治
1661年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Eitel Frederick5世｣
1661年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのｱｶﾞｼｭ｢ｼｬﾊﾞﾝ･ｱｶﾞ｣(~1665年)
1661年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｶﾙﾛ｣(~16750918死去)
1661年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Jeronimo de Noronha｣(~1665年)
1661年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ2世｣(~16861111死去)
1661年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｲｯﾀｰ方伯ｹﾞｵﾙｸ3世[ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯ｹﾞｵﾙｸ2世の次男](~1676年1代で断
  絶)
1661年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Philipp｣(~16710124死去)
1661年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼｬﾙﾙ4世(3世)｣(~16750918)
1661年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸで絶対王政成立
1661年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとｵﾗﾝﾀﾞとの間で和平条約が結ばれた
1661年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1661年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(~1672年死去)
1661年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Pedro da Silva｣(~1669年)
1661年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~16620129)
1661年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Fulgencio Bravo de Guzman｣(~同年)⇒｢Juan Francisco｣(~
  1696年死去)
1661年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾀｲ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｱﾕﾀﾔの商館を再開
1661年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ､ﾎﾞﾝﾍﾞｲ島がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙからｲｷﾞﾘｽに譲渡
1661年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞｲﾙが｢懐疑的な化学者｣を刊
1661年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｯｸﾘｰ｣(~1664年)
1661年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人がﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ島に入植地を建設
1661年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｶﾙﾊﾞｰﾄ｣(~1676年)
1661年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾀﾞﾊﾞｳｶﾞｰ男爵ﾋﾟｴｰﾙ･ﾃﾞｭﾎﾞﾜ･ﾀﾞﾊﾞｳｶﾞｰ｣(~16
  63年)
1661年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾓｽｷｰﾄｺｰｽﾄ(~19610912)
1661年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｵｰﾙﾄﾞﾏﾝ1世｣国家設立(~1677年)
1661年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ法が制定され､黒人奴隷制度が成立/黒人奴隷を終身制とし,白人奉公人と差
  別
1661年1月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ﾔﾉｽ･ｹﾒﾆｰ･ｼﾞｪﾙ･ｵ･ﾓﾉｽﾄｰﾘ｣(~16620123没)
1661年1月13日-09:00|日本|茨城県土浦市|万治3年12月13日|<死去>常陸土浦藩3万石｢朽木稙綱｣⇒長男｢朽木稙
  昌｣が継ぐ(弟｢朽木則綱｣に3000石分与⇒寛文9(1669)年6月8日､丹波福知山藩32000石へ加増移封)
1661年1月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｾﾙﾊﾞﾝ･ﾊﾞｻﾗﾌﾞ｣(2回目~2.16没)
1661年1月20日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがｱｲｽﾗﾝﾄﾞえお直接支配
1661年1月31日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|万治4年|愛媛宇和郡土居中村に清良神社建立
1661年1月31日-09:00|日本|愛媛県松山市|万治4年|<完成>前･伊予松山藩主｢松平定行｣隠居所､東野茶屋(千宗安
  が設計)
1661年1月31日-09:00|日本|山形県鶴岡市|万治4･寛文1年|羽黒山表参道石段完成(2446段)
1661年2月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国の天文学者ﾍｳﾞｪﾘｳｽが彗星153P(池谷･張彗星)発
  見/複数回回帰し周期彗星番号がついた唯一の長周期彗星
1661年2月5日-08:00|中国|  ||清･順治18年1月7日|<死去>清皇帝｢世祖順治帝｣天然痘で没/23歳(誕生1638年)
1661年2月8日-08:00|中国|  ||清･順治18年1月10日|<即位>清4代目皇帝｢聖祖康熙帝｣6歳(~1722年)
1661年2月12日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|万治4年1月13日|森町村で大火があり､本町･河原町･横町などが
  焼失し､三嶋大明神･梅林院･西光寺まで延焼
1661年2月14日 02:00|日本|京都府京都市|万治4年1月15日|<京大火>巳の下刻(午前11時ごろ)､公家の二条家屋
  敷から出火,大内裏､仙洞御所を焼く/公家屋敷119軒､寺院16か所､町家568軒を焼失/本満寺･本禅寺等焼失
1661年2月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼｭﾃﾌｧﾆﾂｧ･ﾙﾌﾟ｣(2回目~9.19)
1661年2月19日-05:00|日本|東京都|万治4年1月20日|<江戸神田万治四年元鷹匠町の大火>寅の刻(午前4時ごろ)､
  小石川丸山下にある岩槻城主･阿部伊代守正春の下屋敷で火事､近隣の中間町と弓町を焼いてようやく炎が収
  まり一息ついた巳の刻(午前10時ごろ)､今度は神田の元鷹匠町の書院番･日下部権太夫定久宅より出火､城内曲
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  輪内に入り､大手下馬､大腰掛､畳蔵､伝奏屋敷､評定所を灰とした/炎は龍ﾉ口通りから大名小路(屋敷街)へと侵
  入､松平隆綱､板倉重矩､蜂須賀至照､安藤重元など大､小名の屋敷110余家を廃虚とし､鍛冶橋門を灰とした後､
  町家へ延焼/南は京橋四丁目まで､西は中橋を限り､鉄砲州へと焼き抜けた/焼けた町々は､上槙町をはじめ南槙
  町､材木町､南伝馬町､畳町､南鍛冶町､桶町､南､北､西紺屋町､銀座､木挽町など41町､家数にして787軒を焼失､申
  下刻(17時ごろ)ようやく鎮火/山村座､森田座焼失
1661年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ宰相･ﾇｳﾞｪｰﾙ公･ﾙﾃﾙ伯｢ｼﾞｭｰﾙ･ﾏｻﾞﾗﾝ｣[16020714生~](享年58)
1661年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣(宰相)｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｺﾙﾍﾞｰﾙ｣(~16830906死去)
1661年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ｵﾙﾀﾝｽ･ﾏﾝﾁｰﾆ｣(~16990702死去)ﾏｻﾞﾗﾝの姪､ﾏｻﾞﾗﾝ女公､ﾏｲｴﾝﾇ女公､ﾒ
  ｲﾕﾚｲﾕ女公
1661年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢Philippe Jules Mancini｣(~1707年死去)
1661年3月11日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾏﾌﾃﾞｨ･ｶﾗｷ｣(~1669年)
1661年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾊﾞｸﾙｰ伯｢ﾒｱﾘｰ･ｽｺｯﾄ｣
1661年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾊﾞｸﾙｰ伯｢ｱﾝ･ｽｺｯﾄ｣(⇒16630420初代ﾊﾞｸﾙｰ公~17320206死去)
1661年3月19日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｾﾝﾄ･ｱﾝﾄﾞﾘｭｰｽ島とその他のｸｰﾗﾝﾀﾞｰ島の所有物を占
  領し､ｼﾞｪｰﾑｽﾞ島をｼﾞｪｰﾑｽﾞ砦と改名
1661年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｬﾝ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾌﾙｺﾞｰﾆ｣
1661年3月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ･ｲﾝｳﾞﾚｱ｣(~16630329)
1661年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｽﾌｫﾙﾂｧ･ｼｵﾆｰﾆ｣
1661年4月4日-09:00|日本|栃木県大田原市|万治4年3月5日|<死去>下野大田原藩12400石｢大田原政清｣⇒長男｢大
  田原高清｣が継ぐ(弟為清に1千石分与し11400石⇒延宝5(1677)年9月25日､強制隠居)
1661年4月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵ･ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾊﾞﾙﾊﾞｰﾘｮ,植民地の重税に反対し反乱を起こす
1661年4月10日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|  ||万治4年3月11日|幕府がｵﾗﾝﾀﾞ人に新条令を渡す
1661年4月19日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国総督代行｢ﾍﾟｰﾀﾞｰ･ﾘｰﾂ･ﾃｨﾙ･ﾃｨｹﾞｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~8.23)
1661年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ｱｰｻｰ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣(~16860406死去)
1661年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣(~16630916死去)
1661年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｲﾄﾞ｣(~16741209死去)
1661年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ｱｰｻｰ･ｶﾍﾟﾙ｣(~16830713死去)
1661年4月27日-09:00|日本|京都府綾部市|万治4年3月28日|<分与>丹波綾部藩2万石｢九鬼隆季｣弟｢隆重｣に500石
  ⇒19500石(⇒延宝2年11月16日(16741213)､隠居)
1661年4月28日-09:00|日本|東京都|万治4年3月29日|伊達堀(今の神田川)完成期間は10か月
1661年4月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣4代ﾉｰﾌｫｰｸ公の玄孫(~16850224死去)
1661年4月30日-08:00|台湾/ｵﾗﾝﾀﾞ|  ||南明･永暦15年4月2日|明の遺臣鄭成功が､台湾でのｵﾗﾝﾀﾞの根拠地ｾﾞｰﾗﾝｼ
  ﾞｱ城とﾌﾟﾛｳﾞｧﾝﾁｱ城の攻略を開始
1661年5月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jeronimo de Benavente y Quinone
  s｣(~16650519)
1661年5月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｱｲﾍﾞﾙ･ｸﾗｯﾍﾞ･ﾃｨﾙ･ﾖﾙﾄﾞﾍﾞﾘ｣(~1664年6月)
1661年5月1日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|万治4年4月3日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊治｣⇒長男｢木
  下俊長｣が継ぐ(⇒宝永4(1707)年9月12日､隠居)
1661年5月2日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Amias Andros｣(~1674年死去)
1661年5月2日-08:00|台湾|  ||南明･永暦15年4月4日|明の遺臣鄭成功が､ﾌﾟﾛﾋﾞﾝｼｱ城攻略
1661年5月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1661/4/23|ｲｷﾞﾘｽ王ﾁｬｰﾙｽﾞ2世が､ﾛﾝﾄﾞﾝ塔から始める即位式の行列を復
  活
1661年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1661年5月6日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ｣(~1670年)
1661年5月9日-09:00|日本|東京都文京区|万治4年4月11日|小石川溝渠が完成
1661年5月10日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ｳﾞｨﾀﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾈｸﾞﾚｲﾛｽ｣(~16660820
  )
1661年5月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｧﾛｱ公･ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~17010609､脳卒中で死亡60歳)
1661年5月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾍｲｳﾞﾝ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾘｰﾄ｣(~1665年)
1661年5月12日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｱﾄﾞﾘｱｰﾝ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾏｲﾃﾞﾝ｣(2度目~1663年)
1661年5月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1661/5/8|ｲｷﾞﾘｽで騎士議会が始まる
1661年5月23日-09:00|日本|  ||寛文1年4月25日|｢寛文｣に改元
1661年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱｰｶﾞｲﾙ侯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣爵位剥奪
1661年5月29日-08:00|台湾|  ||南明･永暦15年5月2日|鄭成功がﾌﾟﾛｳﾞｧﾝﾁｱ城に承天府を築く
1661年6月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵの反乱者,総合会社の派遣した軍との市街戦のすえ敗北
1661年6月3日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾋﾟﾝﾃﾞｰﾙ･ﾐﾝ｣
1661年6月3日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾊﾟｲﾐﾝ｣(~16720414)
1661年6月4日-09:00|日本|京都府宇治市|寛文1年5月8日|明から渡来した隠元隆琦が,幕府より宇治の地を与え
  られ,黄檗山万福寺を創建
1661年6月8日-09:00|日本|  ||寛文1年5月12日|幕府が､再び銭貨の価格､新銭鋳造に関する禁規を出す
1661年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ｹﾞｵﾙｸ2世｣
1661年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｲｯﾀｰ方伯｢ｹﾞｵﾙｸ3世｣ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯ｹﾞｵﾙｸ2世の次男(~167607



1680迄(2638件)

  19死去､1代で断絶)
1661年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世｣ｹﾞｵﾙｸ2世の息子(~16780424死去)
1661年6月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会(ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ･ﾌﾙﾀﾄﾞ･ｴ･ｱﾙﾊﾞ
  ｶｰｷ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾗﾝｶｽﾄﾙ｣(~16621214)
1661年6月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾑｰｱ｣(~16760111死去)
1661年6月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾊﾐﾙﾄﾝ女公｢ｱﾝ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の姪(~16980709死去)ｸﾗｲｽﾞﾃﾞｰﾙ侯･ﾗﾅｰｸ
  伯･ｱﾗﾝ=ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯
1661年6月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｻｯｷ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1599年頃)
1661年6月21日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱとｽｳｪｰﾃﾞﾝがｶﾞﾙﾃﾞｨｽの講和/ﾛｼｱのﾊﾞﾙﾄ海沿岸からの撤退
1661年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの条約でﾎﾞﾝﾍﾞｲがｲｷﾞﾘｽに割譲
1661年7月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ahmed Pasha｣(~同年)⇒｢Yusuf Pasha｣(~1662年)
1661年7月2日-09:00|日本|東京都墨田区|寛文1年6月6日|江戸本所の新溝渠が完成
1661年7月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1661年7月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~16810411死去)
1661年7月9日-09:00|日本|宮崎県日南市|寛文1年6月13日|<死去>日向飫肥藩51000石｢伊東祐由｣31歳⇒弟｢伊東
  祐実｣が継ぐ(⇒正徳4(1714)年､隠居)
1661年7月11日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ辺境伯｢ｱｲﾃﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍｯﾋﾝｹﾞﾝ｣
1661年7月16日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝのｽﾄｯｸﾎﾙﾑ銀行がﾖｰﾛｯﾊﾟ最初の紙幣発行
1661年8月6日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとｵﾗﾝﾀﾞがﾃｨﾓｰﾙを分割/ｵﾗﾝﾀﾞ領西ﾃｨﾓｰﾙ(ｵﾗ
  ﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ諸島および後ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの一部)､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領東ﾃｨﾓｰﾙ
1661年8月23日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国総督｢ﾗﾝﾂｧｳ伯爵ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾗﾝﾂｧｳ｣(~16631108没)
1661年8月23日-09:00|日本|茨城県水戸市|寛文1年7月29日|<死去>常陸水戸藩28万石｢徳川頼房｣(生年1603年)⇒
  8月19日､三男｢徳川光圀｣が継ぐ(⇒元禄3(1690)年10月14日､隠居)
1661年8月25日-09:00|日本|東京都台東区|寛文1年8月|江戸桐座開場
1661年8月25日-08:00|中国|  ||清･順治18年8月|清が遷界令を発布し､沿岸住民を内地へ移動
1661年8月25日-09:00|日本|  ||寛文1年8月1日|幕府が関所女手形制を布令
1661年8月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ海軍司令長官ｼﾞｮﾙｼﾞｮ･ﾓﾛｼｰﾆ､ﾐﾛでﾄﾙｺを破る
1661年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの財務長官のﾆｺﾗ･ﾌｰｹ(46)が､公金横領の罪で逮捕され失脚
1661年9月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ﾐｶｴﾙ･ｱﾊﾟﾌｨ･ｱﾊﾟﾅｼﾞﾌｧﾙﾊﾞｲ｣(16620123まで対立~16900
  415没)
1661年9月16日-09:00|日本|東京都江東区|寛文1年8月23日|九州太宰府天満宮の大鳥居信祐が亀戸天神社創建(
  亀戸天神､亀戸天満宮)
1661年9月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾕｰｽﾄﾗﾃｨｰ･ﾀﾞﾋﾞﾔ｣(~16650911没)
1661年9月26日-09:00|日本|千葉県佐倉市|寛文1年閏8月3日|<移封>上野館林藩55000石｢松平乗久｣⇒下総佐倉藩
  6万石(⇒延宝6(1678)年1月23日､肥前唐津藩7万石へ加増移封)
1661年9月30日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛文1年閏8月7日|<再任>大坂城代｢水野忠職｣(~寛文2(1662)年3月29
  日)
1661年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞﾗｰﾙ･ﾃﾞｻﾞﾙｸﾞ､ﾌﾗﾝｽの数学者･建築家(生年1591年)無限遠点の概念など射
  影幾何学の基本概念を確立し､射影幾何学の最初の定理であるﾃﾞｻﾞﾙｸﾞの定理を証明
1661年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾄｼｰﾆ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1661年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯･初代ﾌｫｰﾌｧｰ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣初代ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯爵の次男(
  ~17121111死去)
1661年10月2日-09:00|日本|群馬県館林市|寛文1年閏8月9日|<加増移封>近江･美濃･信濃･駿河･上野国内15万石｢
  徳川綱吉｣⇒上野館林藩25万石(⇒延宝8(1680)年5月､｢徳川家綱｣養嗣子として江戸城二の丸に入る)
1661年10月2日-09:00|日本|山梨県甲府市|寛文1年閏8月9日|<加増>甲斐甲府藩15万石｢徳川綱重｣+10万石⇒25万
  石(⇒延宝6年9月14日(16781029)死去)
1661年10月20日-09:00|日本|  ||寛文1年閏8月27日|相対済令(金公事[金銀貸借関係の訴訟]を幕府は取り上げ
  ず当事者同士で解決(｢相対｣)することを命じた示談促進法令)､出される
1661年10月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹｰﾌﾟﾙｰﾘｭ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣
1661年10月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹｰﾌﾟﾙｰﾘｭ･ﾌｧｽﾞﾙ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~16761019)
1661年11月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾌﾟﾛｽﾍﾟﾛ｣
1661年11月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｶﾙﾛｽ｣ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾌﾟﾛｽﾍﾟﾛの弟.後のｽﾍ
  ﾟｲﾝ王ｶﾙﾛｽ2世(~16650917~17001101死去)
1661年11月16日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘ｣
1661年11月16日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑﾋﾞﾝ｣(~1673年死去)
1661年11月17日-09:00|日本|茨城県久慈郡大子町|寛文1年9月26日|<立藩>常陸保内藩2万石｢松平頼隆｣水戸藩よ
  り分与(⇒元禄13(1700)年9月25日､常陸府中藩2万石に移封)
1661年11月17日-09:00|日本|茨城県那珂市|寛文1年9月26日|<立藩>常陸額田藩2万石｢松平頼元｣水戸藩より分与
  (⇒元禄6(1693)年4月28日､死去)
1661年11月24日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Luisa Bravo de Guzman｣
1661年11月25日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣(~16620227)
1661年11月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ公｢ﾙｲｽ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾛ｣
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1661年11月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ公｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾛ｣(~16871116死去)
1661年12月13日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|寛文1年10月22日|<死去>伊勢神戸藩2万石｢石川総長｣⇒長男｢石川総
  良｣が継ぐ(⇒貞享2(1685)年6月29日､死去)
1661年12月18日-09:00|日本|大阪府岸和田市|寛文1年10月27日|<交替>和泉岸和田藩6万石｢岡部宣勝｣隠居⇒長
  男｢岡部行隆｣が継ぐ(弟｢高成｣に5千石,｢豊明｣に2千石分与し53000石⇒貞享3(1686)年8月25日､隠居)
1661年12月19日-09:00|日本|東京都中央区|寛文1年10月28日|中村座､山村座焼失
1661年12月22日-09:00|日本|東京都中央区|寛文1年11月|(~翌年始め)『河内通』(堺町の中村勘三郎座)二代目
  玉川千之丞､ﾛﾝｸﾞﾗﾝ
1661年12月22日-09:00|日本|千葉県富津市|寛文1年11月1日|<死去>上総飯野藩17000石｢保科正貞｣⇒長男｢保科
  正景｣が継ぐ(｢保科正英｣に2000石分与し15000石⇒延宝5(1677)年7月7日､丹波国内5000石を加増され2万石)
1661年12月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｷﾛﾝはｵﾗﾝﾀﾞが所有
1661年12月29日-09:00|日本|埼玉県東松山市|寛文1年11月8日|<拝領>武蔵国野本藩13500石｢渡辺吉綱｣(⇒寛文8
  (1668)年6月19日､死去)
1661年12月31日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｻﾝﾃｨｽﾃﾊﾞﾝ伯ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾅﾋﾞﾃﾞｽ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｴﾊﾞ｣(~166
  60316没)
1662年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Simon Cos｣(3期目~1664年)
1662年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Anthonij van Voorst｣(~1667年)
1662年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Sultan Anom1世 Badruddin｣(~1703年)
1662年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ君主｢Sultan Sepuh1世 Syamsuddin｣(~1697年)
1662年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ﾊﾟﾈﾝﾊﾞﾊﾝ君主｢Panembahan Cirebon1世Muhammad Nasruddin｣(~1714年
  )
1662年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾔｺﾌﾞ･ﾌｽﾀｴﾙﾄ｣(~1663年)
1662年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾔｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞﾀﾞﾀﾞﾙ･ｼﾝ･ﾏﾝﾀﾞｯﾀ｣(~1701年)
1662年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾄﾞﾎﾙ国統治者(ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ)｢ﾏﾛｼﾞ･ﾗｰｼﾞｪ･ｺﾞｰﾙﾊﾟﾃﾞ｣(~1700年没)
1662年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｻﾝﾄﾒ･ﾃﾞ･ﾒﾘｱﾎﾟﾚがｵﾗﾝﾀﾞに占領された(~16720725)
1662年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ﾊｼﾑ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘ｣(~1671年)
1662年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾆｯｺﾛ･ｺｰﾅｰ｣(~1664年)
1662年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ･ﾙｲ｣ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公(~1668年)
1662年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ｱﾝﾄﾝ｣(⇒1697年ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ
  侯~17101215死去)
1662年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ｸﾘｽﾄﾌ･ｹｰﾍﾞﾙﾚ｣(1回目~1676年)
1662年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>前方ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾌﾗﾝﾂ｣(~1665年)
1662年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲｽﾗﾝﾄﾞがﾃﾞﾝﾏｰｸの支配下におかれる
1662年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾓﾙｯｶ諸島を放棄
1662年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1662年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~1680年)
1662年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｽﾄﾗﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~16951016死去)
1662年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ･ﾃﾞ･ｵﾙﾈﾗｽ｣(~1664年)
1662年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Joen Poulsen｣(2期目~1677年)
1662年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Diego3世 de Ayala Herrera y Rojas｣(~1668年)
1662年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝがｶｰﾙｽﾎﾞﾘを再占領(~16630422)
1662年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾞｲﾙが､気体の体積は圧力に反比例するというﾎﾞｲﾙの法則を発見
1662年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ総督｢Anthony Brisket2世｣(1期目~16670210)
1662年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾎﾞｱ･ｲ･ﾓｸﾞﾛｳﾞｪﾎ｣(~
  1670年)
1662年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾉｴ｣(~1665年)
1662年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾓﾗﾚｽ｣(~1663年)
1662年 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾀｰﾄﾙ島総督代行｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾃﾞｼｬﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗｽ｣(~1665年6月)
1662年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||英国人海賊ｸﾞﾗﾝﾄ,ｻﾝﾁｱｺﾞを襲撃.市内で略奪行為
1662年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐﾝｸﾞｽ提督,ｶﾝﾍﾟﾁｪ湾のｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺを占領し略奪
1662年1月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽでﾛｲﾔﾙｿｻｴﾃｨが設立
1662年1月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾝﾄが｢死亡表｣の統計を発表
1662年1月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾋﾃﾞｨﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣
1662年1月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｼﾞｬｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑｶﾗﾑ･ｼｬｰ1世｣(~16880501死去)
1662年1月10日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ公｢ﾙｲｰｼﾞ(=ﾙｲ1世)｣(~17010103没)
1662年1月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｸﾗﾝｶﾞﾉｰﾚはｵﾗﾝﾀﾞが所有(~1770年)
1662年1月20日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/中国|  ||清･順治18年12月|呉三桂率いる清軍がﾋﾞﾙﾏに侵攻し､永歴帝を捕縛
1662年1月23日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｴﾚﾃ
  ﾞｨｱ｣(~1665年没)
1662年1月29日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ﾋﾟｰﾀｰﾊﾞﾗ伯ﾍﾝﾘｰ･ﾓｰﾀﾞﾝﾄ｣(~1663年)
1662年1月29日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾝｼﾞｰﾙはｲｷﾞﾘｽに譲渡された
1662年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kanbur Mustafa Pasha｣(~1663年)
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1662年2月1日-09:00|日本|大阪府|寛文1年12月13日|<分知立藩>摂津嶋下郡内1万石｢板倉重形｣(重宗二男)兄･重
  郷から9千石分与(⇒延宝9(1681)年5月21日､上野国安中藩15000石へ加増移封)
1662年2月1日-09:00|日本|千葉県野田市|寛文1年12月13日|<分与>下総関宿藩5万石｢板倉重郷｣弟｢重形｣に5000
  石と新田4000石を分与し45000石(⇒17日､死去)
1662年2月1日-08:00|台湾|  ||南明･永暦15年12月13日|<即位>鄭氏政権国王｢鄭成功｣(~6.23死去)
1662年2月1日-08:00|台湾/ｵﾗﾝﾀﾞ|  ||南明･永暦15年12月13日|鄭成功､ｵﾗﾝﾀﾞ勢力の台湾･安平古堡を陥落.鄭氏
  の台湾統治開始
1662年2月2日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｴｸﾞｴｽ･ｲ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣
  (~16641225没)
1662年2月5日-09:00|日本|千葉県野田市|寛文1年12月17日|<死去>下総関宿藩45000石｢板倉重郷｣⇒翌年､長男｢
  板倉重常｣が継ぐ(⇒寛文9(1669)年2月､伊勢亀山5万石に加増移封)
1662年2月16日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|寛文1年12月28日|<死去>備中足守藩2万5千石｢木下利当｣⇒翌年2
  月､長男｢木下利貞｣が継ぐ(⇒延宝7(1679)年4月16日､死去)
1662年2月18日-08:00|中国|  ||清･康熙1年1月1日|清･康熙と改元
1662年2月19日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|寛文2年|芦之湯･松坂屋本店創業
1662年2月19日-09:00|日本|京都府南丹市|寛文2年|<分与>丹波園部藩28000石｢小出吉親｣が養子｢吉直｣に3千石
  ⇒25000石(⇒寛文7(1667)年6月9日､隠居)
1662年2月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾖﾊﾝ･ｸﾘｭｰｶﾞｰ､ﾄﾞｲﾂの作曲家(生年1598年)
1662年2月27日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎﾟﾙﾀｰ･ｾｻﾈﾃ｣
1662年2月27日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾓﾝﾃﾛ･ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ｣(1回目~5.22)
1662年2月27日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ･ｲ･ｺﾞﾝｺﾞﾗ｣(~1664年)
1662年3月12日-09:00|日本|愛媛県松山市|寛文2年1月22日|<死去>伊予松山藩15万石｢松平定頼｣⇒次男｢松平定
  長｣が継ぐ(⇒延宝2(1674)年2月12日､死去)
1662年3月16日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ｱﾝﾄﾝ･ｳﾞｫｽ｣(~16630422)
1662年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの聖職者､作家(生年1605年)｢ｴｲｺﾝ･ﾊﾞｼﾘｹ｣の著
  者
1662年3月25日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文2年2月6日|<解任>老中｢松平信綱｣
1662年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾙ･ﾒﾃﾙ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾜﾛﾍﾞｰﾙ､ﾌﾗﾝｽの聖職者､詩人(生年1592年)
1662年4月-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞによるｱﾝﾉﾎﾞﾝの占領(~1664年)
1662年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾙｹﾞﾝﾂｨｵ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾓﾗｯﾁ｣
1662年4月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾀﾞｰｸ･ｳｨﾙﾚ｣(1回目~12.23)
1662年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾗﾝ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~16860125死去)
1662年4月10日-09:00|日本|茨城県笠間市|寛文2年2月22日|<拝領>常陸宍戸藩1万石｢土屋数直｣(⇒寛文4(1664)
  年6月13日､5000石加増され15000石)
1662年4月10日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文2年2月22日|幕府が若年寄を再置し､側衆久世広之･土屋数直を
  任じる
1662年4月18日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文2年2月30日|江戸幕府が老中･若年寄の任務を定める
1662年4月19日-09:00|日本|熊本県熊本市|寛文2年3月|<領土分与>肥後熊本藩51万石｢細川綱利｣弟｢利重｣に5000
  石分与し50万5千石(⇒寛文6(1666)年7月､弟｢利重｣に熊本新田藩3万5000石を内分立藩⇒元禄10(1697)年6月､
  熊本新田藩主｢利昌｣の弟｢利武｣に5000石分与し50万石)
1662年4月24日-09:00|日本|埼玉県深谷市|寛文2年3月6日|<交替>武蔵岡部19250石｢安部信盛｣隠居⇒長男｢安部
  信之｣が継ぐ(弟｢信秀｣に1000石､｢信直｣に1000石分与し17250石⇒寛文8(1668)年8月､3000石加増され20250石)
1662年4月30日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Rodrigo da Camara｣
1662年5月4日-09:00|日本|埼玉県川越市|寛文2年3月16日|<死去>武蔵川越藩75000石(老中)｢松平(大河内)信綱｣
  (生年1596年)⇒4月18日､家督を長男｢松平輝綱｣が継ぐ(⇒寛文11(1671)年12月12日､死去)
1662年5月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｻﾞｶﾘｱｽ･ﾜｹﾞﾅｰ｣(~
  16660927)
1662年5月15日-09:00|日本|山梨県甲州市|寛文2年3月27日|<死去>甲斐徳美藩12000石｢伊丹勝長｣代官に殺害さ
  れる⇒長男｢伊丹勝政｣が継ぐ(1万石⇒元禄4(1691)年7月15日､死去)
1662年5月16日-09:00|日本|長崎県|寛文2年3月28日|(1月~)長崎で天然痘流行,死者2318人
1662年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1662年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢Adolf Wilhelm｣(~16681121死去)
1662年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ2世｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの息子(~16830515死去)
1662年5月17日-09:00|日本|大阪府|寛文2年3月29日|<加増移封>信濃小諸藩3万石｢青山宗俊｣⇒摂津国･河内国･
  和泉国･遠江･相模･武蔵など5万石(大阪城代⇒延宝6(1678)年8月18日､遠江浜松藩5万石へ移封)
1662年5月17日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛文2年3月29日|<就任>大坂城代｢青山宗俊｣(~延宝6(1678)年6月17日
  )
1662年5月18日-09:00|日本|栃木県大田原市|寛文2年4月1日|<死去>下野黒羽2万石｢大関増親｣⇒弟｢大関増栄｣(~
  貞享5年6月21日(16880718)死去)
1662年5月22日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｴﾝｼﾞｪﾙ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾚﾄﾞ｣(~1664年1月)
1662年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1662/5/19|礼拝統一令が議会で承認される/1000人の清教徒が聖職か
  ら追放されることになる
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1662年6月1日-08:00|中国|  ||南明･永暦16年4月15日|南明最後の皇帝永暦帝が呉三桂により処刑され南明滅亡
1662年6月4日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|寛文2年4月18日|<死去>因幡鹿野藩1万石｢池田輝澄｣⇒四男｢池田政直｣
  が嗣ぐ(⇒寛文3(1663)年､播磨福本藩1万石へ移封)
1662年6月6日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|寛文2年4月20日|<死去>大和国郡山新田藩1万石｢本多政信｣29歳⇒
  養子｢本多政貞｣が継ぐ(⇒延宝7(1679)年､播磨山崎藩1万石に転封｢忠英｣に改名､廃藩
1662年6月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾍﾆﾝｸﾞ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣(16640910まで代行~1
  668年6月)
1662年6月10日-09:00|日本|千葉県館山市|寛文2年4月24日|<死去>安房北条藩1万石｢屋代忠正｣69歳⇒養子｢屋代
  忠興｣が継ぐ(⇒寛文3年1月6日(16630213)､45歳で死去)
1662年6月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾊﾟｰｽ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣
1662年6月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾊﾟｰｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の長男(~1675年)
1662年6月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1662年6月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｹﾞｵﾙｸ2世｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋの弟(~16990601死
  去)
1662年6月16日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛文2年5月|儒学者伊藤仁斎が堀川下立売上るに私塾を開いた
  (古義堂)
1662年6月16日 00:00|日本|  ||寛文2年5月1日|<1662寛文近江･若狭地震｢琵琶湖西岸地震｣>巳の刻(午前9時ご
  ろ)から午の刻(13時ごろ)にかけて､近畿､東海地方から信濃国に及ぶ広範囲な地域にﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.25～7.6にわ
  たる大地震/巳の刻発生地震では小浜や三方五湖周辺地域に被害が出たが､特に日向断層を挟んだ東側の地盤
  が幅数Kmの範囲で隆起し､その西側の地盤を沈ませ,三方湖からの唯一の排水河川･気山川の河道がふさがれ､
  同湖南西岸の村々の田畑を冠水させた/午の刻発生の地震は葛川谷や琵琶湖沿岸地域に被害を与えたが､特に
  西岸の比良岳付近の被害が甚大で､唐崎､志賀両郡では田畑85町歩(0.84平方Km)が湖中に水没､家屋倒壊1570軒
  /湖岸の大溝では倒壊1020軒余､37人死亡/安曇川上流域の葛川谷では"町居崩れ"と称された史上屈指の大規模
  な土砂崩れが起き､560人余が死亡､家屋はすべて埋没/対岸の彦根でも家屋倒壊1000軒､30人余が死亡/京都で
  は､盆地南部の軟弱地盤地域に被害が集中し家屋倒壊1000軒余､200人余死亡という被害/全体の被害は家屋倒
  壊4500軒余､880人余死亡
1662年6月23日-08:00|台湾|  ||南明･永暦16年5月8日|<死去>鄭氏政権国王｢鄭成功｣37歳(誕生16240827)明朝再
  興を目指した武人/｢国姓爺｣と言われた
1662年6月23日-08:00|台湾|  ||南明･永暦16年5月8日|<即位>鄭氏政権国王｢鄭襲｣(~30日)
1662年6月30日-08:00|台湾|  ||南明･永暦16年5月15日|<即位>鄭氏政権国王｢鄭経｣(~16810317)
1662年7月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜで｢銅一揆｣がおこる
1662年7月11日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|寛文2年5月26日|竹田芝居､道頓堀に開場
1662年7月12日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官｢ﾙｲｽ･ﾄﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ･ｴ･ｿｰｻ､ｶｽﾃﾛ･ﾒﾙｵｰﾙ伯｣(~166709
  09)
1662年7月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ｱﾙﾌｫﾝｿ4世｣
1662年7月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣(~16940906死去)
1662年7月19日-09:00|日本|長野県小諸市|寛文2年6月4日|<加増移封>上野伊勢崎藩22500石｢酒井忠能｣⇒信濃小
  諸藩3万石(⇒延宝7(1679)年9月6日､駿河田中藩4万石へ加増移封)
1662年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦7月15日|ｲｷﾞﾘｽで､王立協会(ﾛｰﾔﾙ･ｿｻｲｪﾃｨ)が設立される
1662年7月27日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ公爵ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(3回目~16690918)
1662年7月28日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾝﾘｯｸ･ﾋﾞｴﾙｹ･ﾃｨﾙ･ｴﾘﾈｶﾞｰﾄﾞ･ｵｸﾞ･ﾈｽﾋﾞﾎﾙﾑ｣(~16
  830316)
1662年7月28日 00:00|日本|栃木県日光市|寛文2年6月13日|<寛文2年日光山中土砂災害>申刻(16時ごろ)東照宮
  の東を流れる稲荷川(大谷)が大洪水にて､稲荷川町､表町､裏町十三丁家数三百軒余､此時家･馬おびただしく流
  る､死亡した者148人
1662年7月29日-09:00|日本|栃木県日光市|寛文2年6月14日|日光,稲荷川の大洪水/目付代･田中高成をはじめ､同
  心10人､町人148人が死亡
1662年8月11日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｳｨﾝｻﾞｰ男爵ﾄｰﾏｽ･ﾋｯｸﾏﾝ･ｳｨﾝｻﾞｰ｣(~10.28)
1662年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの数学者･哲学者ﾌﾞﾚｰｽﾞ=ﾊﾟｽｶﾙ/39歳(誕生:16230619)計算機の原型
  を考えた
1662年8月25日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾌｱﾝﾃﾞｨｴｽ･ﾃﾞ･ｱﾝﾃﾞｨｰﾉ｣(1回目~16710413)
1662年8月25日-09:00|日本|福井県小浜市|寛文2年7月12日|<死去>酒井忠勝(生年1587年)若狭国小浜藩初代藩主
  ､元老中､大老
1662年8月28日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ14世によってｺｰﾈﾘｽ･ﾗﾝﾌﾟｼﾝに個人事業(ﾄﾊﾞｺﾞ男爵
  領)として与えられた(16640930､ｵﾗﾝﾀﾞの三部会によってｵﾗﾝﾀﾞ植民地の地位の保持が指定された)
1662年9月4日-09:00|日本|茨城県行方市|寛文2年7月22日|<死去>常陸麻生藩27300石｢新庄直好｣⇒従弟｢新庄直
  時｣が継ぐ(⇒延宝2(1674)年8月9日､隠居)
1662年9月10日-09:00|日本|愛知県西尾市|寛文2年7月28日|<死去>三河西尾藩2万石｢増山正利｣⇒9月22日､甥｢増
  山正弥｣が継ぐ(⇒寛文3(1663)年7月11日､常陸下館藩2万石に移封)
1662年9月15日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Manuel Luis Baltasar da Camara｣
  (~16731229死去)
1662年9月15日-09:00|日本|香川県高松市|寛文2年8月3日|落雷で高松城本丸北西隅の矢倉焼失,多門56間類焼,
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  黒金門東北隅の矢倉のそばで鎮火する
1662年9月19日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾎｰｴﾈﾑｽ･ｶﾞﾗﾗ･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ伯｢ﾌﾗﾝﾂ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1662年9月19日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾎｰｴﾈﾑｽ･ｶﾞﾗﾗ･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ伯摂政｢ｴﾚｵﾉｰﾗ･ｶﾀﾘｰﾅ･ｸﾞﾚﾌｨﾝ･ｽﾞｰ(~1670年
  没)/ﾌｭﾙｽﾃﾝﾍﾞﾙｸ(~16700218)/ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾂｰ･ﾎｰｴﾝﾈﾝﾌﾞｽ(~1675年没)｣(~16751020)
1662年9月19日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾎｰｴﾈﾑｽ･ｶﾞﾗﾗ･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｶｰﾙ｣(~16860218没)
1662年9月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ艦隊､ｽﾀﾝｷｵ付近で撃破される
1662年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1662年10月6日-09:00|日本|東急百貨店|寛文2年8月24日|近江長浜の材木商大村彦太郎が江戸日本橋に間口一間
  半の小間物店｢白木屋｣創業(→東急百貨店)/東京都
1662年10月12日-09:00|日本|千葉県富津市|寛文2年9月|<交替>上総佐貫藩15000石｢松平勝隆｣隠居⇒養子｢松平
  重治｣が嗣ぐ(⇒貞享元(1684)年11月10日､改易)
1662年10月12日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･万慶1年9月|大越後黎朝8代･神宗が万慶と改元
1662年10月13日-09:00|日本|栃木県栃木市|寛文2年9月2日|<死去>下野皆川藩10500石｢松平重正｣⇒長男｢松平重
  利｣が継ぐ(⇒寛文5(1665)年3月24日､死去無嗣廃藩)
1662年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾝﾘｰ･ﾛｰｽﾞ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの音楽家･作曲家(生年1595年)
1662年10月24日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Adrien Dyel｣
1662年10月24日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Mederic Roole｣(~1663年)
1662年10月24日-09:00|日本|香川県丸亀市|寛文2年9月13日|<死去>讃岐丸亀藩6万石｢京極高和｣⇒12月4日､次男
  ｢京極高豊｣が継ぐ(義兄｢高房｣へ3000石分知し57000石⇒寛文4(1664)年4月5日､曾祖母常高院の所領であった
  近江蒲生郡内1400余石を加増され58512石)
1662年10月28日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾘﾄﾙﾄﾝ卿｣(~16640502)
1662年10月31日-09:00|日本|  ||寛文2年9月20日|<寛文2年日向灘地震｢外所地震｣>子の刻(午前0時ごろ)､日向､
  大隅両国をﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.5ｸﾗｽの大地震が襲い､日向国那珂郡の沿岸7か村の周囲約32km､田畑8500石余相当の土
  地が海に没し､入江となった/主な被害は､日向県(延岡藩)領で6人死亡､城の三の曲輪､橋脇の石垣が9mほど崩
  壊､町家ほか全壊1398軒､同半壊630軒余､津波のため船舶破損10隻､田畑0.6平方km余が水没/同高鍋藩領は城中
  の石垣崩壊､侍屋敷･町家など倒壊278軒/同佐土原藩領では多数の人が死亡､城中二の丸曲輪の冠木(柱の上部
  を貫く横木)が上から崩落したほか城内の長屋30軒倒壊､侍屋敷･町家など800軒余倒壊/同飫肥藩領15人死亡､
  城の石垣350mほど崩壊､堀2か所埋没､侍屋敷･町家など1213軒倒壊､その内264軒が水没,入江になった外所村と
  その周辺は同藩領/肥後人吉藩領は城中の本丸､三の丸曲輪東門口の石垣が少々崩落､侍屋敷･町家少々破損
1662年11月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Gurcu Mehmed Pasha｣(~1664.10)
1662年11月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･万慶1年9月22日|<死去>後黎朝(大越)後期第8代皇帝｢神宗黎維祺｣
1662年11月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･万慶1年9月22日|<即位>後黎朝(大越)後期第9代皇帝｢玄宗｣(~167111
  16死去)
1662年12月9日-09:00|日本|広島県福山市|寛文2年10月29日|<死去>備後福山藩10万1000石｢水野勝貞｣38歳⇒翌
  年､長男｢水野勝種｣が継ぐ(⇒元禄10年8月23日(16971007)､死去)
1662年12月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｶｽﾄﾛ｣(~16661017)
1662年12月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｼﾞｮﾝ･ｳﾞｧﾝ･ﾌｧﾙｹﾝﾊﾞｰｸﾞ｣(2回目~16670
  602)
1662年12月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾘｴｰﾙの｢女房学校｣がﾊﾟﾚ･ﾛｱｲﾔﾙで初演
1662年12月26日-09:00|日本|  ||寛文2年11月16日|幕府が金銀の相場の令を出す
1662年12月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>前方ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ﾁﾛﾙ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｶｰﾙ｣
1662年12月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Sigismund Francis｣(~16650625死去)
1662年12月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>前方ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾌﾗﾝﾂ｣(~16650625)
1663年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督｢Francesco de Atienza Ibanez｣(2期目~同年)
1663年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗｼﾞｬ･ﾊﾞﾊｰﾙ･ﾋﾞﾝ･ﾗｼﾞｬ･ｻｸﾃｨ｣(~1667年)
1663年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<再任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾘｸﾛﾌ･ﾌｧﾝ･ｹﾞｰﾝｽ｣(2期目~同年)
1663年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｹﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｯﾄ･ｾﾝ｣(~1721年没)
1663年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏｸﾗｲ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏｸﾗﾝﾄﾞ･ｼｬｰ｣建国(~不明)
1663年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国ﾄﾞｯﾀﾞ･ﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾗｰｼﾞｬはﾊｯｻﾝとｻｯｶﾚﾊﾟｯﾀﾅを攻略し､ﾋﾞﾀﾞﾇｰﾙを首都とするｹﾗﾃﾞ
  ｨ･ﾅｰﾔｶ朝に対しては貢納を命じた
1663年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾀﾞｯｸ国はﾊｲﾝﾄﾞ(ﾑｶﾞﾙ)帝国の支流(~1684年)
1663年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第14代ﾊﾝ｢ｱﾇｰｼｬ｣ｱﾌﾞﾙ=ｶﾞｰｽﾞｨｰの子(~1685年)
1663年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾃﾞﾒﾄﾚ｣(~1664年)
1663年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾟﾑｸ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1664年)
1663年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ﾛﾚﾀﾞｰﾉ｣(~1665年)
1663年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Rilibeli Mustafa Pasha｣(~1665年)
1663年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝｺﾞﾗ王国女王｢ｱﾝ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ｣40年にわたって支配してきた
1663年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~16640801)
1663年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをｵｽﾏﾝ帝国が占領(~1684年)
1663年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第9代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~16850630死去全爵位剥奪)
1663年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ﾃﾋﾞｵｯﾄ伯ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞ｣(~16640504)
1663年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽでﾀｰﾝﾊﾟｲｸができる
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1663年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ|  |||ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ島がｲｷﾞﾘｽ王領となり､以後ｲｷﾞﾘｽ人海賊の拠点となる
1663年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾞｲﾙが鉱物の蛍光現象を発見(熱ﾙﾐﾈｯｾﾝｽ)
1663年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾄﾙﾄﾗ島ｵﾗﾝﾀﾞ知事｢Willem Hunthum｣(~1672年)
1663年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Jean Dyel du Parquet sieur de Clermont｣(~1665
  年)
1663年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~16701212没
  )
1663年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽの王領植民地ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ
1663年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞﾛｱ｣(~1665年)
1663年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州市長兼副司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｻﾗｳﾞｪﾚｽ｣(~1670
  年)
1663年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ｵｰｶﾞｽﾃｨﾝ･ﾄﾞ･ｻﾌﾚｰ･ﾄﾞ･ﾒｼｰ｣(~1665年)
1663年1月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂでﾚｰｹﾞﾝｽﾌﾞﾙｸﾞの永久議会が開く
1663年1月4日-09:00|日本|広島県福山市|寛文2年11月25日|<交替>陸奥白河藩12万石｢本多忠義｣隠居)⇒長男｢本
  多忠平｣が継ぐ(弟｢忠利｣に陸奥石川藩1万石､｢忠以｣に陸奥浅川藩1万石､｢忠晴｣に新田2500石､｢忠周｣に新田25
  00石を分与し10万石⇒天和元(1681)年7月27日､下野宇都宮藩11万石に転封)
1663年1月4日-09:00|日本|福島県石川郡|寛文2年11月25日|<立藩>陸奥石川藩1万石｢本多忠利｣白河藩より分与(
  ⇒天和1(1711)年11月20日､三河挙母藩1万石へ移封)
1663年1月4日-09:00|日本|福島県石川郡浅川町|寛文2年11月25日|<立藩>陸奥浅川藩1万石｢本多忠以｣白河藩よ
  り分与(⇒寛文4(1664)年5月14日､死去)
1663年1月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞﾘﾝｸﾞ｣
1663年1月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾞﾘﾝｸﾞ｣(~16710303死去)
1663年1月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｺｰﾁﾝをﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙから奪取
1663年1月11日-09:00|日本|京都府綾部市|寛文2年12月2日|<死去>丹波山家藩1万石｢谷衛政｣65歳で死去)⇒翌年
  ､嫡孫｢谷衛広｣が継ぐ(⇒元禄2年12月21日(16900131)46歳で死去)
1663年1月12日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾌﾛｰﾚﾝﾃｨｳｽ･ｼｰﾓｱ大佐｣(1期目~16680515)
1663年1月13日-09:00|日本|愛媛県松山市|寛文2年12月4日|松山城下町のうち木屋町より出火､類焼14軒
1663年1月25日-09:00|日本|三重県津市|寛文2年12月16日|伊勢で大火､津城本丸などが焼失
1663年2月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｸﾞﾙｼﾞｱ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~5月)
1663年2月 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾐﾝｸﾞｽ提督､14隻1400人からなる最大の海賊艦隊を編成､ﾎﾝｼﾞｭﾗｽのｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･
  ｶﾝﾍﾟﾁｪを攻略
1663年2月7日-09:00|日本|群馬県吾妻郡嬬恋村|寛文2年12月29日|真田信利､幕府老中の命により大笹関所を創
  設
1663年2月7日-09:00|日本|群馬県吾妻郡長野原町|寛文2年12月29日|真田信利､幕府老中の命により狩宿関所を
  創設
1663年2月8日-09:00|日本|群馬県沼田市|寛文3年|真田信利､小川村(月夜野町)の常楽院法盛寺を幕岩城跡西隅
  に移し､千手観世音菩薩坐像を本尊とし､沼田城の鬼門除けとする
1663年2月8日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文3年|<再建>江戸城桜田門
1663年2月8日-09:00|日本|兵庫県神崎郡神河町|寛文3年|<移封>因幡鹿野藩1万石｢池田政直｣⇒播磨福本藩1万石
  (⇒寛文5年12月6日(16660111)死去)
1663年2月8日-08:00|中国|  ||清･康熙2年|考証学者黄宗羲が政治論｢明夷待訪録｣を完成
1663年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景治1年1月1日|大越後黎朝9代･玄宗が景治と改元(-1671)
1663年2月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｶﾝﾅﾇｰﾙはｵﾗﾝﾀﾞが所有(~1790年)
1663年2月13日-09:00|日本|千葉県館山市|寛文3年1月6日|<死去>安房北条藩1万石｢屋代忠興｣45歳⇒甥｢屋代忠
  位｣が継ぐ(⇒正徳2(1712)年7月22日､失政を咎められて改易)
1663年2月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾓﾝﾏｽ公･ﾄﾞﾝｶｽﾀｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽｺｯﾄ｣(⇒16630420兼初代ﾊﾞｸﾙｰ公~168
  50613私権剥奪､妻の公爵位は存続)
1663年2月14日-09:00|日本|京都府舞鶴市|寛文3年1月7日|<死去>丹後田辺藩35000石｢京極高直｣32歳⇒長男｢京
  極高盛｣が継ぐ(弟｢高門｣に2000石分与し33000石⇒寛文8(1668)年5月3日､但馬豊岡藩33000石に転封)
1663年2月24日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾅﾀﾞがﾌﾗﾝｽ王権の直接支配下に置かれる
1663年3月2日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|寛文3年1月23日|<死去>下総生実1万石｢森川重政｣⇒次男｢森川
  重信｣が継ぐ(⇒元禄5(1692)年6月27日､隠居)
1663年3月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞの商船ﾏｰｽﾌｪｰﾝのﾊﾞﾚﾝﾂｿﾞｰﾝ･ﾗﾑによってﾃﾞｨﾅ･ｱｲﾗﾝﾄﾞ(ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ王
  子)とﾏｰｽﾌｪｰﾝ･ｱｲﾗﾝﾄﾞと名付けられた諸島を発見
1663年3月5日-09:00|日本|京都府京都市|寛文3年1月26日|<就任>摂政｢二条光平｣(~寛文4年9.17)
1663年3月5日-09:00|日本|京都府京都市|寛文3年1月26日|<譲位>111代｢後西天皇｣
1663年3月5日-09:00|日本|京都府京都市|寛文3年1月26日|<践祚>112代｢霊元天皇｣/4月27日即位(~16870321)
1663年3月9日-09:00|日本|兵庫県たつの市|寛文3年1月30日|<死去>播磨新宮藩1万石｢池田薫彰｣31歳⇒長男｢池
  田邦照｣が継ぐ(⇒寛文10(1670)年1月28日､13歳で死去無嗣改易)
1663年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪﾛｰﾑ･ｳｪｽﾄﾝ｣
1663年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｪｽﾄﾝ｣(~16650603死去)
1663年3月17日-09:00|日本|神奈川県小田原市|寛文3年2月8日|<加増>相模小田原藩85000石｢稲葉正則｣+伊豆･相
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  模･武蔵国内1万石⇒95000石(⇒延宝8(1680)年1月12日､15000石を加増し11万石)
1663年3月17日-09:00|日本|埼玉県行田市|寛文3年2月8日|<加増>武蔵忍藩6万石｢阿部忠秋｣+2万石⇒8万石(⇒寛
  文11(1671)年5月25日､隠居)
1663年3月21日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾅﾀﾞで百人会社が特許状の権利を放棄し､国王直轄地となる
1663年4月 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽに最高評議会を設置
1663年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾒﾙｷｵｰﾚ･ﾏｯｼﾞｮ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣
1663年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾕﾘｳｽ暦3月24日|ｲｷﾞﾘｽ国王ﾁｬｰﾙｽﾞ2世が､王政復古に功のあった8人に､ｱﾒﾘｶ
  のｳﾞｧｰｼﾞﾆｱからﾌﾛﾘﾀﾞに至るるｶﾛﾗｲﾅ地方を与える
1663年4月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｽﾃﾌｧﾉ･ﾃﾞ･ﾏﾘ｣(~16650412)
1663年4月15日 05:00|日本|長崎県長崎市|寛文3年3月8日|<長崎寛文3年の大火(放火自殺事件)>(～9日)筑後町､
  樋口惣右衛門と云う者､乱心(発狂)､近所の者を殺害し､己が家に火を掛け自害､諸方に延焼､未刻(14時ごろ)よ
  り其の夜中､翌日巳刻(午前9時半ごろ)鎮火/両御奉行所､御屋敷を始め､57町全焼､6町半焼､2町と出島残る/寺
  社の内､33か所類焼/家数2901軒焼失
1663年4月16日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ領黄金海岸指揮官｢Tonnies Voss｣(~4.22､ﾃﾞﾝﾏｰｸ､ｲｷﾞﾘ
  ｽが占領､ｵﾗﾝﾀﾞに売却)
1663年4月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｵｰｽﾄﾘｱに宣戦布告
1663年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>4代ﾊﾞｸﾙｰ女伯｢ｱﾝ･ｽｺｯﾄ｣⇒初代ﾊﾞｸﾙｰ女公(~17320206死去);<就任>初代
  ﾊﾞｸﾙｰ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽｺｯﾄ｣初代ﾓﾝﾏｽ公･ﾄﾞﾝｶｽﾀｰ伯(~16850613私権剥奪､妻の公爵位は存続)
1663年4月20日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがｽｳｪｰﾃﾞﾝのｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ最後の入植地(ｸﾘｽﾁｬﾝｽﾎﾞｰｸﾞ
  砦とｶｰﾙｽﾎﾞｰｸﾞ[ｹｰﾌﾟ･ｷｬｯｽﾙ])を占領
1663年4月22日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｶｰﾙｽﾎﾞｰｸﾞをｵﾗﾝﾀﾞが奪還(~16640509)
1663年5月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｻﾘ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~16641020)
1663年5月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢ｱﾝﾘ2世｣
1663年5月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢Jean Louis Charles｣(~1668年)
1663年5月19日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾞﾙｳﾞｧﾝ｣(~1667年)
1663年6月6日-09:00|日本|京都府京都市|寛文3年5月1日|京で地震｡行宮･法室新院皆壊れる
1663年6月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｺﾙﾈﾘｽ･ｽﾋﾟｰﾙﾏﾝ｣(~1665年)
1663年6月13日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽはｲｷﾞﾘｽ直轄植民地
1663年6月15日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ﾌﾛｰﾚｽ･ｲ･ｱﾙﾀﾞﾅ｣(~
  16640730)
1663年6月17日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｳｸﾗｲﾅは親ﾛｼｱの左岸ﾍｰﾁﾏﾝ国家(ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ川の東)と親ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの右岸ﾍｰﾁﾏﾝ国家
  (ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ川の西)に分かれる
1663年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾏｽ･ﾊﾞﾙﾂｧｰ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのﾄﾞｲﾂ人作曲家､ｳﾞｧｲｵﾘﾝ奏者(生年1630年o
  r1631年)
1663年6月24日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｵﾋﾞﾄﾞｽ伯爵ｳﾞｧｽｺ･ﾃﾞ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣副王(2
  回目~16670613)
1663年6月28日-09:00|日本|  ||寛文3年5月23日|武家諸法度を改定/殉死を禁止
1663年7月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/中国/台湾|  ||清･康熙2年5月26日|鄭経軍が金門島で清､ｵﾗﾝﾀﾞ連合軍に大敗
1663年7月5日-09:00|日本|  ||寛文3年6月|花火の製造,販売禁止
1663年7月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ6世(正義伯)｣
1663年7月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ7世｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ6世の上の息子(~16701121死去)
1663年7月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ6世の三男(~17210
  618死去)
1663年7月16日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾟﾗｲｱ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Francisco de Ornelas da Camara｣(~
  16640428死去)
1663年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が第二次航海条例を制定
1663年7月28日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾎｾ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ｻﾗｻﾞ｣(~16740326)
1663年7月31日-09:00|日本|愛媛県松山市|寛文3年6月27日|松山藩領久万町出火､136軒焼失
1663年8月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Francis Willoughby｣(2期目~16660
  728)
1663年8月3日-09:00|日本|茨城県水戸市|寛文3年7月|笠原水道完成
1663年8月13日-09:00|日本|愛知県西尾市|寛文3年7月11日|<移封>下野足利藩2万石｢土井利長｣⇒三河西尾藩230
  00石(⇒延宝9(1681)年4月13日､隠居)
1663年8月13日-09:00|日本|茨城県筑西市|寛文3年7月11日|<移封>三河西尾藩2万石｢増山正弥｣⇒常陸下館藩2万
  石(⇒元禄15(1702)年9月1日､伊勢長島藩2万石に移封)
1663年8月16日-09:00|日本|北海道|寛文3年7月14日|<有珠山噴火>未明山頂ｶﾙﾃﾞﾗより噴火,膨大な量の焼石や火
  山灰を噴出.死者5人
1663年8月27日-09:00|日本|福岡県直方市|寛文3年7月25日|<死去>筑前東蓮寺藩4万石｢黒田之勝｣⇒養子｢黒田長
  寛｣が継ぐ(⇒延宝5(1677)年2月､宗藩嫡子に選ばれ綱政と改名し宗藩に吸収)
1663年8月31日-09:00|日本|愛知県豊橋市|寛文3年7月29日|<死去>三河吉田藩45000石｢小笠原忠知｣65歳⇒長男｢
  小笠原長矩｣が継ぐ(弟｢長定｣に3000石､｢長秋｣に2000石分与し4万石⇒延宝6(1678)年2月8日､死去)
1663年9月2日-09:00|日本|長野県伊那市|寛文3年8月1日|<死去>信濃高遠藩32000石｢鳥居忠春｣⇒長男｢鳥居忠則
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  ｣が嗣ぐ(⇒元禄2年7月23日(16890906)､改易)
1663年9月8日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｻﾙｾﾄﾞ｣(~16680928)
1663年9月14日-09:00|日本|  ||寛文3年8月13日|土佐国に専売反対一揆が起こる
1663年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣
1663年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣先代の息子(~17030716死去)
1663年9月16日-09:00|日本|  ||寛文3年8月15日|久世広之:老中就任(-延宝7年6月25日)
1663年9月29日-09:00|日本|山口県岩国市|寛文3年8月28日|<交替>周防岩国藩6万石｢吉川広正｣隠居⇒長男｢吉川
  広嘉｣が継ぐ(⇒延宝7(1679)年8月16日､死去)
1663年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｼﾞｬﾉｯﾃｨ｣
1663年10月20日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾌｧｴﾙ･ｺﾄﾅｰ｣
1663年10月21日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｵｯﾀｳﾞｨｱｰﾉ･ﾊﾞﾝﾃﾞｨﾈｯﾘ｣(~23日)
1663年10月23日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾆｺﾗｽ･ｺﾄﾅｰ｣(~16800429没)
1663年10月31日-08:00|中国|  ||清･康熙2年10月|清軍が厦門･金門を占領
1663年11月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾆｺﾗｽ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ2世｣(~16641230
  )
1663年11月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国総督｢ﾗﾝﾂｧｳ伯爵ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾗﾝﾂｧｳ｣
1663年11月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国総督｢ﾍﾟｰﾀﾞｰ･ﾘｰﾂ･ﾃｨﾙ･ﾃｨｹﾞｽﾄﾙﾌﾟ｣(~16740710没)
1663年11月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ3世｣(~1664年),｢ｸﾘｽﾁｬﾝ｣(~16720228)
1663年11月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾙｲ4世｣
1663年12月18日-09:00|日本|愛知県名古屋市|寛文3年11月19日|尾張藩徳川光友が､領内のｷﾘｽﾄ教徒207人を処刑
1663年12月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｴﾙｷﾞﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の長男(⇒16640318兼初代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯
  ~16851020死去)
1663年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1663/12/14|(英)ｷﾞﾆｰ金貨登場
1663年12月27日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾔｺﾌﾞ･ﾌｼｭﾀｰﾄ｣(~16641119)
1663年12月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ､ｲﾀﾘｱの数学者､物理学者(生年1618年)落体の自
  由落下の研究を行い落下距離が時間の2乗に比例することを見出した
1663年12月29日-08:00|中国|  ||清･康熙2年12月|四川の十三家軍の抗清運動が鎮圧される
1663年12月31日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|寛文3年12月2日|<死去>日向国佐土原藩3万石｢島津久雄｣⇒長男｢島
  津忠高｣が継ぐ(⇒延宝4(1676)年8月11日､26歳で死去)
1664年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督代理｢Maximiliaan de Jong｣(1期目~同年)⇒総督｢J
  ohan van Dam｣(~1665年)
1664年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾙｷﾔﾝ･ﾀﾞｽ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ｣(~1695年)
1664年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国をﾑｶﾞﾙ帝国が占領(~1673年)
1664年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ﾔｺﾌﾞｽ･ﾌｧﾝ･ﾆｭｰﾗﾝﾄ｣(~1665年5月没)
1664年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ5世｣(~1668年)
1664年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1665年)
1664年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｼﾗｰﾀﾞｰ･ｵﾒﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1667年)
1664年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣(~1666年)
1664年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾙﾏﾝ･ｸﾗｰｿﾝ･ﾌﾘﾍﾚ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ･ﾃｨﾙ･ﾘｰﾍﾞﾘｯﾂ｣(
  ~1669年)
1664年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ知事｢Antonio de Melo e Castro｣(~1667年)
1664年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｲ･ｶｽﾄﾛ｣
  (~1667年)
1664年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>9代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｻﾝﾄﾞﾊﾞﾙ｣
1664年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>10代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾌｱﾝ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~1667年死去
  )先代の子
1664年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ城侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ=ｺﾙ
  ﾃﾚｱﾙ｣(~1668年9月)
1664年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Giovan Battista｣(~16990824死去)
1664年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||東洋での貿易のためにﾌﾗﾝｽ東ｲﾝﾄﾞ会社が創立
1664年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ洋上ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島(ﾚﾕﾆｵﾝ)がﾌﾗﾝｽ領となった
1664年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ,最終的にﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺを撤収
1664年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺ公国成立
1664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｱｰｽｷﾝ｣
1664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾊﾞｶﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱｰｽｷﾝ｣(~1695年死去)
1664年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾘｮ･ﾓｳﾁｰﾆｮ｣(~1667年)
1664年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Severin Pedersen Skougaard｣(~167
  4年)
1664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世の次男(~16670620死去)
1664年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀｯｿ島にあるｲｷﾞﾘｽの城砦がｵﾗﾝﾀﾞのﾄﾞ･ﾘｭｲﾃﾙ提督に攻撃される
1664年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾃﾞﾝ｣(~16661104没)
1664年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌｫｰｸ｣(~1667年10月)



1680迄(2638件)

1664年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ･ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ﾄｰﾏｽ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ･ﾜｰﾅｰ｣ｳｨﾛﾋﾞｰ男爵によって任命(~166
  6年)
1664年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｼｭｰﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾝｻﾝ｣(~1670年)
1664年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｾﾝﾄﾙｼｱ島を占領(~1667年10月)以後､ﾌﾗﾝｽと争奪戦をくりかえす
1664年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟはｺﾝﾊﾟﾆｰ･ﾃﾞ･ｲﾝﾃﾞｨｰｽﾞ･ｵｸｼﾃﾞﾝﾀﾙによって管理(~1674.12)
1664年 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ領ﾋｽﾊﾟﾆｵｰﾗ島の西半分にｻﾝ･ﾄﾞﾏﾝｸﾞ(現･ﾊｲﾁ)創設
1664年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｵﾌﾞﾚｺﾞﾝ･ｲ･ｴｽﾋﾟﾉｰｻ｣(~16650629)
1664年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督代理｢Tome Dominguez de Mendoza｣(~同年)⇒総督｢J
  uan Duran de Miranda｣(~1665年)
1664年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||英国人海賊ｼﾞｬｯｸﾏﾝとﾓﾘｽ,ｶﾝﾍﾟﾁｭ湾を襲撃.ﾋﾞﾘｬ･ﾃﾞ･ﾓｻに上陸した後,ﾄﾙﾋｰｼﾞｮを攻撃
1664年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||ｼﾞｬﾏｲｶの私掠船隊,ﾎﾝｼﾞｭﾗｽのｶﾝﾍﾟﾁｪを襲撃し略奪
1664年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ､ｼｳﾞｧｰｼﾞｰがｽｰﾗﾄ掠奪
1664年1月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ･ﾌﾞﾘﾄ｣(~16671225)
1664年1月4日-09:00|日本|京都府|寛文3年12月6日|京都･山城で地震/二条城･伏見諸邸破損､洛中築垣所々崩れ
  る.吉田神社の石塔倒れる.下鴨社の築地･石塔倒れる.誓願寺本堂少損､伏見稲荷の石塔すべて倒れ､蔵損､築地
  5-6間(9-10m)崩れる.丹波亀山城の石垣20ｶ所崩れた
1664年1月5日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛文3年12月7日|北野真盛町風呂で失火
1664年1月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾌﾛｰﾆﾝｹﾞﾝ州･ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ州総督ﾃﾞｨｰﾂ侯ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｶｼﾐｰﾙ
  2世[ﾃﾞｨｰﾂ侯ｳｨﾚﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸの子](~16960325死去39歳)
1664年1月23日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞﾚ島総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎｰﾑｽﾞ卿｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞが占領(~同月)⇒｢ﾓ
  ｰｶﾞﾝ･ﾌｧｼｰ｣(~10月)
1664年1月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙3年|朝鮮の咸鏡道で綿花栽培が始まる
1664年1月28日-09:00|日本|東京都豊島区|寛文4年|加賀藩主･前田利常の息女で安芸藩主･浅野吉長夫人の寄進
  によって雑司ｹ谷鬼子母神堂創建
1664年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽ｣2代ｴﾙｷﾞﾝ伯(~16851020死去)
1664年3月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｰﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾎﾞｲﾙ｣第2代ｺｰｸ伯(~16980115死去)
1664年3月27日-08:00|中国|  ||清･康熙3年3月|清軍が厦門(ｱﾓｲ)を攻略/鄭経は福建沿海の島嶼を放棄し澎湖･
  台湾に全面撤退
1664年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾛﾘ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾛﾚﾝﾂｫｰﾆ｣
1664年4月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾘｯﾋﾟ､ｲﾀﾘｱの画家､詩人(生年1606年)
1664年4月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｼﾞﾙﾌｨｳｽ1世ﾆﾑﾛｰﾄ｣
1664年4月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｶｰﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ｣(~1668年)
1664年4月28日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌﾟﾗｲｱ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Francisco de Ornelas da Camara｣
1664年4月30日-09:00|日本|秋田県秋田市|寛文4年4月5日|<石高決定>出羽久保田藩20万5800石｢佐竹義隆｣
1664年4月30日-09:00|日本|香川県丸亀市|寛文4年4月5日|<加増>讃岐丸亀藩57000石｢京極高豊｣+曾祖母常高院
  の所領であった近江蒲生郡内1400余石⇒58512石(⇒延宝5(1677)年5月21日､分家3000石還付され61512石
1664年4月30日-09:00|日本|長崎県大村市|寛文4年4月5日|<高直し>肥前大村藩21427石｢大村純長｣⇒27973石(⇒
  宝永3年8月21日(17060927)死去)
1664年5月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Alexandre de Prouville｣(~1665.2)
1664年5月2日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾘﾝﾁ｣(~21日)
1664年5月3日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｵﾗﾝﾀﾞからｹｰﾌﾟｺｰｽﾄ城を奪取
1664年5月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官代行｢ﾄﾋﾞｱｽ･ﾌﾞﾘｯｼﾞ｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1
  665年4月)
1664年5月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行｢ｵｯｿﾘｰ伯爵ﾄﾏｽ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~16650903)
1664年5月9日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに押収される
1664年5月12日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰで地震(M7.3)死者400人
1664年5月15日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Joseph-Antoine Lefebvre｣(1期目~1665.6)
1664年5月15日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷﾞｱﾅがﾌﾗﾝｽによって再占領(~1674年)
1664年5月15日-09:00|日本|長崎県雲仙市|寛文4年4月20日|雲仙岳が大噴火/前山が崩壊､津波発生/溺死者100余
  人
1664年5月21日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾓｰｶﾞﾝ｣(~6.4)
1664年5月31日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Isaac Barrow｣(~1673年)
1664年6月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｳﾙﾘｸ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｷﾞﾙﾃﾞﾝﾚｰｳﾞ･ｸﾞﾚｰｳﾞｪ･ﾃｨﾙ･ﾗｳｳﾞｨｸ｣(~1699
  0925)
1664年6月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｰｽﾞ公｢ｱﾝﾘ2世｣
1664年6月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ･ｼﾞｮｾﾞﾌ｣(~16710730死去)
1664年6月3日-09:00|日本|愛知県田原市|寛文4年5月9日|<移封>三河挙母藩12000石｢三宅康勝｣⇒三河田原藩120
  00石(⇒貞享4(1687)年8月9日､60歳で死去)
1664年6月3日-09:00|日本|熊本県天草郡苓北町|寛文4年5月9日|<加増移封>三河田原藩1万石｢戸田忠昌｣⇒肥後
  富岡藩2万石(⇒寛文11(1671)年4月25日､相模･下総･武蔵･常陸国内2万石へ移封)
1664年6月4日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｻｰ･ﾄｰﾏｽ･ﾓﾃﾞｨﾌｫｰﾄﾞ｣(~16710701)
1664年6月8日-09:00|日本|福島県石川郡浅川町|寛文4年5月14日|<死去>陸奥浅川藩1万石｢本多忠以｣⇒弟｢本多
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  忠晴｣が嗣ぐ(⇒天和1(1681)年9月15日､三河伊保藩1万石へ移封)
1664年6月17日-09:00|日本|長崎県平戸市|寛文4年5月23日|<分封>肥前平戸藩63196石｢松浦鎮信｣従弟｢松浦信貞
  ｣に1500石⇒61700石(⇒元禄2(1689)年7月､隠居)
1664年6月23日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾒﾙｼｵｰﾙ･ﾊﾟﾗｳ･ｲ･ﾎﾞｽｶ｣(~16700429)
1664年6月23日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Ducoudray｣(~11.5)
1664年6月26日-09:00|日本|岡山県高梁市|寛文4年閏5月3日|<死去>備中松山藩5万石｢水谷勝隆｣⇒7月18日､長男
  ｢水谷勝宗｣が継ぐ(弟｢勝能｣に2千石分与し48000石⇒元禄2(1689)年閏正月14日､隠居)
1664年6月29日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ暫定副王｢ﾌﾟｴﾌﾞﾗ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｱﾝﾍﾚｽ司教ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｵｿﾘｵ･ﾃﾞ
  ･ｴｽｺﾊﾞﾙ･ｲ･ﾘｬﾏｽ｣(~10.15)
1664年6月30日-09:00|日本|熊本県人吉市|寛文4年閏5月7日|<交替>肥後人吉藩22165石｢相良頼寛｣隠居⇒長男｢
  相良頼喬｣が継ぐ(⇒元禄16(1703)年1月24日､死去)
1664年6月30日-09:00|日本|福岡県柳川市|寛文4年閏5月7日|<交替>筑後柳河藩109200石｢立花忠茂｣隠居⇒四男｢
  立花鑑虎｣が継ぐ(⇒元禄9(1696)年7月4日､隠居)
1664年6月30日-09:00|日本|山形県米沢市|寛文4年閏5月7日|<死去>出羽米沢藩30万石｢上杉綱勝｣急死⇒6月5日､
  養子｢上杉綱憲｣が継ぐ(末期養子のため15万石に減封⇒元禄16(1703)年8月21日､病のため隠居)
1664年7月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｸﾞﾘｭｰﾌｨｳｽ､ﾄﾞｲﾂの詩人､劇作家(生年1616年)
1664年7月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ植民地が選挙権に財産資格を付与
1664年7月30日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾀﾞﾋﾞﾗ･ｵﾚﾎﾝ･ｲ･ｶﾞｽﾄﾝ｣
  (~16700506)
1664年8月1日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾙﾉｰﾄ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1665年)
1664年8月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国軍が､ｾﾝﾄ･ｺﾞｯﾄﾊﾙﾄでｵｰｽﾄﾘｱ軍に敗北
1664年8月4日-09:00|日本|茨城県笠間市|寛文4年6月13日|<加増>常陸宍戸藩1万石｢土屋数直｣+5000石⇒15000石
  (⇒寛文6(1666)年7月28日､2万石加増され35000石)
1664年8月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとｵｽﾏﾝ朝がｳﾞｧｼｭｳﾞｧｰﾙの和
1664年8月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~16670620死去)
1664年8月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｽﾙﾊﾞﾗﾝ､ｽﾍﾟｲﾝの画家(生年1598年)
1664年8月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが西ｲﾝﾄﾞ会社を設立
1664年8月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽが東ｲﾝﾄﾞ会社を再組織
1664年9月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ領ﾆｭｰﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄをｲｷﾞﾘｽが占領
1664年9月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｱﾙﾋﾞｵﾝ植民地総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾆｺﾙｽﾞ｣(~1668年夏)
1664年9月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1664/8/29|ｲｷﾞﾘｽが､ｵﾗﾝﾀﾞからﾆｭｰｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ港を奪取
1664年9月22日-09:00|日本|  ||寛文4年8月3日|幕府が絹･紬反物の長さを定めた法令を出し､寸尺不足の絹･紬
  の販売を禁じる
1664年9月22日-09:00|日本|大分県佐伯市|寛文4年8月3日|<死去>豊後佐伯藩2万石｢毛利高直｣⇒長男｢毛利高重｣
  が継ぐ(⇒天和2(1682)年4月7日､21歳で死去)
1664年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｾﾗﾌｨｰﾆ｣
1664年10月2日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞﾚ島総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｱﾊﾞｰｸﾛﾝﾋﾞｰ卿｣(~11日)
1664年10月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ,ﾆｭｰﾖｰｸと改称
1664年10月7日-09:00|日本|群馬県沼田市|寛文4年8月3日|沼田藩主真田信利､柳町三光院の観音堂を建立し､石
  灯籠二基を寄進
1664年10月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||英軍,ﾃﾞﾗｳｪｱをｵﾗﾝﾀﾞより奪取
1664年10月11日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞﾚ島総督｢ﾔﾝ･ｾﾗﾘｳｽ｣ｵﾗﾝﾀﾞ統治が復活⇒｢ﾎﾌﾟｻｯｸ｣(~16
  771101)
1664年10月15日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾏﾝｾﾗ侯爵ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ﾓ
  ﾘｰﾅ･ｲ･ｻﾗｻﾞｰﾙ｣(~16731120)
1664年10月20日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sari Huseyin Pasha｣(~1665年)
1664年10月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｸﾞﾙｼﾞｱ･ﾒﾌﾒﾄ ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1666年3月)
1664年10月30日-09:00|日本|岩手県盛岡市|寛文4年9月12日|<死去>陸奥盛岡藩10万石｢南部重直｣⇒12月6日､弟｢
  南部重信｣が継ぐ(弟｢中里直好｣に八戸藩2万石分与し8万石⇒天和3(1683)年5月7日､10万石に高直し)
1664年10月30日-09:00|日本|滋賀県大津市|寛文4年9月12日|<交替>近江膳所藩7万石｢本多俊次｣隠居⇒次男｢本
  多康将｣が継ぐ(⇒延宝7(1679)年6月18日､隠居)
1664年11月5日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Claude Francois du Lyon｣(~1669年)
1664年11月14日-09:00|日本|京都府京都市|寛文4年9月27日|<就任>摂政｢鷹司房輔｣
1664年11月17日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾞﾝﾋﾞｱが正式にｸｰﾙﾗﾝﾄﾞからｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに割譲される
1664年11月18日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ﾍﾟﾀﾙ･ｼｭﾋﾞｯﾁ･ｸﾞﾛﾌ･ｽﾞﾘﾝｽｷ｣(⇒16681106､ﾊﾞﾝ
  ~16700417)
1664年11月19日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督代理｢ｱﾄﾞﾘｱﾝ･ﾛｰﾄﾊｰﾙﾄ｣(~1665.4)
1664年11月20日-09:00|日本|  ||寛文4年10月3日|幕府が賭博に関する法度を出す
1664年11月23日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Geronimo de Velasco｣(~1670年)
1664年12月13日-09:00|日本|群馬県安中市|寛文4年10月26日|<交替>上野安中藩2万石｢水野元綱｣隠居⇒次男｢水
  野元知｣が嗣ぐ(⇒寛文7(1667)年5月23日､狂気の廉で所領没収)
1664年12月18日-09:00|日本|  ||寛文4年11月|幕府が諸藩に宗門改制度化され転宗者の登録制を実施
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1664年12月18日-09:00|日本|東京都台東区|寛文4年11月1日|幕府が忍岡に国史館を置き､林俊斎に本朝通鑑を続
  修させる
1664年12月20日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Felix Garci-Gonzalez de Leon｣(~166
  91009)
1664年12月25日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾚｲﾊﾞ｣(~16
  660612)
1664年12月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾗ･ｹﾞﾗ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(~167
  10706)
1665年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督代理｢Maximiliaan de Jong｣(2期目~1666年)
1665年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国
1665年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾊﾟｳﾞｨﾙｼﾞｭｰﾝ｣(~1676年)
1665年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｳｽﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1667年)
1665年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ･ｵｸﾞﾙ･ｴﾌﾗｼｬﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1666年)
1665年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾊﾞｯﾀｼﾞｱ｣(~1667年)
1665年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Salih Pasha1世｣(~1666年)
1665年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのｱｶﾞｼｭ｢ｱﾘ･ｱｶﾞ｣(~1671年)
1665年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢ｼｬﾙﾙ3世｣(~17001101死去)
1665年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの弟(~16791218死去)
1665年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Pedro de Acuna｣(~1670年)
1665年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑﾊﾚﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~11.9)
1665年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Ernst Adalbert von Harrach｣(~1667年)
1665年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢'Abdul Rahman1世, Mbangi｣(~1674年)
1665年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞが､ｷｬﾝﾃﾞｨ王国からﾄﾘﾝｺﾏﾘｰを奪取
1665年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｯｼｰﾆが木星の大赤斑を発見
1665年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ,黒人法を制定.自由黒人に同等の権利を認める/奴隷にも人道的対処を定める
1665年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣
1665年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣(~1668年死去)
1665年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ西ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ｼﾞｭｰﾙ･ｼﾞｬｹ｣(~1668年)
1665年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの科学者ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌｯｸが顕微鏡観察によって描いた図説｢ﾐｸﾛｸﾞﾗﾌｨｱ｣を発表
1665年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾟﾗｲｱ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Bras de Ornelas｣(~1712年死去)
1665年 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ司令官｢Pieter Adriaensen｣(1期目)
1665年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾘﾝｽﾞ｣(~1666年)
1665年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽの下でのﾄﾙﾄﾗ島のｲｷﾞﾘｽによる占領
1665年 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾒﾗﾗ=ｴｾｷﾎﾞを英国が占領(~1666年)
1665年 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾛﾍﾟ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾑﾆｳﾞｪ｣(~167
  0年没)
1665年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｺﾞﾝｻｶﾞ｣(1回目~1667年)
1665年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｱﾙﾋﾞｵﾝ植民地総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｶｰﾀﾚｯﾄ｣(~1673.7)
1665年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾌｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｻﾘﾅｽ･ｲ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ｣(~1669年)
1665年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾄﾞ･ﾚﾐｰ･ﾄﾞ･ｸﾙｾﾙ｣(~1672年)
1665年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||海賊ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞｰﾋﾞｽ,ｸﾞﾗﾅﾀﾞ,ﾚｵﾝ,ｴﾙﾚｱﾚﾎを襲撃
1665年1月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで｢学徒新聞｣が刊行
1665年1月10日-09:00|日本|高知県|寛文4年11月24日|<死去>山内忠義､土佐藩第2代藩主(生年1592年)
1665年1月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>仏の数学者ﾋﾟｴｰﾙ=ﾄﾞ=ﾌｪﾙﾏｰ/｢ﾌｪﾙﾏｰの定理｣(生年1607年)
1665年1月12日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Sir Thomas Morgan｣(~16790413
  死去)
1665年1月21日-09:00|日本|青森県八戸市|寛文4年12月6日|<立藩>陸奥八戸藩2万石｢南部直房｣盛岡藩から分与(
  ⇒寛文8年8月24日(16680930)死去)
1665年1月23日-09:00|日本|栃木県大田原市|寛文4年12月8日|<再封>下野那須(福原城)12000石｢那須資祇(資弥)
  ｣(青木利長の次男)加増があり､再び大名格になった(⇒延宝9(1681)年2月25日､8千石加増され烏山城を居城と
  し下野烏山藩2万石)
1665年1月29日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｲｷﾞﾘｽからｺﾙﾏﾝﾃｨﾝを奪取(ﾌｫｰﾄ ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑと改名)
1665年1月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣
1665年1月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣(~16850823死去)
1665年2月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督代理｢sieur de Chambray｣(~1666.10)
1665年2月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Robert le Frichot des Friches｣(~1667.12)
1665年2月11日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾛｰﾚﾝｽ･ﾌﾟﾘﾝｽ大尉の下でｼﾞｬﾏｲｶからﾎﾞﾈｰﾙを奪う
1665年2月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ･ﾚｵﾝ｣(~1669年3月)
1665年2月13日-09:00|日本|東京都中央区|寛文4年12月29日|<死去>森田太郎兵衛(森田座初代座主)
1665年2月15日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|寛文5年|<交替>肥前蓮池藩52625石｢鍋島直澄｣隠居⇒次男｢鍋島直之｣
  が継ぐ(⇒宝永5(1708)年1月9日､隠居)
1665年2月15日-09:00|日本|大谷大学|寛文5年|京都東六条に東本願寺の学寮開設



1680迄(2638件)

1665年2月16日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|寛文5年1月2日|大阪城天守閣が落雷のために焼失(→266年後
  の1931年に再建)
1665年2月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾞｲはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙからｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに割譲
1665年3月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦2月22日|第2次英蘭戦争が起こる/ｵﾗﾝﾀﾞがｲｷﾞﾘｽに宣戦布告
1665年3月5日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|寛文5年1月19日|<死去>陸奥国棚倉藩5万石｢内藤信照｣⇒長男
  ｢内藤信良｣が継ぐ(⇒寛文11(1671)年9月､弟｢信全｣に新田5000石を分与し4万5000石)
1665年3月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ王立協会が｢哲学紀要｣(学術会報)を創刊
1665年3月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Fernando de Villanueva｣(~16681129)
1665年3月14日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1665/3/4|ｲｷﾞﾘｽがｵﾗﾝﾀﾞに宣戦布告
1665年3月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣
1665年3月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸの先代の統治者であ
  るｸﾘｽﾃｨｱﾝ=ﾙｰﾄｳﾞｨﾋの弟(~17050828死去,ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯領はﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ選帝侯領に統合)
1665年3月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｴﾝﾃﾞｺｯﾄ｣
1665年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｵﾝ=ﾀｲﾝ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣⇒初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ
  公(~16761225死去)
1665年4月-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<再任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾘｸﾛﾌ･ﾌｧﾝ･ｹﾞｰﾝｽ｣(3期目~1675年)
1665年4月 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ﾍﾞﾗｼｽ男爵ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞﾗｼｽ｣(~1666年)
1665年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵｯﾀｳﾞｨｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣
1665年4月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢William Louis｣
1665年4月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Lebrecht｣(~16691107死去)､｢Emmanuel｣(~16701108死去)
  共同統治
1665年4月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾁｪｻﾞﾚ･ﾄﾞｩﾗｯｿﾞ｣(~16670418)
1665年4月28日-09:00|日本|  ||寛文5年3月13日|幕府金銀を売買するを禁ず
1665年5月-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾚｰﾃﾞ｣(1回目~1667年)
1665年5月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾植民地総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾍﾞﾘﾝｶﾞﾑ｣(~16721207死去)
1665年5月5日-09:00|日本|福岡県朝倉市|寛文5年3月20日|<死去>筑前秋月藩5万石｢黒田長興｣⇒次男｢黒田長重｣
  が継ぐ(⇒宝永7(1710)年10月29日､52歳で死去)
1665年5月9日-09:00|日本|栃木県栃木市|寛文5年3月24日|<死去改易>下野皆川藩15000石｢松平(能見)重利｣無嗣
1665年5月14日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛文5年3月29日|<死去>播磨姫路藩15万石｢榊原忠次｣⇒5月11日､次男
  ｢榊原政房｣が継ぐ(⇒寛文7年5月24日(16670715)死去)
1665年5月19日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Francisco Juan de Toledo｣(~
  1666.2)
1665年5月31日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾋﾟｰﾃﾙ･ﾔﾝｽｿﾞｰﾝ･ｻｰﾝﾚﾀﾞﾑ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1597年)
1665年6月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事代理｢Antoine｣(~9.8)
1665年6月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾀｰﾄﾙ島総督｢ﾗ･ﾌﾞｴｰﾙ卿ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾄﾞﾆ･ﾄﾞｼﾞｪﾛﾝ｣(1回目~1668年6月)
1665年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｪｽﾄﾝ｣
1665年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾘｰ｣
1665年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｳｪｽﾄﾝ｣(~1688.5死去伯爵位廃絶)
1665年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾘｰ｣(~1679年)
1665年6月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢George Christian｣
1665年6月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾁﾛﾙ伯｢Sigismund Francis｣
1665年6月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Leopold1世｣(~17050505死去)
1665年6月29日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｧﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾛｰﾙ･ｲ･ﾚｲﾉｿ｣(~16740427)
1665年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｧﾃ･ｼｬｰ｣(~1716年没)
1665年7月13日-08:00|中国|  ||清･康熙4年6月|雲南でｲ族などを中心とする抗清反乱がおこる
1665年7月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1665/7/3|北海のﾛｰｴｽﾄｰﾌﾄ沖にてﾖｰｸ公率いるｲｷﾞﾘｽ艦隊130隻と
  ｵﾌﾟﾀﾞﾑ率いるｵﾗﾝﾀﾞ艦隊120隻が衝突､ｲｷﾞﾘｽが勝利
1665年7月23日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事｢Thomas Edward Morgan｣(~同年死去)⇒｢
  Theodore Cary｣(~1666年)
1665年7月23日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~16661117)
1665年7月30日-09:00|日本|愛媛県今治市|寛文5年6月18日|<加増>伊予今治藩3万石｢松平定房｣+武蔵国東葛飾郡
  ･下野国芳賀郡･常陸国真壁郡1万石⇒4万石(⇒延宝4(1676)年6月26日､隠居)
1665年8月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢Thomas Edward Morgan｣(~同年死去)
1665年8月 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾊﾞ島はｲｷﾞﾘｽが占領(~1667.10)
1665年8月5日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Etienne Regnault｣(~16710508)
1665年8月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧ･ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ｶﾙﾛ2世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ=ﾈｳﾞｪﾙｽ｣
1665年8月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾏﾝﾄｳﾞｧ･ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｶﾙﾛ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ=ﾈｳﾞｪﾙｽ｣ｶﾙﾛ2世の子(~17
  080705死去､ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ家はﾏﾝﾄｳﾞｧの支配権を失い､ﾏﾝﾄｳﾞｧ公国はﾐﾗﾉ公国に併合)
1665年8月15日-09:00|日本|北海道|寛文5年7月5日|<死去>蝦夷松前藩(無高)｢松前高広｣(23歳､生年1643年)⇒11
  月6日､長男｢松前矩広｣が継ぐ(⇒享保4(1719)年､正式に大名に昇格.松前藩1万石格成立)
1665年8月21日-09:00|日本|  ||寛文5年7月11日|幕府､諸社禰宜･神主法度及び諸宗寺院法度を下す
1665年8月23日-09:00|日本|  ||寛文5年7月13日|証人制度(諸大名が幕府に差し出していた人質)を廃止
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1665年8月24日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾚｯｸﾊｲﾑ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世｣
1665年8月24日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾚｯｸﾊｲﾑ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世ｺﾞﾍﾞｰﾙ｣(~17080201没)
1665年8月28日-09:00|日本|岐阜県高山市|寛文5年7月18日|<死去>飛騨高山藩38000石｢金森頼直｣病死⇒長男｢金
  森頼業｣が継ぐ(⇒寛文11(1671)年12月28日､24歳で死去)
1665年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでﾍﾟｽﾄが大流行
1665年9月8日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Cyprien Lefebvre｣(1期目~16670923)
1665年9月8日-09:00|日本|愛媛県西条市|寛文5年7月29日|<改易>伊予西条藩25000石｢一柳直興｣参勤交代遅参･
  藩治失政･不行跡などにより､金沢に幽閉
1665年9月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ国王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王･
  ﾅﾎﾟﾘ王･ｼﾁﾘｱ王･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｪﾘﾍﾟ4世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ｴﾉｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世｣兼ｱﾗｺﾞﾝ国王･ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾌｪﾘﾍﾟ3世｣兼ﾌﾞ
  ﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世｣兼ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ7世｣兼ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾌｪﾘﾍﾟ8世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯ
  ﾌﾟ8世｣60歳
1665年9月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王･ｼﾁﾘｱ王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ
  国王･ｱﾗｺﾞﾝ国王･ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｶﾙﾛｽ2世｣兼ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｴﾉｰ伯｢ｼｬﾙﾙ3世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ4世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ8世
  の息子(~17001101死去38歳)兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｼｬﾙﾙ3世｣(~16780919ﾌﾗﾝｽ王国へ併合)
1665年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾄｼｰﾆ｣｢ｽﾌｫﾙﾂｧ･ｼｵﾆｰﾆ｣
1665年10月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Cesar, duc de Vendome｣
1665年10月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Louis, duc de Vendome｣(~16690806死去)
1665年10月29日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾝﾄﾆｵ1世ﾇｳﾞｨﾀ･
  ｱ･ﾝｶﾝｶﾞ｣ｱﾝﾌﾞｲﾗの戦いで戦死
1665年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｹﾞｵﾙｹﾞ･ﾄﾞｩｶ｣(1回目~16660524)
1665年11月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾌｫﾝｿ2世｣(1回目~12
  月)
1665年11月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||｢ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ･ｶﾞｾﾞｯﾄ｣(現ﾛﾝﾄﾞﾝ･ｶﾞｾﾞｯﾄ,現存最古の新聞)
1665年11月7日-09:00|日本|東京都|寛文5年10月|幕府､火付盗賊改役を設ける
1665年11月9日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｽｰﾗﾌﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1666年)
1665年11月10日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ｻﾞﾑｴﾙ･ｶﾌﾟﾘｺﾙﾇｽ､ﾎﾞﾍﾐｱ出身の作曲家(生年1628年)
1665年11月14日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ=ﾉﾙｳｪｰ二重王国国王ｸﾘｽﾁｬﾝｾﾝ5世が国王法に調印
1665年11月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾆｺﾗ･ﾌﾟｯｻﾝ､ﾌﾗﾝｽの画家(生年1594年)
1665年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾕﾘｳｽ･ﾊｲﾝﾘﾋ｣
1665年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾗﾝﾂ･ｴﾙﾄﾏﾝ｣(~16660730死去)
1665年11月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Francisco de Mascarenhas｣(~16680410)
1665年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ7世ﾄｩｼ･ﾑﾏｻﾞ｣
  (~1666年6月没)
1665年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ﾝｺﾝﾄﾞ王国国王｢ｱﾌｫﾝｿ2世｣(2回目~166
  9年没)
1665年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||ｺﾝｺﾞ王国が内戦で混乱(~1709年2月)
1665年12月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬﾝ･ﾗｼｰﾇの悲劇｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ大王｣がﾊﾟﾚ･ﾛｱｲﾔﾙ劇場で上演される
1665年12月7日-09:00|日本|香川県高松市|寛文5年11月|高松城下中ﾉ村に天満宮の造営成る
1665年12月7日-09:00|日本|静岡県富士宮市|寛文5年11月|日舜富士下条下之坊を中興
1665年12月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾀﾙｸｨﾆｵ･ﾒｰﾙﾗ､ｲﾀﾘｱの作曲家､ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ(生年1594年or1595年)
1666年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Pieter de Marville｣(~1667年)
1666年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾗｰﾄ･ﾊﾝ国ﾜｰﾘｰ｢Mir Ahmad1世Khan Qambrani3世｣(~1695年)
1666年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ正教会から分離派が出現
1666年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾀﾞﾏﾄﾞ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1667年)
1666年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Damad Huseyin Pasha｣(~1667年)
1666年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾞﾙﾊﾞﾛ｣(~1668年)
1666年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Cavuszade Mehmed Pasha｣(~同年)⇒｢Qara Mustafa
   Pasha｣(~1667年)
1666年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｱﾃﾞｨﾙ･ｷﾞﾚｲ｣(~1671年)
1666年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ﾊﾑﾀﾞ･ﾊﾟｼｬ｣
1666年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ=ﾃﾞﾄﾓﾙﾄ伯｢ﾍﾙﾏﾝ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1666年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣ｱｳｸﾞｽﾄ2世の息子(~1704年死去)
1666年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾘｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~1668年)
1666年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ=ﾃﾞﾄﾓﾙﾄ伯｢ｼﾞｰﾓﾝ･ﾊｲﾝﾘﾋ｣(~16970502死去)
1666年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｷﾊﾞﾝｸﾞ王国国王｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ1世｣(~1669年12
  月没)
1666年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾗｰﾄﾞ2世｣(~1675年死去)
1666年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾊﾟﾘに王立ｱｶﾃﾞﾐｰが創設
1666年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ﾍﾝﾘｰ･ﾉｰｳｯﾄﾞ卿｣(~1668年)
1666年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで王立ｱﾌﾘｶ企業会社が設立
1666年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Fernando Coutinho5世｣



1680迄(2638件)

1666年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢William Watts｣
1666年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･Howell｣(~1689年)
1666年 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事｢William Brewer｣(~11月)
1666年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ総督｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾈｲｻﾝ｣(~1681年没)
1666年 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<設立>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島のﾃﾞﾝﾏｰｸ植民地(~1668年)
1666年 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙﾋﾞﾂｪにｵﾗﾝﾀﾞ人が入植
1666年 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟﾒﾙｰﾝを英国が占領(~1667年)
1666年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾓﾙｶﾞﾝ,ﾎﾟﾙﾄ･ﾍﾞﾘｮを二週間にわたり占拠
1666年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾒｷｼｺ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||海賊ﾓﾙｶﾞﾝ,ﾏﾝｽﾌｨｰﾙﾄﾞら,ﾒｷｼｺ,ﾎﾝﾃﾞｭﾗｽを襲撃/その後ﾆｶﾗｸﾞｱのｻﾝﾌｱﾝ
  川を遡上しｸﾞﾗﾅﾀﾞを攻撃
1666年1月 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(~9月)1664年11月17日の条約の下でﾄﾊﾞｺﾞを名目上ｸｰﾙﾗﾝﾄﾞの名
  でｲｷﾞﾘｽが占領しﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽから管理
1666年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸﾚｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾙｽﾞ｣
1666年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸﾚｱ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾎｰﾙｽﾞ｣2代伯の息子(~16890116死去)
1666年1月4日 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢sieur du Guery｣
1666年1月4日 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ/ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ|  |||ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島はｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟに従属(~17850306)
1666年1月4日 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾌﾗﾝｽ/ﾏﾙﾀ|  |||ﾏﾙﾀ騎士団は､ｺﾝﾊﾟﾆｰ･ﾌﾗﾝｾｰｽﾞ･ﾃﾞ･ｲ
  ﾝﾃﾞｽ･ｵｸｼﾃﾞﾝﾀﾙｽﾞにｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島､ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ､ｻﾝｸﾛｱの権利を売却
1666年1月4日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾏﾙﾀ|  |||ﾏﾙﾀ騎士団はｻﾝ･ｸﾘｽﾄﾌ(およ
  びｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ､ｻﾝ･ｸﾛﾜ､ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ)の管理権ををｺﾝﾊﾟﾆｴ･ﾌﾗﾝｾｰｽﾞ･ﾃﾞ･ｲﾝﾃﾞｽ･ｵｸｼﾃﾞﾝﾀﾚｽに売却(~1674年)
1666年1月11日-09:00|日本|兵庫県神崎郡神河町|寛文5年12月6日|<死去改易>播磨福本藩1万石｢池田政直｣無嗣/
  寛文6年弟政武7千石､政済3千石分知
1666年1月17日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛文5年12月12日|幕府萩原員従の請いにより豊国廟を再興
1666年1月19日-09:00|日本|京都府京丹後市|寛文5年12月14日|<死去>丹後峰山藩13000石｢京極高通｣⇒翌年6月1
  4日､長男｢京極高供｣が継ぐ(弟｢高昌｣に1千石､弟｢高成｣に500石分知し11600石⇒延宝2(1674)年2月28日､死去)
1666年1月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝﾇ･ﾄﾞｰﾄﾘｯｼｭ､ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ13世の王妃(生年1601年)
1666年1月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国5代皇帝｢ｼｬｰ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣[15920105生~](享年74)
1666年1月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞと同盟を結んでいたﾌﾗﾝｽが､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに対する宣戦布告
1666年1月27日-09:00|日本|  ||寛文5年12月22日|幕府､萩原員従の要請により豊国廟を再興
1666年1月27日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文5年12月22日|<就任>老中｢板倉重矩｣(~寛文8年5月16日)
1666年1月28日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文5年12月23日|<就任>老中｢土屋数直｣(~延宝7年4月2日)
1666年2月1日-09:00|日本|新潟県|寛文5年12月27日|<寛文5年越後西部地震>申の下刻(17時ごろ)､越後国に大地
  震､積雪が4.5mほどあり､高田城下の民家から城郭までもが倒壊し､1400～500人余りの死亡者が出た/高田城本
  丸では角やぐら2棟､土居(土塁)が約90mほど崩壊､二の丸では城代屋敷が倒壊､三の丸では建物のしとみ戸や土
  居約70m余､大手一の門､三の丸屋敷が倒壊/家屋は侍屋敷700軒余が倒壊､ほかに城下の民家の倒壊が多数/夜に
  入り火災が起き､1400～500人が死亡､その内家老2人､家中の侍155人が死亡
1666年2月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Gabriel Lasso de la Vega y L
  icques de Recourt｣(~1670.12)
1666年2月4日-09:00|日本|  ||寛文6年|<拝領>摂津･河内国内1万5千石｢米津田盛｣大坂定番として
1666年2月4日-09:00|日本|愛知県岡崎市|寛文6年|<加増>三河中島藩2万石｢板倉重矩｣⇒4万石(⇒寛文11(1671)
  年2月､1万石を加増され5万石)
1666年2月4日-08:00|台湾|  ||清･康熙5年1月|承天府孔子廟完成
1666年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾏｲﾙﾄﾞﾒｲ･ﾌｪｲﾝ｣
1666年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｪｲﾝ｣先代の子(~16910918死去)
1666年2月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｺﾝﾃｨ公｢ｱﾙﾏﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣(生年1629年)軍人
1666年3月7日-09:00|日本|  ||寛文6年2月2日|幕府が山川･原野に関する条令を布令
1666年3月8日-09:00|日本|島根県松江市|寛文6年2月3日|<死去>出雲松江藩18万6千石｢松平直政｣病死(生年1601
  年)⇒4月10日､長男｢松平綱隆｣が継ぐ(⇒延宝3(1675)年閏4月1日､急死)
1666年3月16日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｻﾝﾃｨｽﾃﾊﾞﾝ伯ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾅﾋﾞﾃﾞｽ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｴﾊﾞ｣
1666年3月16日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ暫定副王｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾘｱｻ｣(1回目~16671121)
1666年3月21日-09:00|日本|大阪府|寛文6年2月16日|<立藩>河内国内15000石｢米津田盛｣大坂定番に任命され加
  増(⇒貞享元年1月25日(16840311)死去)
1666年3月30日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島総督｢Erik Nielsen Schmidt｣(~6.12)
1666年3月30日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<設立>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島のﾃﾞﾝﾏｰｸ人入植地(~1668年)
1666年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄｼｰﾆ｣
1666年4月5日-09:00|日本|  ||寛文6年3月|浅井了意の｢御伽婢子｣刊行
1666年4月7日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｾﾗ･ｶｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~16670522)
1666年4月7日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Luis Mendes de Elvas｣(~1674年)
1666年4月13日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|寛文6年3月9日|<死去>但馬出石藩5万石｢小出吉英｣⇒5月14日､次男｢
  小出吉重｣が継ぐ(弟｢英本｣｢英信｣･甥｢英勝｣に計5千石分知し45000石⇒延宝元(1673)年12月12日､隠居)
1666年4月22日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ島全体
  を占領(~16710705)
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1666年5月3日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文6年3月29日|<解任>老中｢阿部忠秋｣
1666年5月3日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文6年3月29日|<就任>老中｢酒井忠清｣⇒大老(~延宝8年12月9日)
1666年5月13日-09:00|日本|島根県安来市|寛文6年4月10日|<立藩>出雲広瀬3万石｢松平近栄｣出雲松江藩から分
  立(⇒天和2(1682)年2月10日､15000石へ減封)
1666年5月13日-09:00|日本|島根県安来市|寛文6年4月10日|<立藩>出雲母里1万石｢松平隆政｣出雲松江藩から分
  立(⇒延宝元(1673)年2月4日､26歳で死去)
1666年5月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｲﾘｱ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ｣(~16681108)
1666年5月26日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海賊ﾏﾝｽｳﾞｪﾙﾄとﾓﾙｶﾞﾝ,ﾓﾃﾞｨﾌｫｰﾄﾞ総督の命を受け,ｻﾝﾀ･ｶﾀ
  ﾘﾅ島(現ｺﾛﾝﾋﾞｱ領ﾌﾟﾛﾋﾞﾃﾞﾝｼｱ島)を占拠(~8月､ｽﾍﾟｲﾝに奪回される)
1666年6月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ7世ﾄｩｼ･ﾑﾏｻﾞ｣
1666年6月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙﾊﾞﾛ8世ﾑﾍﾞﾝﾊﾞ･ｱ･ﾑﾊ
  ﾟﾝﾂ｣(~1669年1月没)
1666年6月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1666/5/22|北ﾌﾗﾝｽのﾀﾞﾝｹﾙｸ沖の4日間の海戦で､ｵﾗﾝﾀﾞ海軍
  提督ﾐｼｪﾙ･ﾃﾞ･ﾛｲﾃﾙの艦隊とｲｷﾞﾘｽ艦隊が対決し､ｵﾗﾝﾀﾞが優勢となる
1666年6月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾘｴｰﾙの喜劇｢人間嫌い｣がﾊﾟﾚ･ﾛｱｲﾔﾙ劇場で上演される
1666年6月5日-09:00|日本|京都府宮津市|寛文6年5月3日|<改易>丹後宮津藩7万8200石｢京極高国｣親子不和･悪政
  を理由に/陸奥盛岡に幽閉
1666年6月6日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｰﾚｲ･ｱﾙ=ﾗｼｰﾄﾞ｣ﾑｰﾚｲ･ｼｬﾘｰﾌの息子(~16720409死去41歳)
1666年6月7日-09:00|日本|山口県岩国市|寛文6年5月5日|<死去>吉川広正､前岩国藩藩主(生年1601年)
1666年6月12日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞﾙ･ｺﾛ･ｲ･ｶﾗｽｶﾙ｣(~
  16670810)
1666年6月16日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島総督代理｢Jesper Hoyer｣(~1667年死去)
1666年6月29日-09:00|日本|徳島県徳島市|寛文6年5月27日|<死去>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀光隆｣⇒長男｢蜂
  須賀綱通｣が継ぐ(⇒延宝6年7月30日(16780915)死去)
1666年7月1日-09:00|日本|大分県竹田市|寛文6年5月29日|<交替>豊後岡藩70440石｢中川久清｣隠居⇒長男｢中川
  久恒｣が継ぐ(⇒元禄8年6月15日(16950725)死去)
1666年7月1日-09:00|日本|大分県中津市|寛文6年5月29日|<死去>豊前中津藩8万石｢小笠原長次｣⇒次男｢小笠原
  長勝｣が継ぐ(⇒天和2年12月2日(16821230)死去)
1666年7月2日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|寛文6年6月1日|但馬蛇山噴火｡5､6間裂け､民家倒壊し死者多数
1666年7月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｻﾞｲﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾓﾌｾﾝ｣
1666年7月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｻｰﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻﾞｲﾄﾞ｣(1度目~1672年)
1666年7月20日-09:00|日本|和歌山県有田市|寛文6年6月19日|<死去>有田の陶工･酒井田柿右衛門/赤絵磁器の創
  始者
1666年7月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(~26日)ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊は､ﾉｰｽﾌｫｰﾗﾝﾄﾞ沖でｵﾗﾝﾀﾞ艦隊に勝利
1666年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1666年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~17010508死去)
1666年7月28日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢Henry Willoughby｣(~16670603)
1666年7月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾗﾝﾂ･ｴﾙﾄﾏﾝ｣
1666年7月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾕﾘｳｽ･ﾌﾗﾝﾂ｣(~16890930死去)
1666年7月30日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|寛文6年6月29日|鳥取日香寺建立､願主池田光仲
1666年8月1日-09:00|日本|熊本県熊本市|寛文6年7月|<立藩>熊本新田藩3万5000石｢細川利重｣熊本藩から内分(
  ⇒貞享4(1687)年8月15日､死去)
1666年8月1日-09:00|日本|群馬県沼田市|寛文6年7月|舒林寺､真田信利により現在地(材木町)に移され､跡地に
  天桂寺が建立される
1666年8月3日-09:00|日本|  ||寛文6年7月3日|<寛文6年7月台風>(~5日)四国では4日､予州(伊予国)加藤出羽守
  居城大洲､暴風雨に付き大水出で､高潮押込み､城廻の石垣百間(182m)ほど突崩､家中(家来)の家々ならびに民
  屋(町民の家)大半破損/土佐でも3日~5日､暴風雨に付き損田5千石余,家数830軒流亡､船数73艘破損,溺死52人,
  川を除く堤大破502か所/山内修理亮居所(土佐中村)は四万十川の氾らんで､3mもの高さの水が押し寄せて､侍
  屋敷も民家も水の中､田畑も流されその損失は計り知れない/北九州では3日より4日まで､豊後の府内松平将監
  領分､大雨疾風に付いて､家数530軒余吹倒す/全体で幕府へ報告された被害だけでも､少なくても2000軒に及ぶ
  住家が暴風雨で倒壊し､洪水により流失したり水没した
1666年8月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｱﾝﾄﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ1世｣
1666年8月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~17210510死去)
1666年8月20日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ｣(~(~1667年1月)
1666年8月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ･ﾊﾙｽ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1580年代)
1666年8月28日-09:00|日本|茨城県笠間市|寛文6年7月28日|<加増>常陸宍戸藩15000石｢土屋数直｣+2万石⇒35000
  石(⇒寛文9(1669)年6月25日､1万石加増され常陸土浦藩45000石)
1666年9月 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||(~1667.3)ﾌﾗﾝｽがﾄﾊﾞｺﾞを占領､ｸﾞﾚﾅﾀﾞに従属させる(1667.3~16670
  417廃棄)
1666年9月2日-09:00|日本|島根県|寛文6年8月4日|<寛文6年出雲富田水没>夕方から大雨が富田の町周辺に降り
  富田川が氾濫して富田八幡宮付近の東側堤防を決壊させ大洪水となって町を襲い一瞬のうちに水没させた/こ
  の洪水で旧城下町が全滅
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1666年9月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦9月2日|(~15日)ﾛﾝﾄﾞﾝで大火/89の教会､1万3200の民家(市街地の85%)が
  灰になる､死者は4名にとどまる/世界5大大火の一つ
1666年9月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱｳｸﾞｽﾄ2世｣
1666年9月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣ｱｳｸﾞｽﾄ2世の息子(~1704
  0126死去)
1666年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾝｻｰﾙ､ﾌﾗﾝｽの建築家(生年1598年)
1666年9月25日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｱｯﾊﾞｰｽ2世｣
1666年9月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｺﾙﾈﾘｽ･ﾌｧﾝ･ｸｴﾙﾍ
  ﾞﾙｸ｣(~16680618)
1666年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||秋|ｲｷﾞﾘｽの数学者ﾆｭｰﾄﾝが万有引力の法則を発見
1666年10月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Antoine Lefebvre la Barre｣(~1669.2)
1666年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1666年10月6日-09:00|日本|  ||寛文6年9月8日|幕府が初めて鉄砲組与力を設置
1666年10月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ伯ｼﾞｮｱﾝ･ﾇﾈｽ･ﾀﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~166811
  06没)
1666年10月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｼｬｰﾘｰ､ｲｷﾞﾘｽの劇作家(生年1596年)
1666年11月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｻﾌｨｰ2世ｽﾗｲﾏｰﾝ｣(~16940729死去)
1666年11月4日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾃﾞﾝ｣
1666年11月4日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｹﾞｽﾄ｣(~9日)
1666年11月9日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ｸﾛﾄﾞﾚ卿ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾙ･ﾌﾘｼｮ･ﾃﾞ･ﾌﾘｯｼｭ
  ｣ﾌﾗﾝｽがｱﾝﾃｨｸﾞｱを占領(1回目~12日)
1666年11月12日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｨｯﾁ｣(~30日)
1666年11月17日 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Rose｣ﾌﾗﾝｽ司令官(~1668年)
1666年11月17日 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島をﾌﾗﾝｽが占領(~1668年中ごろ)
1666年11月26日-09:00|日本|  ||寛文6年11月|諸国の農村に法度を公布
1666年11月30日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ｸﾛﾄﾞﾚ卿ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾙ･ﾌﾘｼｮ･ﾃﾞ･ﾌﾘｯｼ
  ｭ｣ﾌﾗﾝｽがｱﾝﾃｨｸﾞｱを占領(2回目~1667年5月)
1666年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾋｭｰﾑ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾋｭｰﾑ｣
1666年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾋｭｰﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋｭｰﾑ｣(~1674年死去)
1666年12月6日-09:00|日本|静岡県富士宮市|寛文6年11月11日|重須本門寺客殿より出火塔中9坊焼失
1666年12月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦9月2日|(英)金銀複本位制ｽﾀｰﾄ*鋳造手数料撤廃
1666年12月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｸﾞｴﾙﾁｰﾉ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1591年)
1667年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督代理｢Anthonio Hurdt｣(1期目~1669年)
1667年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Maximilian de Jong｣(~1669年)
1667年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗﾄｩ･ｻｱﾄﾞﾝ1世ﾋﾞﾝﾃｨ･ﾗｼﾞｬ･ﾛﾖｰﾙ｣(~1671年)
1667年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ﾔﾝ･ﾌｧﾝ･ｼﾞｬｰﾙ｣(~1668年)
1667年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~1671年)
1667年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾔｰﾔ･ﾊﾟｼｬ｣(~1669年)
1667年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~1669年)
1667年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｼｼｭﾏﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1668年11月､在職中に死去
  )
1667年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mehmed Pasha Chewish Oglu｣(~1669年)
1667年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ知事｢Inacio Sarmento de Carvalho｣(~1670年
  )
1667年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ｻﾙﾒﾝﾄ･ﾃﾞ･ｶﾙｳ
  ﾞｧｰﾘｮ｣(~1670年)
1667年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>10代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾌｱﾝ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣
1667年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>11代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾌｱﾝ･ｸﾗﾛｽ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣(~
  1713年死去)先代の弟
1667年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第7代ｱﾙﾊﾞ公｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ｣(~1690年)先代の子
1667年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~1670年)
1667年 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島総督代理｢Jesper Hoyer｣
1667年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢N. Williams｣
1667年 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島総督代理｢Kjeld Jensen Slagelse｣(~1668年)
1667年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ暫定知事｢Francois Roole｣(~1672.2死去)
1667年 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾄﾙﾁｭｰ島のﾌﾗﾝｽ海賊ﾌﾗﾝｿｱ･ﾛﾛﾉｱ,ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗのﾏﾗｶｲﾎﾞおよびﾋﾌﾞﾗﾙﾀﾙを襲撃
1667年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾗｶﾓﾝﾃ･ｲ･ｻﾊﾟﾀ｣(~1669年)
1667年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾌﾗﾝｾｽ･ﾉｳ船長,ﾚﾒﾃﾞｨｵｽ,ﾌﾟｴﾙﾄ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ,ﾊﾞﾀﾊﾞﾉの町を襲撃
1667年1月2日 11:00|日本|大阪府大阪市|寛文6年12月8日|<大坂寛文6年の大火｢雑喉(雑魚)場焼｣>(～9日)前日､
  雑喉場(魚市場)から出火しいったん収まったが､この日戌の刻(20時ごろ)､新町遊郭から再び出火/炎は翌日の
  巳の刻(午前10時ごろ)まで荒れ狂い､大坂全市域のほぼ四分の一に延焼､灰と化した/142町8527軒焼失
1667年1月3日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ﾊﾟｰﾊﾑのｳｨﾛﾋﾞｰ男爵ｳｨﾘｱﾑ･
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  ｳｨﾛﾋﾞｰ｣(~1668年)
1667年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾉｰｾｽｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣
1667年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ﾉｰｾｽｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣(~16791212死去)
1667年1月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾎﾞﾝｶﾞﾔ条約でﾏｶｯｻﾙを保護領化
1667年1月18日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ｱﾙﾌｫﾝｿ
  ･ﾛｼｶ･ﾃﾞ･ｶﾙﾀﾞｽ｣(~16701029)
1667年1月24日-08:00|中国|  ||清･康熙6年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ﾖﾙﾊﾞﾙｽ｣ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰの子(~1668年､殺害される)
1667年1月30日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｼﾄﾞﾗﾚｽ･ｿｳﾄ･ﾏｲｵｰﾙ｣(2.3)
1667年1月30日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾘﾄｱﾆｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月20日|ﾛｼｱとﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの間にｱﾝﾄﾞﾙｿｳﾞｫ条約が結ば
  れ､戦争が終結/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国がﾛｼｱにｽﾓﾚﾝｽｸ､ｳｸﾗｲﾅなどを割譲
1667年2月3日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢商工会議所上院:ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ﾃﾞ･
  ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ(議長)/ﾊﾟｳﾛ･ﾚﾍﾞﾛ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ/ﾛｹﾋﾞｴｲﾗ･ﾃﾞ･ﾘﾏ-･ﾊﾟｳﾛﾊﾞﾚﾝﾃ/ﾃﾞｨｵｺﾞ･ｳﾞｧｽｶﾒｯﾛ｣(~1668年)
1667年2月9日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱﾝﾄﾞﾙｿｳﾞｫ条約では､ﾍｰﾁﾏﾝ国家はﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞとﾛｼｱの間で暫定的に分
  割/ﾛｼｱは左岸ｳｸﾗｲﾅ(ｷｴﾌとｻﾞﾎﾟﾛｰｼﾞｬのｼｰｸを含む)を取得し､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞは右岸を保持
1667年2月10日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ占領下ﾓﾝﾄｾﾗﾄ総督｢Joseph Antoine Lefebvre de La Barre
  ｣(~19日)
1667年2月10日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾝﾄｾﾗﾄをﾌﾗﾝｽが占領(~1668年)
1667年2月19日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ占領下ﾓﾝﾄｾﾗﾄ暫定総督｢sieur de Praille｣(~同年)⇒総督｢
  Anthony Brisket2世｣ﾌﾗﾝｽにより任命(2期目~1668年)
1667年2月25日 11:00|日本|愛媛県大洲市|寛文7年2月3日|吉田藩陣屋町のうち魚棚より出火し､町人町を全焼
1667年2月27日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾓｰﾘｯﾂ･ﾃﾞ･ﾗﾏ｣(~10.18)
1667年2月27日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ｸﾗｲﾝｾﾝ提督の下でｽﾘﾅﾑの征服を開始
1667年3月6日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<制定>ｽﾘﾅﾑ植民地(ｺﾛﾆｰ･ｽﾘﾅﾑ)
1667年3月20日-09:00|日本|静岡県富士宮市|寛文7年2月26日|重須本門寺客殿より出火塔中2坊焼失
1667年3月22日-09:00|日本|東京都|寛文7年2月28日|興業税のもつれから､金剛太夫の勧進能にえた頭･弾左衛門
  らが乱入
1667年3月23日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾅｰﾀﾞｽﾃﾞｨ伯爵ﾌｪﾚﾝﾂ･ﾅｰﾀﾞｽﾃﾞｨ｣(~16700903)
1667年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1667年4月2日-09:00|日本|京都府亀岡市|寛文7年閏2月9日|<交替>丹波亀山藩38000石｢松平(藤井)忠晴｣隠居⇒
  次男｢松平忠昭｣が継ぐ(⇒天和3年閏5月4日(16830628)死去)
1667年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｽﾀｰ侯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｻﾏｾｯﾄ｣
1667年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｽﾀｰ侯｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ｣先代の子(⇒16821202兼ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公~17000121死去)
1667年4月6日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ｸﾛｱﾁｱ南部､ﾄﾞｩﾌﾞﾛｳﾞﾆｸ地震,死者5000人以上
1667年4月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||世界初の美術展､ﾊﾟﾘのﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙで開かれる
1667年4月11日-09:00|日本|  ||寛文7年閏2月18日|幕府再度､難破船に対する浦方条目(浦高札)を諸国の浦(浜
  辺の集落)に公布/第1条が難破船の救助.第2条が破損船及び船員や荷物の引き揚げとそれらの働きに対する報
  酬料.第3条は沖合での遭難の場合の処置などで､救出側の対応を定めたもの/船主側に対しては､第4条で天気
  の回復を待つ日和り待ちを理由にした長期滞船の禁止.第5条は城米(幕府直轄領の年貢米)輸送中に､好天にも
  関わらず破船(遭難)した場合､船主､船頭の過失とすること.第6条は漂着船､漂着荷物は半年を限り保管すると
  保障し､同時に救出側にも保管を指示.最後の第7条は両者に対する博奕の禁止
1667年4月12日-09:00|日本|  ||寛文7年閏2月19日|幕府が5畿内､近江､播磨の諸国に本田畑の煙草栽培を禁じる
1667年4月17日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||(~16721218)ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社の管理の元､ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ﾄﾊﾞｺﾞ
  再建､ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅに従属
1667年5月 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ﾊﾟｰﾊﾑのｳｨﾛﾋﾞｰ男爵ｳｨﾘｱﾑｳｨﾛﾋﾞｰ｣(~1670年
  )
1667年5月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Fernando Mathias Arias de Saavedra｣(~17041114
  死去)
1667年5月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾖﾊﾝ･ﾔｰｺﾌﾟ･ﾌﾛｰﾍﾞﾙｶﾞｰ､ﾄﾞｲﾂの作曲家(生年1616年)
1667年5月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾁｪｻﾞｰﾚ･ｼﾞｪﾝﾀｲﾙ｣(~16690510)
1667年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国主高財務官･4代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯･2代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾘｽﾞﾘｰ｣
1667年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国主高財務官代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾝｸﾞ卿｣(~24日)
1667年5月19日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｿｰﾗﾌﾞ･ﾒﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.22)
1667年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｼｵﾌｨﾗｽ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣
1667年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣(~16921115死去)
1667年5月21日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ﾍﾟｿｱ｣(1回目~1670年)
1667年5月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第237代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ7世｣71歳(誕生15960213)ｱｳﾞｨﾆｮﾝの法王領を
  失った
1667年5月23日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Luis de Vasconcelos e Sousa｣(~1
  7200815死去)
1667年5月24日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ14世が大軍を動員してｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞに侵攻し､ﾌ
  ﾗﾝﾄﾞﾙ戦争が勃発
1667年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国庫財務実行主席弁務官｢ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ公ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝｸ｣(~16700
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  103死去)Mil
1667年6月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾃﾞｼｵ･ｱｯﾂｫﾘｰﾉ｣(~1669年)
1667年6月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官代理｢Lorenzo Santos de San Pedro
  ｣(~1668.12)
1667年6月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾎｲﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌｧﾝ･ｶﾞｰｹﾞﾙﾄﾞﾝｸ｣(~16681212)
1667年6月3日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢William Willoughby｣(1期目~16
  68.11)
1667年6月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ艦隊はﾁｬﾀﾑ基地を守る鉄鎖を突破して警備艦3隻を撃破すると､
  保管中の大型艦5隻を撃沈し､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ海軍の旗艦ﾛｲﾔﾙ･ﾁｬｰﾙｽﾞを含む2隻を拿捕して撤退
1667年6月13日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾌﾚｲﾚ｣(~16710508)
1667年6月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､世界初の輸血手術が行われる/子ﾋﾂｼﾞの血を人間に輸血するというも
  のだったが､何故か成功
1667年6月18日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪命夏｣(~16680209)
1667年6月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾝﾄﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ｣
1667年6月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ1世｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ﾌﾚﾃﾞﾘｸ3世(~16700209死去)
1667年6月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第238代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ9世｣(~16691209死去)
1667年6月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1667年6月23日-09:00|日本|  ||寛文7年5月2日|江戸市中に堕胎業禁令が発令される
1667年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann6世｣
1667年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Karl William｣(~17181103死去)
1667年7月6日-09:00|日本|愛媛県松山市|寛文7年5月15日|松山藩主松平定長の保護により､湯月八幡宮(伊佐爾
  波神社)社殿落成
1667年7月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾆｺﾗ･ｻﾝｿﾝ､地図製作者(生年1600年)ﾌﾗﾝｽの地図製作の父
1667年7月13日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|寛文7年5月22日|<交替>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川頼宣｣隠居
  ⇒嫡男｢徳川光貞｣が継ぐ(⇒元禄11(1698)年4月22日､隠居)
1667年7月15日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛文7年5月24日|<死去>播磨姫路藩15万石｢榊原政房｣⇒嫡男｢榊原政
  倫｣が継ぐ(⇒6月19日､越後村上藩15万石に転封)
1667年7月16日-09:00|日本|静岡県湖西市|寛文7年5月25日|幕府が遠江国今切､荒井両関の規則を制定
1667年7月19日-09:00|日本|群馬県安中市|寛文7年5月28日|<改易>上野安中藩2万石｢水野元知｣発狂､信濃松本に
  幽閉
1667年7月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ｶｳﾘｰ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの詩人(生年1618年)
1667年7月28日-09:00|日本|群馬県安中市|寛文7年6月8日|<立藩>上野安中藩2万石｢堀田正俊｣(⇒延宝7(1679)年
  7月10日､2万石の加増を受け4万石)
1667年7月29日-09:00|日本|京都府南丹市|寛文7年6月9日|<交替>丹波園部藩29800石｢小出吉親｣隠居⇒長男｢小
  出英知｣が継ぐ(｢吉親｣隠居領5千石とし25000石⇒延宝元(1673)年10月27日､隠居)
1667年7月29日-09:00|日本|高知県四万十市|寛文7年6月9日|<死去>土佐中村藩3万石｢山内忠直｣⇒長男｢山内豊
  定｣が継ぐ(⇒延宝5(1677)年10月13日､死去)
1667年8月1日-09:00|日本|滋賀県高島市|寛文7年6月12日|<死去>近江大溝藩2万石｢分部嘉高｣⇒養子｢分部信政｣
  が継ぐ(⇒正徳4(1714)年6月23日､隠居)
1667年8月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞｯﾛﾐｰﾆ､ｲﾀﾘｱの建築家(生年1599年)
1667年8月8日-09:00|日本|新潟県村上市|寛文7年6月19日|<移封>播磨姫路藩15万石｢榊原政倫｣⇒越後村上藩15
  万石(⇒天和3年2月27日(16830325)死去)
1667年8月8日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛文7年6月19日|<移封>越後村上藩15万石｢松平直矩｣⇒播磨姫路藩15
  万石(⇒天和2(1682)年2月7日､豊後国日田藩7万石へ減移封)
1667年8月10日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｶﾝﾎﾟ侯爵､ﾗ･ｳﾞｨﾗ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀｸﾙ
  ｽ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾅﾚｽ卿ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾙﾊﾞ･ｲ･ﾄﾚﾄﾞ｣(~16710602)
1667年8月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ14世､ｽﾍﾟｲﾝ領南ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞの領有権(継承権)を主張し､ｽ
  ﾍﾟｲﾝとの間で｢南ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ継承戦争｣(｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ戦争｣)が始まる(～1668年)/この日ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ地方の中心都市ﾘｰﾙな
  どを占領
1667年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦8月10日|ﾛﾝﾄﾞﾝで､詩人ｼﾞｮﾝ･ﾐﾙﾄﾝが長編叙事詩『失楽園』を刊行
1667年8月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ/ｽﾘﾅﾑ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1667/8/14|<批准>ﾌﾞﾚﾀﾞ条約(7.31､締結)第2次英蘭
  戦争が終わる/ﾆｭｰﾖｰｸの英国帰属が決定,総督領として英国に直属/ｲｷﾞﾘｽはｽﾘﾅﾑに持つ利権をｵﾗﾝﾀﾞに委譲
1667年9月2日-09:00|日本/中国|長崎県長崎市|寛文7年7月14日|<死去>唐僧で崎陽漢画の祖､逸然性融(68)
1667年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ女伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾎﾞｲﾙ｣
1667年9月17日-09:00|日本|東京都|寛文7年7月29日|江戸府内の門松を禁ず
1667年9月23日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅのｲｷﾞﾘｽ司令官｢Sir John Harman｣(~10.8)
1667年9月23日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷﾞｱﾅをｲｷﾞﾘｽが占領(~10.8)
1667年9月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱで改宗に関係なく終身奴隷制を確立
1667年10月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾝﾄﾙｼｱをﾌﾗﾝｽのｺﾝﾊﾟﾆｰ･ﾃﾞ･ｲﾝﾃﾞｨｰｽﾞ･ｵｸｼﾃﾞﾝﾀﾚｽが統治(~1674年)
1667年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾄﾞﾐﾃｨｳｽ･ﾍﾞﾆ｣
1667年10月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾛﾝｿﾞ･ｶｰﾉ､ｽﾍﾟｲﾝの画家(生年1601年)
1667年10月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ｴﾄﾞｶﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世の四男(~16710608死去)
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1667年10月8日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢pere Jean Morellet｣(~12月)
1667年10月15日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛文7年8月28日|<交替>播磨林田藩1万石｢建部政長｣隠居⇒三男｢建
  部政明｣が継ぐ(⇒寛文9(1669)年12月23日､32歳で死去)
1667年10月18日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾌｧｼﾘﾃﾞｽ･ｽｾﾆｮｽ｣
1667年10月18日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾖﾊﾝﾈｽ1世ﾌｧｼﾘﾃﾞｽ｣(~16820719没)
1667年10月18日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ)総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊｰﾏﾝ｣(~11.3)
1667年10月18日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞがｽﾘﾅﾑを再占領(~16680428)
1667年10月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣
1667年10月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~16860322死去)
1667年10月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾊﾌﾞﾘｴﾙ･ﾒﾂｰ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1630年)
1667年10月28日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾏﾌﾑｰﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~16701030)
1667年11月3日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ)総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾊﾞﾘｰ｣(~16680201)
1667年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾂ･ﾄｩｰﾝﾀﾞｰ､ﾄﾞｲﾂの作曲家､ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ(生年1614年)
1667年11月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Juan de Penalosa y Estrada｣(~1669年)
1667年11月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬﾝ･ﾗｼｰﾇの悲劇｢ｱﾝﾄﾞﾛﾏｯｸ｣がﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ座で上演される
1667年11月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞが､ｽﾗｳｪｼ島(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)のｺﾞﾜ王国を制圧
1667年11月21日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾚﾓｽ伯ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞｶｽﾄﾛ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ･ｲ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(
  ~16721206没)
1667年12月3日-09:00|日本|福岡県北九州市|寛文7年10月18日|<死去>豊前小倉藩15万石｢小笠原忠真｣⇒三男｢小
  笠原忠雄｣が継ぐ(⇒寛文11(1671)年､弟｢真方｣に小倉新田藩1万石を分与立藩⇒享保10(1725)年6月28日､死去)
1667年12月17日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝのｼｪﾏｯｶで地震(M7.7)死者8万人
1667年12月25日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾅﾊﾞﾓﾙｸｴﾝﾃﾞ侯爵ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾀﾞﾋﾞﾗ･ｺｴｰｼﾞｮ･ｲ･ﾊﾟﾁｪｺ｣(~1670年2
  月)
1668年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｿﾝｸﾗｰ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧｰ･ﾌｾｲﾝ｣(~1680年)
1668年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ弁務官｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｶﾛﾝ｣(~16730405､死去)
1668年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がｲﾝﾄﾞのｽｰﾗﾄに商館を開設
1668年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ﾆｺﾗ･ﾄﾞ･ﾓｰﾊﾟﾝ｣(~1669年)
1668年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ･ﾁｭﾁｭﾅｼｳﾞｨﾘ｣(~1669年)
1668年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ibrahim Pasha｣(~1669年)
1668年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｼﾞﾙﾌｨｳｽ2世ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~16970603死去)
1668年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ･ﾊﾟﾘ｣ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公(~1672年)
1668年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1669年)
1668年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢評議会:ﾄﾏｽ･ﾎﾞﾙﾍｽ･ﾏﾄﾞｩﾚｲﾗ/ﾙｲｽ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾃﾞ･ﾓ
  ｯﾀ/ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ/ｼﾞｮｱﾝ･ｶﾙﾄﾞｿ/ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ｽﾞｻﾞﾙﾃ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ/ｱﾝﾄﾆｵ･ｵ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(~1669年)
1668年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Sigismund Alfons von Thun｣(~1677年)
1668年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢Charles Paris｣(~16720612死去)
1668年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞが､ｷｬﾝﾃﾞｨ王国からﾊﾞｯﾃｨｶﾛｱを奪取
1668年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽﾄｯｸﾎﾙﾑに国立銀行が設置
1668年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣
1668年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣(~1681年死去)
1668年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Juan Bautista de Herrera｣(~1718年死去)､｢Mariana de 
  Ponte｣(~1718年)
1668年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人ﾎﾟｰﾙ･ﾘｺｰが｢ｵｽﾏﾝ帝国の現況｣を刊
1668年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Joseph-Antoine Lefebvre｣(2期目~1670年)
1668年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾛﾋﾞｰ｣(~1669年12月没)､副総督｢ｻ
  ﾐｭｴﾙ･ｳｨﾝｽﾛｯﾌﾟ｣(~1671年)
1668年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Pieter Adriaensen｣(2期目~1671年)
1668年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌｱﾝ･ﾏﾙｹｽ･ｶﾌﾞﾚﾗ｣(~1672年)
1668年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽ,ﾌﾗﾝｽ,ｵﾗﾝﾀﾞの海賊があいついでﾆｶﾗｸﾞｱを襲撃.農産物の集散地ｸﾞﾗﾅﾀﾞは壊滅
  的な打撃を受ける
1668年 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾗｳﾞｧﾙ司教がｹﾍﾞｯｸ･ｾﾐﾅﾘｰを創設
1668年1月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾅﾆ｣(~6.22)
1668年1月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾟﾚﾋﾙ島はｽﾍﾟｲﾝの所有物
1668年1月4日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ･ｼｪﾏｶ地震(M7.0)死者8万人
1668年1月23日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｵﾗﾝﾀﾞが､ﾌﾗﾝｽに対抗してﾊｰｸﾞ同盟を結ぶ
1668年2月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとｽﾍﾟｲﾝがﾘｽﾎﾞﾝ条約を締結し､ｾｳﾀを割譲
1668年2月 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾓﾙｶﾞﾝ,ﾌﾟｴﾙﾄ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ(現ｶﾏｸﾞｴｲ)の町を攻撃.住民を教会に閉じ込め,財産を掠奪
  したうえ町を焼き払う
1668年2月1日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ)総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾆｽﾀｰ｣(~4.28)
1668年2月12日-09:00|日本|  ||寛文8年|この年｢一休咄｣刊行
1668年2月12日-09:00|日本|静岡県磐田市|寛文8年|<加増>遠江掛塚藩1万石｢加々爪直澄｣+3000石⇒13000石(⇒
  延宝7(1679)年6月18日､隠居)
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1668年2月12日-08:00|中国|  ||清･康熙7年|<死去>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ﾖﾙﾊﾞﾙｽ｣殺害される
1668年2月12日-08:00|中国|  ||清･康熙7年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Abd al Latif Sultan｣(~同年)⇒｢Ismail｣(~
  1678年)
1668年2月12日-08:00|中国|  ||清･康熙7年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗﾃｨｰﾌ｣ﾖﾙﾊﾞﾙｽの子(~1670年)
1668年2月13日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭太和｣(~16701228)
1668年3月1日-09:00|日本|  ||寛文8年1月19日|幕府新寺の建立を禁ず
1668年3月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ海軍司令長官ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾛｼｰﾆ､ｻﾝﾀ･ﾍﾟﾗｼﾞｱ付近で勝利
1668年3月12日-08:00|中国|  ||清･康熙7年1月30日|<死去>(ﾁﾍﾞｯﾄ)ｸﾞｼ･ﾊﾝ王｢ﾀﾞﾔﾝ･ﾊﾝ｣
1668年3月12日-08:00|中国|  ||清･康熙7年1月30日|<即位>(ﾁﾍﾞｯﾄ)ｸﾞｼ･ﾊﾝ王｢ﾀﾞﾘ･ｸﾝ･ﾀｲｼﾞ･ﾀﾞｼ･ﾊﾞﾄｩｰﾙ｣(~1671
  年)
1668年3月13日-09:00|日本|福島県いわき市|寛文8年2月1日|<移転>陸奥高月藩2万石｢内藤政親｣⇒陸奥泉藩2万
  石(⇒元禄9(1696)年11月6日､病死)
1668年3月13日 05:00|日本|東京都|寛文8年2月1日|<江戸寛文8年2月の連続火災>未の刻(14時ごろ)､若狭小浜の
  藩主酒井忠直下屋敷内の家来阿部伝太夫宅(長屋)から出火し､市ヶ谷から麹町､芝､海岸方面へ延焼/同じ頃､本
  郷吉祥寺前から出火し神田､日本橋方面へと延焼/同じ頃､四谷麹町門外の町家が火元の火事で､1日で合計武家
  屋敷2407軒､寺院136か所､町屋132町半､農家170軒を焼失
1668年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1668年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の息子(⇒16940430ｼ
  ｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ公~17180201死去)
1668年3月16日-09:00|日本|東京都|寛文8年2月4日|<江戸寛文8年2月の連続火災>再び3件の火事が発生/辰の後
  刻(午前9時ごろ)四谷伊賀町の久保五郎兵衛宅より出火､青山宿から赤坂あたり､芝､三田筋まで延焼/ついで麻
  生台の山内右近大夫宅より出火､土器町から芝まで延焼/未の後刻(15時ごろ)上野の東叡山車坂下の長慶寺(一
  説には､下谷の御切手番･柳下大兵衛宅)から出火し､寺町から浅草､鳥越町へ延焼､そこからさらに本所横掘り
  一の橋に飛び火し深川あたりまで焼く/また一つは四谷伊賀町から出火し赤坂､麻生､芝まで延焼､合計800余町
  を延焼
1668年3月18日-09:00|日本|東京都|寛文8年2月6日|<江戸寛文8年2月の連続火災>小日向の新築地小十人組奥津
  兵左衛門組の与力青木市左衛門方から出火し､小石川､牛込､飯田町から代官町を焼き払い江戸城本丸大奥まで
  延焼し侍屋敷303軒余を焼失
1668年3月31日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|寛文8年2月19日|<死去>下野宇都宮藩11万石｢奥平忠昌｣61歳⇒長男
  ｢奥平昌能｣が嗣ぐ(⇒8月､出羽山形藩2万石へ減移封)
1668年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾛﾘ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣
1668年4月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｳﾞﾅﾝﾄ､ｲｷﾞﾘｽの詩人･劇作家(生年1606年)
1668年4月8日-09:00|日本|長崎県島原市|寛文8年2月27日|<改易>肥前島原藩37000石｢高力高長｣勤務懈怠･領内
  混乱､陸奥仙台に幽閉
1668年4月19日-09:00|日本|  ||寛文8年3月8日|幕府外国輸出入品を制限
1668年4月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行｢ｵｯｿﾘｰ伯爵ﾄﾏｽ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~16690918)
1668年4月25日-09:00|日本|  ||寛文8年3月14日|幕府が農民に倹約令を出す
1668年4月27日-09:00|日本|京都府京都市|寛文8年3月16日|<就任>関白｢鷹司房輔｣(~天和2年2月18日)
1668年4月28日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官代行｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ｸﾗｲﾝｾﾝ｣(~16
  690216)
1668年4月28日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞのｽﾘﾅﾑ支配がｸﾗｲﾝｾﾝ提督によって再び回復
1668年5月1日-09:00|日本|  ||寛文8年3月20日|幕府が町人に倹約令を出す
1668年5月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ14世とｽﾍﾟｲﾝおよびﾊｰｸﾞ同盟の間にｱｰﾍﾝの和約が結ばれてﾌﾗﾝ
  ﾄﾞﾙ戦争が終結/ﾌﾗﾝｽがｽﾍﾟｲﾝ･蘭･英･ｽｳｪｰﾃﾞﾝと和し､侵略した土地をほとんど返還/ﾌﾗﾝｽがﾌﾗﾝﾄﾞﾙの一部の都市
  を獲得し､ﾘｰﾙとﾌﾗﾝﾄﾞﾙの一部を併合
1668年5月11日-09:00|日本|福井県小浜市|寛文8年4月1日|遠敷郡上竹原村から出火,161軒焼失
1668年5月15日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾜｯﾄﾘｰ｣(~1669.5)
1668年5月21日-09:00|日本|静岡県富士宮市|寛文8年4月11日|重須行泉坊焼失
1668年5月31日-09:00|日本|北海道|寛文8年4月21日|ｼｬｸｼｬｲﾝ,金掘文四郎の小屋にｵﾆﾋﾞｼを討つ
1668年6月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾊﾞｯﾀﾘｱ｣(~16690131)
1668年6月 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｳｽ･ﾌｫﾝ･ｸﾞﾛﾝｼｭﾀｲﾝ｣(16700120まで
  代行~16740123)
1668年6月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾀｰﾄﾙ島総督代行｢ﾌﾟｱﾝｾ卿ｼﾞｬｯｸ･ﾈｳﾞｰ･ﾄﾞ･ﾌﾟｱﾝｾ｣(1回目~1669年6
  月)
1668年6月9日-09:00|日本|栃木県足利市|寛文8年4月30日|足利学校再建される
1668年6月12日-09:00|日本|京都府舞鶴市|寛文8年5月3日|<移封>河内･摂津国内27000石｢牧野親成｣⇒丹後田辺
  藩35000石(⇒延宝元(1673)年9月29日､隠居)
1668年6月12日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|寛文8年5月3日|<移封>丹後田辺藩33000石｢京極高盛｣⇒但馬豊岡藩33
  000石(⇒延宝2(1674)年3月18日､隠居)
1668年6月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｸﾞｱﾑ|  |||ｸﾞｱﾑ島にｽﾍﾟｲﾝの宣教師団が上陸/以後ｶﾄﾘｯｸの教えは周辺の村々や近隣
  の島々へ広がるがﾁｬﾓﾛ人の価値観や習慣の違いから反発､ｽﾍﾟｲﾝとﾁｬﾓﾛ人との間でｽﾍﾟｲﾝ･ﾁｬﾓﾛ戦争が勃発
1668年6月15日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾓﾙｶﾞﾝ,9隻の船と460人の兵をひきい,ﾉﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞｨｵｽにかわるﾍﾟﾙｰ貿易の拠点ﾎ



1680迄(2638件)

  ﾟﾙﾄ･ﾍﾞﾘｮを二週間にわたり占拠
1668年6月16日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島軍司令官｢Juan de Santa Cruz｣(~16720502
  )
1668年6月16日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Padre Diego Luis de San Vitores｣(
  ~16720402死去)
1668年6月16日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<設立>ｽﾍﾟｲﾝのｲｽﾗｽﾃﾞﾗｽﾏﾘｱﾅ植民地(1817年までﾆｭｰｽﾍﾟｲﾝに
  従属)
1668年6月18日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾔｺﾌﾞ･ﾌｧﾝ･ﾎﾞﾙｸﾞ
  ﾎﾙｽﾄ｣(~16700325)
1668年6月25日-09:00|日本|京都府京都市|寛文8年5月16日|<就任>京都所司代｢板倉重矩｣(⇒1670(寛文10年11月
  3日))
1668年6月25日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文8年5月16日|<解任>老中｢板倉重矩｣
1668年7月21日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|寛文8年6月13日|<分与立藩>安房勝山藩1万石｢酒井忠国｣(⇒天
  和2(1682)年11月､5000石加増され15000石)
1668年7月21日-09:00|日本|福井県小浜市|寛文8年6月13日|<分与>若狭小浜藩123500石｢酒井忠直｣甥｢忠国｣に安
  房勝山藩1万石を分与立藩し11万3500石(⇒天和2(1682)年7月10日､死去)
1668年7月25日-08:00|中国|  |||山東､ﾀﾝ城地震/M8.5､死者4万7,615人
1668年7月27日-09:00|日本|岡山県岡山市|寛文8年6月19日|備前矢田部に於て不受日閑等僧俗6人逮捕岡山に於
  て処刑
1668年7月27日-09:00|日本|埼玉県東松山市|寛文8年6月19日|<死去>武蔵国野本藩13500石｢渡辺吉綱｣⇒三男｢渡
  辺方綱｣が継ぐ(⇒延宝8(1680)年6月19日､死去)
1668年8月1日-09:00|日本|福岡県久留米市|寛文8年6月24日|<死去>筑後久留米藩21万石｢有馬頼利｣⇒8月21日､
  弟｢有馬頼元｣が継ぐ(⇒弟｢豊祐｣に松崎藩1万石分封し20万石⇒元禄10(1697)年7月20日､旧松崎藩1万石返還さ
  れ21万石)
1668年8月3日-09:00|日本|長野県松本市|寛文8年6月26日|<死去>信濃松本藩7万石｢水野忠職｣56歳⇒次男｢水野
  忠直｣が継ぐ(⇒正徳3年5月28日(17130620)死去)
1668年8月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｼｬﾙﾙ1世｣ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ14世とﾏﾘｰ･ﾃﾚｰｽﾞ･ﾄﾞｰﾄﾘｯｼｭの次男
  (~16710710死去2歳)
1668年8月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ北部で地震(M8.0)死者8000人
1668年8月20日-09:00|日本|京都府京都市|寛文8年7月13日|幕府が京都町奉行を創設し､京都の直接支配の体制
  を整える
1668年8月21日-09:00|日本|長崎県長崎市|寛文8年7月14日|<死去>逸然/66歳(誕生:16010828)/長崎に渡来した
  中国人僧/明宋南画を日本に伝えたので｢唐絵｣の開祖と称された
1668年9月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾌｪﾘｱ公爵ｲﾆｺﾞ･ﾒﾙｺｰﾙ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃ
  ﾞｽ･ﾃﾞ･ｳﾞｧﾚｽｺ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~1670年7月)
1668年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱｰｽｷﾝ｣
1668年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾏｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｱｰｽｷﾝ｣(~16890423死去)
1668年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾞｲ島がｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社に払い下げられる
1668年9月6日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|寛文8年7月30日|<死去>美濃国加納藩7万石｢松平(戸田)光重｣⇒9月29
  日､長男｢松平光永｣が継ぐ(弟｢戸田光正｣｢戸田光直｣に5000石ずつを分知し6万石⇒宝永2年2月29日(17050324)
  ､死去)
1668年9月7日-09:00|日本|千葉県いすみ市|寛文8年8月|<交替>上総刈谷藩1万石｢堀直景｣隠居⇒嫡男｢堀直良｣が
  嗣ぐ(⇒12月上総八幡藩1万石へ陣屋移転)
1668年9月9日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|寛文8年8月3日|<移封>出羽山形藩15万石｢松平忠弘｣⇒下野宇都宮藩
  15万石(⇒天和元(1681)年7月27日､陸奥白河藩に国替)
1668年9月9日-09:00|日本|山形県山形市|寛文8年8月3日|<減移封>下野宇都宮藩11万石｢奥平昌能｣殉死法度違反
  ⇒出羽山形藩9万石(⇒寛文12年7月2日(16720824)死去)
1668年9月16日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｸﾘｽﾄﾊﾟｽ･ｻﾞｳﾞｨｼｬ大元帥｣(~16690929)
1668年9月16日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾔﾝ2世ｶｼﾞﾐｪｼｭ｣ｻﾝ･ｼﾞｪﾙﾏﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾚの修
  道院長となる
1668年9月17日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||世界最古の国立銀行｢ｽｳｪｰﾃﾞﾝ国立銀行｣設立
1668年9月24日-09:00|日本|埼玉県深谷市|寛文8年8月18日|<加増>武蔵岡部17250石｢安部信之｣+3000石⇒20250
  石(⇒延宝6(1678)年4月2日､隠居)
1668年9月27日-09:00|日本|福岡県小郡市|寛文8年8月21日|<立藩>筑後松崎藩1万石｢有馬豊祐｣久留米藩第4代藩
  主頼元から分封(⇒貞享元(1684)年7月晦日､改易)
1668年9月28日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢Juan Manuel de la Pena Bonifaz｣(~
  16690924死去)
1668年9月30日-09:00|日本|青森県八戸市|寛文8年8月24日|<死去>陸奥八戸藩2万石｢南部直房｣⇒長男｢南部直政
  ｣が継ぐ(⇒元禄12年3月16日(16990415)死去)
1668年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾛﾘ｣
1668年10月9日-09:00|日本|大阪府堺市|寛文8年9月4日|<死去>和泉陶器藩1万石｢小出有棟｣⇒11月3日､長男｢小
  出有重｣が継ぐ(⇒元禄6(1693)年5月23日､病死)
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1668年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ｱﾙｼﾞｬｰﾉﾝ･ﾊﾟｰｼｰ｣
1668年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｽﾘﾝ･ﾊﾟｰｼｰ｣先代の子(~16700531死去廃絶)
1668年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｼｼｭﾏﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣
1668年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾗｶｼｭ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1669年)
1668年11月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Christopher Codrington｣(1
  期目~1669.12)
1668年11月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ伯ｼﾞｮｱﾝ･ﾇﾈｽ･ﾀﾞ･ｶｽﾄﾛ｣
1668年11月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会(ｱﾝﾄ･ｵ･ﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｴ･ｶｽﾄﾛ/ﾙｲｽ･
  ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ･ｴﾝﾘｹｽ(~1669年3月)/ﾏﾉｴﾙ･ｺﾙﾃ=ﾚｱﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝﾊﾟｲｵ｣(~16710522)
1668年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢Adolf Wilhelm｣
1668年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢William Augustus｣(~16710223死去)
1668年11月21日-09:00|日本|  ||寛文8年10月17日|幕府が寺院の新築を禁じる
1668年11月23日-09:00|日本|愛媛県松山市|寛文8年10月19日|<死去>松平定行､前伊予松山藩藩主(生年1584年)
1668年11月23日-09:00|日本|大阪府岸和田市|寛文8年10月19日|<死去>岡部宣勝､前和泉岸和田藩藩主(生年1597
  年)
1668年11月26日-09:00|日本|愛媛県松山市|寛文8年10月22日|松山藩領藤原町より出火108軒焼失
1668年11月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan de Medrano y Mesia｣(~1671年)
1668年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｾｼﾙ｣先代の孫(~1683.6)
1668年12月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｹﾞｵﾙｹﾞ･ﾄﾞｩｶ｣(2回目~16720810)
1668年12月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾀﾞｰｸ･ｳｨﾙﾚ｣(2回目~16750612)
1668年12月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽの義勇軍ｶﾝﾃﾞｨｱより出撃を試みるが､失敗
1668年12月20日-09:00|日本|沖縄県|寛文8年11月17日|<死去>琉球国王｢尚質｣
1668年12月22日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文8年11月19日|<就任>大老｢井伊直澄｣(~延宝4年1月3日)
1668年12月23日-09:00|日本|静岡県富士宮市|寛文8年11月20日|重須本性坊焼失
1668年12月31日-09:00|日本|山形県鶴岡市|寛文8年11月28日|<死去改易>出羽大山藩1万石｢酒井忠解｣無嗣断絶
1669年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob Cops｣(~1672年)
1669年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･Verspreet｣(~1672年)
1669年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾞﾘ･ｽﾙﾀﾝ｢Tuanku Panglima Perunggit｣(~1698年)
1669年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Chakravartendra Malla｣(~同年)
1669年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｲﾀﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗﾝ･ｼﾝ｣(~1679年)
1669年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾍﾝﾘｯｸ･ｴｯｶﾞｰｽ｣(~1673年)
1669年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ､ﾏﾄｩﾗｰ近辺でｼﾞｬｰﾄの反乱勃発
1669年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾚｰﾃﾞ｣(2回目~1672年)
1669年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ5世｣(~1678年)
1669年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ｼｪｲｸ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝｼﾞｬｰﾈ｣(1回目~1671年)
1669年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1672年)
1669年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻﾞｲﾄﾞ｣共同統治(1度目~1672年)
1669年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Silahdar Huseyin Pasha｣(~1670年)
1669年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊﾞｲﾌﾞﾙﾄｩﾙ･ｶﾗ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1673年)
1669年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ibrahim Pasha Shaytan｣(~1671年)
1669年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ﾝｺﾝﾄﾞ王国国王｢ｱﾌｫﾝｿ2世｣
1669年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣(~16831118死去)
1669年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Francisco Osorio de Astorga｣(~1672年)
1669年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~1671年退位､1671年から1673年までは2人の
  商人の､1673年から1679年までは本家のﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄの抵当権下におかれた)
1669年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑﾌｪﾃｨｽ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1670年)
1669年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢評議会:ｼﾞｮｱﾝ･ﾏﾙｹｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ/ｱﾝﾄｵﾆｵ･ﾃﾞ･ｴｽﾄ
  ﾗｰﾀﾞ/ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｸﾞｳﾞｪｱ/ﾄﾏｽ･ﾌｨｹﾞｲﾗ･ﾌﾞﾙﾀﾝ/ｴﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ/ｼﾞｮｱﾝ･ﾌｪﾚｲﾗ･ﾀﾞ･ﾏｲｱ｣(~8.26)
1669年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ﾝｺﾝﾄﾞ王国国王｢ｱﾌｫﾝｿ3世｣(~1673年中頃)
1669年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｸﾘｽﾄﾌ｣
1669年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ｵｽﾏﾝ帝国にｸﾚﾀ島を奪われる
1669年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾝｻﾞ同盟が解消する
1669年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽがｲﾝﾄﾞのﾏｽﾘﾊﾞﾀﾑに商館を開設
1669年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Richard Coney大佐｣(~1772年)
1669年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Paulo Ferreira de Noronha｣(~1671年)
1669年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ伯ｼﾞｮﾝ･ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ｣(1回目~1670年)
1669年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾀﾊﾞｶﾘ卿｣(~1702年頃没)
1669年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞｲｱﾑ｣(~1670年没)
1669年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢William Stapleton｣(~1672年)
1669年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Charles Francois du Lyon｣(~1677年死去)
1669年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院暫定総督･長官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｲﾊﾞﾗ｣⇒総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ
  ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｺﾞﾝｻｶﾞ｣(2回目~1671年)
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1669年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾙﾐｰﾆｮ･ｲ･ﾀﾞﾋﾞﾗ｣(~1675年)
1669年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||最初の日曜学校､ﾌﾟﾘﾏｽで始まる
1669年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｰらｶﾘﾌｫﾙﾆｱを探検.ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ湾を発見,ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞを建設
1669年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙﾊﾞﾛ8世ﾑﾍﾞﾝﾊﾞ･ｱ･ﾑﾊ
  ﾟﾝﾂ｣
1669年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｺﾝｺﾞ共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾍﾟﾄﾞﾛ3世ﾝｼﾝﾊﾞ･ﾝﾀﾝﾊﾞ
  ｣(1回目~6月)
1669年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｺﾝｺﾞ共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ﾚﾝﾊﾞ･ﾑﾌﾞﾗ王国国王｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ3世｣(2回目
  ~1680年)
1669年1月3日-09:00|日本|千葉県いすみ市|寛文8年12月|<陣屋移転>上総刈谷藩1万石｢堀直良｣⇒上総八幡藩1万
  石(⇒元禄4年2月15日(16910314)死去)
1669年1月28日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛文8年12月26日|<再立藩>大和柳生藩1万石｢柳生宗冬｣が継ぐ(⇒延
  宝3年9月29日(16751116)､死去)
1669年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰﾄﾝが反射望遠鏡を発明
1669年2月1日-09:00|日本|  ||寛文9年|<完成>山鹿素行｢中朝事実｣
1669年2月1日-09:00|日本|沖縄県|寛文9年|<即位>琉球国王｢尚貞｣(⇒1709年死去)
1669年2月1日-08:00|中国|  ||清･康熙8年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ﾛｻﾞﾝ･ﾄｩﾄｯﾌﾟ｣(~1675年)
1669年2月1日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Jean-Charles de Baas-Castelmore｣(~1677年
  死去)
1669年2月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙8年1月4日|朝鮮李朝が宗時烈の建議で同姓結婚を禁止
1669年2月16日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾕﾘｳｽ･ﾘﾋﾃﾝﾊﾞｰｸﾞ｣
  (~1671.1)
1669年2月17日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||ｸｰﾙﾗﾝﾄﾞ(現ﾗﾄｳﾞｨｱ)人がﾄﾊﾞｺﾞ島に上陸(~20日､ｵﾗﾝﾀﾞ
  に捕獲される)
1669年2月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣
1669年2月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~1684年)
1669年3月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾓﾙｶﾞﾝ,ﾏﾗｶｲﾎﾞとﾋﾌﾞﾗﾙﾀﾙを襲撃
1669年3月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｴﾄﾅ火山が大噴火/ｶﾀｰﾆｱ他14の都市を溶岩が飲み込み､1万人が死亡
1669年3月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞﾅﾑ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの詩人(生年1615年)
1669年3月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾛﾗｲﾅ領主がｼﾞｮﾝ･ﾛｯｸ作成の基本法を制定
1669年3月13日-09:00|日本|広島県広島市|寛文9年2月12日|<広島大黒町出火>大工町,比治山町,茅野町に延焼.
  民家136軒焼失
1669年3月19日-09:00|日本|  ||寛文9年2月18日|幕府が江戸升を廃止し､全国的に京升に統一
1669年3月25日-09:00|日本|京都府宮津市|寛文9年2月24日|<移封>山城淀藩73600石｢永井尚征｣⇒丹後宮津藩730
  00石(⇒延宝元(1673)年11月11日､死去)
1669年3月26日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|寛文9年2月25日|<加増移封>伊勢亀山藩5万石｢石川憲之｣⇒山
  城淀藩6万石(⇒宝永3(1706)年2月25日､隠居)
1669年3月26日-09:00|日本|長野県上田市|寛文9年2月25日|<交替>信濃上田藩6万石｢仙石政俊｣隠居⇒養子｢仙石
  政明｣が継ぐ(弟｢政勝｣に小県郡2000石分知し58000石⇒宝永3(1706)年1月28日､但馬出石藩58000石に転封
1669年3月26日-09:00|日本|三重県亀山市|寛文9年2月25日|<加増移封>下総関宿藩45000石｢板倉重常｣⇒伊勢亀
  山藩5万石(⇒貞享5(1688)年2月16日､隠居)
1669年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ朝ｱｳﾗﾝｸﾞｾﾞｰﾌﾞが異教寺院･学校倒壊令を発令
1669年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵｯﾀｳﾞｨｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣
1669年4月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾝﾄﾆｰ･ﾃﾞｨﾝ･ﾎﾟｰﾌﾟｽﾃｨ｣(~16720113)
1669年4月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Aires de Saldanha Sousa e Meneses｣(~16721020)
1669年4月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙﾀｰﾘ､ｵｰｽﾄﾘｱで活躍したｲﾀﾘｱ人作曲家､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ(生年
  1605年)
1669年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣
1669年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣(~16720414死
  去､ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸはｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公に地位継承~1825年)
1669年5月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｸﾗﾝ｣(~1685.11死去)
1669年5月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｶﾝﾃﾞｨｱの城壁突破される
1669年5月14日-09:00|日本|福井県|寛文9年4月15日|<福井寛文9年の大火>朝五つ時(午前8時ごろ)過ぎ､城下東
  南の勝見村永雲寺門前にある荒川端の小屋から出火､荒川を越えて足羽川北側の城下町一帯に拡がり､城内に
  も延焼し天守閣も含め城郭内のほとんどを焼失/夜四つ(午後10時ごろ)ようやく北部の松本町大屋小路まで延
  焼したのち鎮火/城内の本丸御殿を始め､天守閣､櫓､門などほとんどの建物が焼失/芦田図書､本多左近屋敷ほ
  か士大夫宅305軒､与力宅102軒､侍屋敷375軒､足軽屋敷100軒/町家は59か町2676軒､寺37か所が焼失
1669年5月15日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲﾄﾞﾝ卿｣(~16810530)
1669年5月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾀﾞ･ｺﾙﾄｰﾅ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1596年)
1669年5月20日-09:00|日本|北海道|寛文9年4月21日|ｱｲﾇ民族集団ﾒﾅｼｸﾙによってﾊｴに拠点を持つｵﾆﾋﾞｼは殺害さ
  れる
1669年5月26日-09:00|日本|福島県会津若松市|寛文9年4月27日|<交替>陸奥会津藩23万石｢保科正之｣隠居)⇒嫡
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  男｢保科正経｣が継ぐ(⇒延宝9(1681)年2月19日､隠居)
1669年5月30日-08:00|中国|  ||清･康熙8年5月|清の康熙帝が専権をふるう輔政大臣のｵﾎﾞｲ一派をﾊﾟｰｼﾞ､実権を
  掌握
1669年5月30日-09:00|日本|  ||寛文9年5月1日|幕府が､17歳以下の養子は不許可とする
1669年6月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ9世ﾑﾊﾟﾝｽﾞ･ｱ･ﾆ
  ﾃｨﾋﾞﾗ｣(~1670年12月没)
1669年6月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾀｰﾄﾙ島総督｢ﾗ･ﾌﾞｴｰﾙ卿ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾄﾞﾆ･ﾄﾞｼﾞｪﾛﾝ｣(2回目~1673年2月)
1669年6月7日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛文9年5月9日|東大寺二月堂再建
1669年6月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Amir Hamzah｣(~1674年)
1669年6月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｶﾞﾙﾊﾞﾘｰﾉ｣(~16710618)
1669年6月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ国王｢ﾐｰｺﾗｽ1世(ﾐﾊｳ･ｺﾘﾌﾞﾄ･ｳﾞｨｼﾆｮｳﾞｨｴﾂｷ)｣有能な軍事指導
  者ﾔﾚｰﾏ･ｳﾞｨｼﾆｮｳﾞｨｴﾂｷの息子(~16731110死去33歳)
1669年6月20日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|寛文9年5月22日|<死去>備中庭瀬藩22500石｢戸川正安｣⇒次男｢戸
  川安宣｣が継ぐ(弟｢安成｣に1500石を分与し21000石⇒延宝2(1674)年12月27日､27歳で死去)
1669年6月28日-09:00|日本|茨城県笠間市|寛文9年6月|<交替>常陸笠間藩5万石｢井上正利｣隠居⇒長男｢井上正任
  ｣が嗣ぐ(⇒元禄5(1692)年11月12日､美濃郡上藩5万石へ移封)
1669年7月1日-09:00|日本|北海道|寛文9年6月4日|<ｼｬｸｼｬｲﾝの戦い>ｱｲﾇ民族集団ｼﾌﾞﾁｬﾘの首長ｼｬｸｼｬｲﾝらの呼び
  かけによりｲｼｶﾘ(石狩地方)を除く東は釧路のｼﾗﾇｶ(現白糠町)から西は天塩のﾏｼｹ(現増毛町)周辺において一斉
  蜂起が行われた/決起した2千の軍勢は鷹待や砂金掘り､交易商船を襲撃/東蝦夷地では213人､西蝦夷地では143
  人の和人が殺された
1669年7月5日-09:00|日本|京都府福知山市|寛文9年6月8日|<加増移封>常陸土浦藩3万石｢朽木稙昌｣⇒丹波福知
  山藩32000石(⇒宝永5(1708)年6月25日､隠居)
1669年7月5日-09:00|日本|長崎県島原市|寛文9年6月8日|<加増移封>丹波福知山45000石｢松平忠房｣⇒肥前島原
  藩65900石(⇒元禄11(1698)年4月18日､隠居)
1669年7月12日-09:00|日本|高知県高知市|寛文9年6月15日|<交替>土佐高知藩20万2600石｢山内忠豊｣隠居⇒長男
  の｢山内豊昌｣が継ぐ(~元禄13年9月14日(17001025)死去)
1669年7月14日-09:00|日本|  ||寛文9年6月17日|<寛文9年出雲､近江､加賀､能登､越中大風雨､洪水>(～23日)出
  雲では､大風雨で､えん堤945か所､長さにして2万3500余間(約43km)が破壊され､田畑3万6500石余に浸水/近江
  では､大雨のため､大溝藩領2万石の内1万2000石が水損/北陸では加賀藩領の加賀､能登､越中及び幕府天領の佐
  渡の4か国が､大雨による洪水で被害を受け,特に加賀藩領内では､487か村の田畑5万8680石に浸水､家屋流失98
  軒､10人死亡/佐渡では､大雨による出水で､金･銀山の間歩(坑道)に川の水が増水して流れ込み､家々も押し流
  されたので､鉱山の作業が続けられなくなった/相川町では町家が損壊し､田畑も流失するという被害
1669年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1669年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~1679.4死去)
1669年7月22日-09:00|日本|茨城県土浦市|寛文9年6月25日|<加増移転>常陸宍戸藩35000石｢土屋数直｣⇒常陸土
  浦藩45000石(⇒延宝7年4月2日(16790511)死去)
1669年7月22日-09:00|日本|千葉県野田市|寛文9年6月25日|<加増移封>相模･武蔵･上総4万石｢久世広之｣⇒下総
  関宿藩5万石(⇒延宝7年6月25日(16790801)､死去)
1669年7月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで包囲からﾄﾙｺ軍を逸らせる艦隊の企て失敗
1669年7月25日-09:00|日本|兵庫県三田市|寛文9年6月28日|<死去>摂津三田藩36000石｢九鬼隆昌｣23歳⇒9月6日､
  養子｢九鬼隆律｣が継ぐ(⇒貞享3(1686)年6月6日､30歳で死去)
1669年8月4日-09:00|日本|長野県須坂市|寛文9年7月8日|<死去>信濃須坂藩10053石｢堀直輝｣⇒長男｢堀直佑｣が
  継ぐ(⇒享保4(1719)年､隠居)
1669年8月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Louis, duc de Vendome｣
1669年8月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Louis Joseph, duc de Vendome｣(~17120611死去)
1669年8月8日-09:00|日本|  ||寛文9年7月12日|西より東へ飛物あり(隕石/UFO？)
1669年8月24日-09:00|日本|北海道山越郡長万部町|寛文9年7月28日|ｼｬｸｼｬｲﾝの軍と幕府軍が国縫で激突
1669年8月25日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾙｳﾞｫﾙ伯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾀｳﾞｫﾗ｣(~1676年
  )
1669年8月26日-08:00|中国|  ||清･康熙8年8月|清がﾌｪﾙﾋﾞｰｽﾄらを除きｶﾄﾘｯｸ宣教師による布教を禁止
1669年8月30日-09:00|日本|北海道山越郡長万部町|寛文9年8月4日|1週間の戦いの後､ｱｲﾇ軍は松前軍の鉄砲の前
  に崩れ去り､ｵｼｬﾏﾝﾍﾞのﾁｬｼに撤退する｡さらに松前軍の進出を受け､ｼｬｸｼｬｲﾝはｼﾍﾞﾁｬﾘの砦に撤退し篭城すると
  ともに､各地でｹﾞﾘﾗ戦を挑む
1669年8月31日-09:00|日本|高知県|寛文9年8月5日|<死去>山内忠豊､前土佐藩藩主(生年1609年)
1669年9月3日-09:00|日本|  ||寛文9年8月8日|<寛文9年北九州暴風雨>(～12日)北九州各地を暴風雨が襲い､洪
  水や高潮で多くの家が流された/肥前島原藩領では城の本丸､二の丸､三の丸が損壊し､住家923軒が流失/肥後
  熊本藩領では11人死亡､住家432戸流失､船舶16隻流失/肥前唐津藩領では住家595戸倒潰､1万3000石余の田んぼ
  に浸水/佐賀藩領では住家8517戸が倒潰､12万500石余相当の田んぼが浸水/筑後久留米藩領では住家2606戸倒
  潰､8万8400石余相当分の田んぼが浸水/豊前中津藩領では防波堤が200間余(0.4km)決壊して､13人死亡､足軽の
  家6､7軒､町家60軒余が流失
1669年9月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ軍が､ｳﾞｪﾈﾂｨｱと和してｸﾚﾀ島を併合
1669年9月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝と､ｳﾞｪﾈﾂｨｱ間のｸﾚﾀ戦争終結
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1669年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾝﾘｴｯﾀ･ﾏﾘｱ･ｵﾌﾞ･ﾌﾗﾝｽ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾁｬｰﾙｽﾞ1世王妃(59歳､16091125生)ﾌﾗ
  ﾝｽ王ｱﾝﾘ4世の末娘
1669年9月17日-09:00|日本|広島県広島市|寛文9年8月22日|広島紙屋町出火.横町,白神一丁目,同二丁目,同三丁
  目,塩屋町,島屋町等10町へ延焼.町家230軒焼失
1669年9月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾛﾊﾞﾙﾃｽ男爵ｼﾞｮﾝ･ﾛﾊﾞﾙﾃｽ｣(~16700421)
1669年9月24日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢Juan Manuel de la Pena Bonifaz｣
1669年9月24日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~16770921死去)
1669年9月27日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｸﾚﾀ島がｵｽﾏﾝ帝国に占領される
1669年9月28日-09:00|日本|北海道|寛文9年9月4日|松前泰広が松前藩軍を指揮して東蝦夷地へと進軍/松前泰広
  は松前藩と関係の深い親松前的なｱｲﾇの集落に対して､幕府権力を背景に恫喝して恭順させｱｲﾇ民族間の分断と
  ｼｬｸｼｬｲﾝの孤立化を進めた
1669年9月29日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾐｺﾗｽ｣(~16731110没)
1669年9月29日-09:00|日本|愛媛県大洲市|寛文9年9月5日|大洲藩主加藤泰興､如法寺を建立し､この日盤珪永琢
  入寺
1669年10月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｵﾍﾞ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾃｨﾙ･ｳｨﾚｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~1674年5月)
1669年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄｼｰﾆ｣
1669年10月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ･ﾌｧﾝ･ﾚｲﾝ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(63歳､16060715生)
1669年10月9日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Fernando de Villegas｣(~16730911)
1669年10月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾆｵ･ﾁｪｽﾃｨ､ｲﾀﾘｱのｵﾍﾟﾗ作曲家(16230805生)
1669年10月23日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|寛文9年9月29日|<交替>丹波篠山藩5万石｢松平康信｣隠居⇒長男
  ｢松平典信｣が継ぐ(⇒寛文12(1672)年11月20日､死去)
1669年10月23日-09:00|日本|三重県津市|寛文9年9月29日|<交替>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高次｣隠居⇒長男｢藤
  堂高久｣が継ぐ(弟｢高通｣に5万石､｢高堅｣に3千石分与し27万950石⇒元禄16年4月29日(17030613)死去)
1669年10月23日-09:00|日本|三重県津市|寛文9年9月29日|<立藩>伊勢久居藩5万石｢藤堂高通｣津藩から分与(⇒
  元禄10(1697)年8月9日､死去)
1669年10月24日-09:00|日本|京都府京都市|寛文9年9月30日|<死去>俳人野々口立圃(71)
1669年11月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Lebrecht｣
1669年11月11日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ﾋﾗﾘｽ･ﾊﾟﾙﾋﾞﾝｽｷｰ｣(~16791103)
1669年11月16日-09:00|日本|北海道|寛文9年10月23日|松前軍は謀略をめぐらしｼｬｸｼｬｲﾝに和睦を申し出,ｼｬｸｼｬｲ
  ﾝは和睦に応じﾋﾟﾎﾟｸの松前藩陣営に出向くが和睦の酒宴で謀殺された/この他ｱﾂﾏやｻﾙに和睦のために訪れた
  首長も同様に謀殺あるいは捕縛された
1669年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<死去>ｷﾊﾞﾝｸﾞ王国国王｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ1世｣
1669年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ｷﾊﾞﾝｸﾞ王国国王｢ｶﾞﾙｼｱ3世｣(~168
  5年没)
1669年12月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢William Willoughby｣(2期目~1670
  年)
1669年12月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第238代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ9世｣[16000127生~](享年69)
1669年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1669年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~16740708死去)
1669年12月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾙｶﾞﾝ,ｻﾝﾀ･ｶﾀﾘﾅ島を奪回
1669年12月24日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾚｰ船長の率いる400名の海賊がﾁｬｸﾞﾚｽ河口のｻﾝﾛﾚﾝｿ要塞の攻略に成功
1669年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1669年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｶｰﾙ2世ｵｯﾄｰ｣(~16710330死去)
1670年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ部のｶﾞﾙﾀﾞﾝが甥を殺してﾊｰﾝ位につく
1670年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Mahipatendra Malla｣(~同年)
1670年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｸｼｬﾙｶﾞﾙ国(ﾊﾞﾝｽﾜﾗの下)
1670年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾑﾄﾞﾎﾙ国
1670年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼｯｷﾑ王｢ﾌﾟﾝﾂｫ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ1世｣
1670年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1727年没)
1670年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼｯｷﾑ王｢ﾃﾝｿﾝ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1700年､死去)首都をﾖｸｻﾑからﾗﾌﾞﾃﾞﾝﾂｪに遷した
1670年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ｼｪｰﾙ･ｶｰﾝ｣(1回目)
1670年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｶｽｨｰﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢Dscha'far ibn 'Abdallah al-Kathir｣(~1690年)
1670年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Sulaiman Baba｣(~1703年)
1670年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾒﾘﾅ王国君主｢King Andrianjaka Razakatsitakatrandriana｣(~1675年)
1670年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ･ﾌﾚｲﾚ｣
  (1回目~1673年)
1670年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~1675年)
1670年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ｱﾖﾌｧﾝ｣(~1703年)
1670年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Francisco Suarez de Alarcon｣(~1677年)
1670年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾓﾝﾃﾚｰ伯爵ﾌｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾃﾞ･ｽﾞｰﾆｶ
  ﾞ･ｲ･ﾌｫﾝｾｶ｣(~1675年2月)
1670年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞの哲学者ｽﾋﾟﾉｻﾞが｢神学政治論｣を出版
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1670年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｷｬﾝﾃﾞｨ王国のﾗｼﾞｬｼﾝﾊ2世が､ｵﾗﾝﾀﾞの支配地域を攻撃
1670年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで､ﾊﾟｽｶﾙの遺稿『ﾊﾟﾝｾ』が出版される
1670年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ|  |||ﾌﾗﾝｽ,ﾏﾙﾁﾆｸを占領
1670年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~1680年)
1670年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣2代ｱｿﾙ伯(⇒1676年初代ｱｿﾙ侯~17030506死去)
1670年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾘｰｳﾞﾗﾝﾄﾞ女公｢ﾊﾞｰﾊﾞﾗ･ﾊﾟｰﾏｰ｣(~17091009死去)
1670年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱﾈﾎ統治者(ｱﾌﾟﾀｶﾞ)｢ｱﾛﾝｺ･ﾌｫﾘ｣(~1718年)
1670年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｽﾜﾛｰ｣(~1671.3)
1670年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官代行｢ｱﾝﾌﾞﾛｼﾞｵ･ｺﾞﾒｽ｣
1670年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾊﾞｶｰﾙ･ﾍﾟﾝﾀﾞ｣(~1711年頃)
1670年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官代行｢ﾋｭｰ･ﾁｮﾙﾒﾘｰ卿｣(~1672年)
1670年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾃｸﾞﾍﾞ統治者｢ｺﾘ｣(~1720年頃)
1670年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Cyprien Lefebvre｣(2期目~16760505)
1670年 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾌﾗﾝｽ/ﾐｸﾛﾝ島|  |||ｲﾚﾌﾞﾝ･ｻｳｻﾞﾝｽﾞ諸島がﾌﾗﾝｽに併合(1713年までﾌﾟﾚｻﾞﾝｽに従属)
1670年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Christopher Codrington｣(2期目~
  16720702)
1670年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｺﾎﾞｽ･ｲ･ｶﾙﾊﾞﾊﾙ｣(~16
  71年)
1670年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Hans Fredericksz. Crab｣(~1679年)
1670年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾝｷﾞﾗはﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島植民地の一部(~1816年)
1670年 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾎﾟﾒﾙｰﾝをｴｾｷﾎﾞに統合(~1686年)
1670年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州市長兼副司令官｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ﾚｳﾞｫﾗｰ｣(~1673年
  )
1670年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||海賊ｶﾞﾔﾙﾃﾞｨｰﾖ,ｸﾞﾗﾅﾀﾞを襲撃
1670年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kiayia Pasha｣(~1672年)
1670年1月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国庫財務実行主席弁務官｢初代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ公ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝｸ｣
1670年1月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ公｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾏﾝｸ｣初代公の一人息子(~16881006死去)
1670年1月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国庫財務実行主席弁務官代理｢ｱｼｭﾘｰ男爵(⇒16720423,ｼｬﾌ
  ﾂﾍﾞﾘｰ伯)ｱﾝｿﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ･ｸｰﾊﾟｰ｣(~16721202)Whg
1670年1月21日-08:00|中国|  ||清･康熙9年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰの兄弟(~1680年)
1670年1月21日-08:00|中国|  ||清･康熙9年|ｸﾑﾙはﾄﾞﾙﾍﾞﾝ･ｵｲﾗｰﾄﾞの家臣(~1698年)
1670年1月31日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|寛文9年12月10日|<分与>出羽本荘藩20400石｢六郷政勝｣弟｢政秀｣
  の子｢政慶｣に400石を分与し2万石(⇒延宝4(1676)年6月晦日､隠居)
1670年2月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ1世がｳｨｰﾝのﾕﾀﾞﾔ教徒追放令を発布
1670年2月13日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|寛文9年12月23日|<死去>播磨林田藩1万石｢建部政明｣32歳⇒翌年
  2月27日､養子｢建部政宇｣が継ぐ(⇒正徳5(1715)年1月26日､69歳で死去)
1670年2月14日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾓﾝﾃﾛ･ﾌｽﾃｨﾆｱｰﾉ｣(2回目~10月)
1670年2月19日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ3世｣兼ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯
  ｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ1世｣60歳(誕生16090318)
1670年2月19日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ5世｣兼ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯
  ｢ｸﾘｽﾁｬﾝ8世｣ﾌﾚｾﾞﾘｸ3世とｿﾞﾌｨｰ･ｱﾏｰﾘｴ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸの長男(~16990825死去53歳)
1670年2月20日-09:00|日本|大阪府枚方市|寛文10年|<加増>河内渚藩2万石｢永井尚庸｣⇒3万石(⇒延宝5年3月27
  日(16770428)､死去)
1670年2月20日-09:00|日本|栃木県足利市|寛文10年|<加増>下野足利藩2万石｢土井利房｣+5千石⇒25000石(⇒延
  宝7(1679)年7月10日､15000石加増され4万石)
1670年3月3日-09:00|日本|  ||寛文10年1月12日|幕府が､代官所費用､煙草禁制､家屋新築などに関する法度を定
  める
1670年3月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾖﾊﾝ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｸﾞﾗｳﾊﾞｰ､ﾄﾞｲﾂ･ｵﾗﾝﾀﾞの薬剤師､化学者(生年1604年)硫
  酸ﾅﾄﾘｳﾑを発見
1670年3月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｾｲﾙ｣(~16710304)
1670年3月16日-09:00|日本|香川県高松市|寛文10年1月25日|香東郡百相村での伽藍造営が完成,仏生山来迎院法
  然寺と号する
1670年3月19日-09:00|日本|新潟県新潟市|寛文10年1月28日|<死去>越後沢海藩1万石｢溝口政勝｣63歳で死去⇒長
  男｢溝口政良｣が継ぐ(⇒天和3(1683)年6月1日､死去)
1670年3月19日-09:00|日本|兵庫県たつの市|寛文10年1月28日|<死去改易>播磨新宮藩1万石｢池田邦照｣13歳､無
  嗣/弟に3000石安堵
1670年3月25日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地総督(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾊｯｷｳｽ｣(~6.
  2)
1670年3月30日-09:00|日本|大阪府枚方市|寛文10年2月10日|<死去>河内丹南藩1万石｢高木正盛｣36歳⇒長男｢高
  木正豊｣が継ぐ(⇒延宝9(1681)年5月20日､20歳で死去)
1670年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1670年4月3日-09:00|日本|京都府京都市|寛文10年2月14日|<就任>京都所司代｢永井尚庸｣(⇒1676(延宝4年04月3
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  日))
1670年4月7日-09:00|日本|愛媛県西条市|寛文10年2月18日|<拝領>伊予西条藩33000石｢松平頼純｣(紀伊国和歌山
  城主徳川頼宣の次男⇒正徳元年10月7日(17111116)､死去)
1670年4月9日-09:00|日本|東京都小笠原村|寛文10年2月20日|紀州を出港した阿波国の蜜柑船が母島に漂着し小
  笠原諸島発見
1670年4月14日-09:00|日本|静岡県裾野市|寛文10年2月25日|芦ﾉ湖の水を静岡県側に落とす深良用水(箱根用水)
  が完成(以来水利権は静岡県側が持つ)
1670年4月17日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾎﾞﾙｺｳﾞｨｯﾁ｣､｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｸﾞﾛﾌ
  ･ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ｣(~1673年8月)
1670年4月18日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島総督(ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ)｢Frederik von Gabel til Rantz
  ausholm og Bregentved｣(~17080621死去)
1670年4月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｽﾄﾗｯﾄﾝのﾊﾞｰｸﾚｰ男爵ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｰｸﾚｰ｣(~16710612)
1670年4月26日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|寛文10年3月7日|<死去>柔術家で関口新心流の開祖･関口柔心(生
  年1598年)
1670年4月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第239代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ10世｣(~16760722)
1670年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾒﾌﾒﾄ4世､和平を批准
1670年5月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||無法の海賊たちがﾄﾙﾄｩｰｶﾞ島でﾌﾗﾝｽ西ｲﾝﾄﾞ会社の支配に反乱(~1671年7月)
1670年5月2日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで毛皮交易のためﾊﾄﾞｿﾝ湾会社が設立
1670年5月6日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾚﾃﾞｽﾏ･ｲ･ｳ
  ﾞｧｲﾗｰﾄﾞ｣(~16800831)
1670年5月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾎﾞﾛﾒｵ｣(~16730218)
1670年5月14日-09:00|日本|京都府宇治市|寛文10年3月25日|宇治火災.茶戸･農商家124/120余軒焼失｡茶園被災
1670年5月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾆｯｺﾛ･ｽﾞｯｷ､ｲﾀﾘｱのｲｴｽﾞｽ会士､天文学者(生年1586年)最初の凹面鏡と接
  眼ﾚﾝｽﾞからなる反射望遠鏡を製作
1670年5月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽがﾄﾞｰｳﾞｧｰ条約を締結
1670年5月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣
1670年5月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｺｼﾞﾓ3世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世の息子(~17231031死去)
1670年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｽﾘﾝ･ﾊﾟｰｼｰ｣廃絶
1670年6月2日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾊｯｷｳｽ｣(~1
  6711130)
1670年6月6日-09:00|日本|佐賀県唐津市|寛文10年4月19日|<死去>肥前唐津藩83000石｢大久保忠職｣⇒6月13日､
  従弟｢大久保忠朝｣が継ぐ(⇒延宝6(1678)年1月23日､下総佐倉藩83000石に転封)
1670年6月22日-09:00|日本|新潟県村上市|寛文10年5月5日|越後村上地震/死者13人
1670年6月23日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Gaspar de Arteaga y Aunaovidao｣(~167
  40307死去)
1670年6月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾝﾘｴｯﾀ･ｱﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾁｬｰﾙｽﾞ2世の妹(生年1644年)
1670年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Joaquim｣(~同年死去3歳)⇒｢Pere4世｣(~16900901死去)
1670年7月1日-09:00|日本|岡山県備前市|寛文10年5月14日|備前岡山藩主｢池田光政｣が日本最古の庶民の学校と
  して｢閑谷学校｣(講堂は現在･国宝)を開設
1670年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ条約締結.ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｬﾏｲｶ領有,ﾍﾞﾘ-ｽﾞ河河口地帯の租
  借権が認められる
1670年7月21日-09:00|日本|新潟県|寛文10年6月5日|越後で大地震/村上城､民屋600余が倒壊/田200余町が損失
1670年8月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱでｽﾃﾝｶ･ﾗｰｼﾞﾝの農民反乱がおこる
1670年8月13日-09:00|日本|  ||寛文10年6月28日|幕府が寛永新銭と古銭を混用することを禁じる
1670年8月16日-09:00|日本|  ||寛文10年7月|ｳﾝｶ対策に｢注油駆除法｣が開発
1670年8月31日-09:00|日本|東京都|寛文10年7月16日|江戸町奉行､市中での花火禁止令/大からくりの花火(仕掛
  け花火)やりうせい(竜勢)花火(打ち上げ花火)は市中一帯で禁止.川筋や海手(海岸)か家が離れている屋敷な
  らば常の花火(手持ちの花火など)であれば認めるが､家の建て込んでいる屋敷では禁止
1670年9月3日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｷﾞﾒｽとｶﾞﾁのｱﾀﾞﾑ･ﾌｫﾙｶﾞﾌ伯爵｣(~10.18)
1670年9月18日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｼﾞｪﾙｼﾞ･ｼｪﾚﾌﾟｾﾆ･ﾎﾟｰﾛﾝﾂｨ｣(~16810613)
1670年9月19日-09:00|日本|香川県高松市|寛文10年8月6日|高松城天守閣造営成る
1670年9月20日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞﾙ･ｺﾛ･ｶﾗｽｶﾙ｣(
  ~16730309没)
1670年9月26日-09:00|日本|  ||寛文10年8月13日|幕府が家屋､衣服､食料､飲酒などに関する法度を出す
1670年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼｳﾞｧｰｼﾞｰが二度目のｽｰﾗﾄ掠奪
1670年10月-04:00|ﾛｼｱ|  |||皇帝ｱﾚｸｾｲの政府軍がｽﾃﾝｶ･ﾗｰｼﾞﾝの反乱軍をｼﾝﾋﾞﾙｽｸに包囲/反乱軍が敗退
1670年10月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾛﾎﾞｽ｣(~1682年4月)
1670年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1670年10月5日-09:00|日本|  ||寛文10年8月22日|<寛文10年近畿暴風雨･高潮災害>(～23日)近畿地方に西南の
  大風雨が襲い瀬戸内海東部から大坂湾にかけての沿岸に暴風雨と高潮による大災害/播磨国明石では11人死亡
  ,武家屋敷500軒,商家78軒,漁民の家など371軒が倒壊,城の本丸,二の丸,三の丸や櫓なども破損/大坂では木津
  川河口に高潮が押し寄せ枚方あたりまで氾らんし約200人死亡,家屋流失破損460軒余のほか堤防,橋などが破
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  損し船舶1000艘が破損/播磨,摂津両国で2143人死亡,家屋流失949戸,船舶の損壊7323艘
1670年10月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||喜劇作家ﾓﾘｴｰﾙ､ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ14世の招きにより､喜劇｢町人貴族｣をﾛﾜｰﾙ渓谷の｢ｼｬ
  ﾝﾎﾞｰﾙ宮｣で初演
1670年10月28日-09:00|日本|  ||寛文10年9月15日|醸酒令及び煙草栽培の禁令を下す
1670年10月29日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｸﾞｱﾃﾏﾗ司教ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｻﾝｸ
  ﾄ･ﾏﾃｨｱ･ｻｴﾝｽ･ﾃﾞ･ﾏﾆｮｽｶ･ｲ･ﾑﾘｰﾘｮ｣(~16720609)
1670年10月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｳｽﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1672年2月)
1670年11月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｻﾛﾓﾝ･ﾌｧﾝ･ﾛｲｽﾀﾞｰﾙ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1602年)
1670年11月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Emmanuel｣
1670年11月13日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|寛文10年10月1日|<交替>河内狭山藩11000石｢北条氏宗｣隠居⇒
  養子｢北条氏治｣が継ぐ(⇒元禄8(1696)年5月29日､死去)
1670年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ7世｣
1670年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｶｰﾙ｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ6世の下の息子(~17300323死去)
1670年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ9世ﾑﾊﾟﾝｽ
  ﾞ･ｱ･ﾆﾃｨﾋﾞﾗ｣
1670年12月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1671年4月)
1670年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾗﾌｧｴﾙ1世ﾝｼﾞﾝｶﾞ
  ･ｱ･ﾝｶﾝｶﾞ｣(~1673年中頃没)
1670年12月12日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣
1670年12月12日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾙｲｽ･ﾎｾ･ﾒﾙﾛ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌｴﾝﾃ｣(~16
  71年)
1670年12月15日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾝﾀｶﾀﾘﾅ島をｲｷﾞﾘｽ海賊が占領(~1671年1月)
1670年12月15日-09:00|日本|東京都千代田区|寛文10年11月3日|<就任>老中｢板倉重矩｣(~1673年5月29日)
1670年12月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｳｽ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾍﾙｽﾄ､ｵﾗﾝﾀﾞの肖像画家(生年1613年)
1670年12月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾙｶﾞﾝ,ｻﾝﾀ･ｶﾀﾘﾅ島を奪回
1670年12月22日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾟﾚ･ﾄﾞ･ｺﾎﾟﾝｽ･ｲ･ﾄﾞ･ﾃｷｼﾄﾞｰﾙ｣(~1681031
  6)
1671年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗﾋﾑ｣(~1676年)
1671年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Yudanegara｣(~1684年)
1671年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Dundang Tidulay｣
1671年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝﾀﾞﾙﾀﾞﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~1701年)
1671年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｱｯﾗｰ1世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘ｣(~17000210没)
1671年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｼﾗｰﾀﾞﾙ･ﾌｾｲﾝ｣(~1674年)
1671年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Abazekh Husein Pasha｣(1期目~1672年)
1671年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｾﾘﾑ1世ｷﾞﾚｲ｣(1期目~1678年)
1671年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世ﾄﾘｸ｣ｵｽﾏﾝ朝から自立(~1677年)
1671年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ﾌﾗﾝｽ領ｳｨﾀﾞのｾﾝﾄ･ﾙｲ砦(~1797年)
1671年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷﾞｰｽﾞ公｢ｸﾛｰﾄﾞﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｮｾﾞﾌ｣(~1675年)
1671年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣1671年から1673年までは2人の商人の､1673年
  から1679年までは本家のﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄの抵当権下におかれた
1671年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾎﾟﾙﾋﾂｧはｵｽﾏﾝ帝国の宗主権下(~1684年)
1671年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(⇒16820211初代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯⇒16841103初
  代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公~16950328死去)
1671年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾊﾟﾁｪｺ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣⇒｢ﾏﾇｴﾙ･ﾓﾆｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~1673年)
1671年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Chamber Senate｣(~1673年)
1671年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｸﾚﾒﾝﾄがｱﾝｸﾙ脱進機を採用した時計を制作
1671年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾐﾙﾄﾝが叙事詩『復楽園』と悲劇詩『闘士ｻﾑｿﾝ』を合本で刊行
1671年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰﾄﾝが｢流率法と無限級数｣を執筆し､微積分法を開発
1671年 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝはﾁｬﾙｶｽのｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱに従属(~1776年)
1671年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ副総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾜｰﾅｰ｣(~1675年)
1671年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾚﾛｰﾙ卿ﾙｲ･ﾄﾞ･ｶﾝｼｰ｣(~1674年)
1671年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ･ｻﾞﾔｽ･ﾊﾞｻﾞﾝ｣(~1677
  0715)
1671年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官代行｢ﾎｾ･ﾃﾞﾙ･ｺﾗﾙ･ｶﾙﾎﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾞﾝﾀﾞ｣(~
  1674年)
1671年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾙｲｽ･ﾛｻﾀﾞ･ｷﾉﾈｽ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾐﾚﾀ｣治安
  判事⇒｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾏﾘﾁｬﾗﾙ･ｳﾞｧﾚｰﾎ｣(1回目)
1671年 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ｻﾝﾄﾞﾏﾝｸﾞの黒人奴隷,最初の反乱
1671年1月 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官代行｢ﾋﾟｴﾚ･ﾌｪﾙｽﾃｯﾚ｣(~1677032
  2)
1671年1月5日-09:00|日本|三重県伊勢市|寛文10年11月24日|<伊勢山田寛文10年の大火｢鉈屋火事｣>夜四つ半(23
  時ごろ)､山田上中郷出屋敷鉈屋世古に住む未亡人の独り住まいから出火､浦の橋から上中郷一帯に燃え広がり



1680迄(2638件)

  ､曽禰､一之木､一志久保と東へ延焼､次いで宮後西河原､下馬所前野､岩淵､岡本及び小田橋と山田の市街地を焼
  き尽くし､翌朝五つ半ごろ(9時ごろ)ようやく鎮火/神社では月夜見宮が炎上/伊勢神宮の御師で山田奉行の下
  で山田の統治に当たっている三方家､24家の内19家が焼失/49人死亡､山田惣中(自治区域)9768軒の約6割､5743
  軒が焼失､土蔵1177棟､寺院189寺が焼失
1671年1月13日-09:00|日本|福島県いわき市|寛文10年12月3日|<交替>陸奥磐城平藩7万石｢内藤忠興(忠長)｣隠居
  )⇒長男｢内藤義概(義泰)｣が継ぐ(弟｢遠山政亮｣に湯本藩(のちの湯長谷藩)1万石を分与立藩し6万石⇒貞享2(1
  685)年9月19日､死去)
1671年1月13日-09:00|日本|福島県いわき市|寛文10年12月3日|<立藩>陸奥湯本藩1万石｢遠山政亮｣陸奥磐城平藩
  から分与(⇒延宝4(1676)年11月27日､陸奥湯長谷藩1万石に移転)
1671年1月18日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||4百人の海賊部隊,ﾁｬｸﾞﾚｽ川河口のｻﾝﾛﾚﾝｿ要塞を奪取/双方併せ死者4百人を出
  す激戦となる
1671年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Philipp｣
1671年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Friedrich Wilhelm｣(~17351114死去)
1671年1月25日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨｰﾗｰ卿｣
  (~1672年2月)
1671年1月25日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ植民地ﾈｲﾋﾞｽはﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島植民地の一部(~1816年
  )
1671年1月25日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾓﾝﾄｾﾗﾄはﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島植民地の一部(~1816年)
1671年1月28日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||海賊部隊,ﾊﾟﾅﾏ攻撃を開始/5日間にわたる激戦の末ﾊﾟﾅﾏ占領
1671年2月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Juan de Balboa y Mogrovejo｣(~16
  76.3)
1671年2月7日-09:00|日本|  ||寛文10年12月28日|幕府が商人の前髪を禁じ､切らせる
1671年2月9日-08:00|中国|  ||清･康熙10年|<死去>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ｾﾝｹﾞ｣
1671年2月9日-08:00|中国|  ||清･康熙10年|<即位>(ﾁﾍﾞｯﾄ)ｸﾞｼ･ﾊﾝ王｢ｺﾞﾝﾁｭｸﾞ･ﾀﾞﾗｲ･ﾊｰﾝ｣(~1700年死去)
1671年2月9日-08:00|中国|  ||清･康熙10年|<即位>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ｶﾞﾙﾀﾞﾝ｣(~16970404､死去)
1671年2月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市|寛文11年|<加増>尾張名古屋藩56万3206石｢徳川光義｣⇒61万9500石
  (⇒寛文12(1672)年11月1日､名を光友と改める)
1671年2月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで新聞｢ｼﾞｮﾙﾅｰﾚ･ｳﾞｪﾈﾄ･ﾃﾞｨ･ﾚｯﾃﾗｰﾃｨ｣第一号出る
1671年2月18日-09:00|日本|大阪府高槻市|寛文11年1月9日|<死去>摂津高槻藩36000石｢永井直清｣⇒3月10日､嫡
  孫｢永井直時｣が継ぐ(⇒延宝8(1680)年7月18日､死去)
1671年2月19日-09:00|日本|和歌山県|寛文11年1月10日|<死去>徳川頼宣､前紀州徳川家藩主(生年1602年)
1671年2月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢William Augustus｣
1671年2月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢John George1世｣(~16860919死去)
1671年2月24日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾓﾙｶﾞﾝ,3週間にわたりﾊﾟﾅﾏを掠奪
1671年2月24日-09:00|日本|京都府京都市|寛文11年1月15日|<京都寛文11年の大火>京都大火､梨木町､京極通､河
  原町間の数10軒延焼
1671年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1671/2/15|ｲｷﾞﾘｽの数学者ｼﾞｪｰﾑｽ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰが､円周率に関する級数を発
  見し手紙で報告
1671年3月 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｺﾆｰ｣(~16720821)
1671年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾞﾘﾝｸﾞ｣
1671年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｳｪｽﾄ｣(~16720419)
1671年3月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙10年2月|朝鮮全国で大飢饉となり死者多数
1671年3月11日-09:00|日本|愛知県岡崎市|寛文11年2月|<加増>三河中島藩4万石｢板倉重矩｣+1万石⇒5万石(⇒寛
  文12(1672)年閏6月3日､下野烏山5万石へ移封)
1671年3月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｶｰﾙ2世ｵｯﾄｰ｣
1671年3月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ2世｣(~17170426死去79歳)
1671年4月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1672年5月)
1671年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1671年4月2日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|寛文11年2月23日|醍醐で商家63軒焼失
1671年4月13日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾚｰｼﾞｪ･ｺﾙﾊﾞﾗﾝ｣(1回目~16750701)
1671年4月14日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|寛文11年3月5日|<交替>播磨赤穂藩53500石｢浅野長直｣隠居⇒長男｢浅
  野長友｣が継ぐ(3500石を義兄｢長賢｣､新田3000石を｢長恒｣に分与し5万石⇒延宝3(1675)年正月26日､33歳で死
  去)
1671年4月24日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾋｭｰ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~同年､到着前に死亡)
1671年4月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙10年3月18日|朝鮮で遺棄児収養法(捨て子養育法)制定
1671年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1671年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~16830314死去)
1671年5月6日-09:00|日本|宮城県仙台市|寛文11年3月27日|仙台藩重臣原田甲斐(53)､大老酒井忠清の屋敷で伊
  達騒動の裁断中に伊達安芸に斬り付け､安芸は即死､原田は周囲に斬られて死亡
1671年5月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾌﾞﾙﾄﾞﾝ､ﾌﾗﾝｽの画家(生年1616年)
1671年5月8日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾊﾞﾙﾊﾞｾﾅ子爵ｱﾌｫﾝｿ･ﾌﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ﾄﾞ･
  ﾘｵ･ﾄﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~16751126没)
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1671年5月9日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Jacques de La Heure dit La Hure｣(~16741122)
1671年5月9日-09:00|日本|  ||寛文11年4月|河村瑞賢が東廻り航路をひらく
1671年5月11日-09:00|日本|岩手県一関市|寛文11年4月3日|<改易廃藩>陸奥一関藩3万石｢伊達宗勝｣伊達騒動に
  連座､仙台藩に合併
1671年5月16日-09:00|日本|京都府京都市左京区|寛文11年4月8日|吉田で火災､民家100軒焼失
1671年5月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Emmanuel Lebrecht｣(~17040530死去)
1671年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ王がｳｨｰﾝを追放されたﾕﾀﾞﾔ人50家族を受け入れ
1671年5月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾗｳﾞﾗｼﾞｵ伯ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ･ﾌﾙﾀﾄﾞ｣(~167710
  30死去)
1671年5月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ喜劇作家ﾓﾘｴｰﾙの｢ｽｶﾊﾟﾝの悪だくみ｣が｢ﾊﾟﾚ･ﾛﾜｲﾔﾙ-｣(1区)で初演
1671年5月25日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾟﾁｪｺ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~1673年)
1671年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1671年6月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･ｲ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~167
  3年)
1671年6月2日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定大統領･総督･総司令官｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾃﾞ･ﾘﾆｬﾝ･ｲ･ｼｽﾈﾛｽ
  ｣(~16740618)
1671年6月2日-09:00|日本|東京都|寛文11年4月25日|<移封>肥後富岡藩2万石｢戸田忠昌｣⇒相模･下総･武蔵･常陸
  国内2万石(⇒延宝4(1676)年4月3日､畿内3万石へ加増移封)
1671年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ｴﾄﾞｶﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1671年6月12日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行｢判事:ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾏｲｹﾙ･ﾎﾞｲﾙ/ｱｰｻｰ･ﾌｫｰﾌﾞｽ
  卿｣(~16720805)
1671年6月17日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月7日|ｽﾃﾝｶ･ﾗｰｼﾞﾝがﾓｽｸﾜで処刑される｡41歳(誕生:1630)｡ﾄﾞﾝ･ｺｻｯｸを中心
  とする反乱の指導者
1671年6月19日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢許積｣(~16720531)
1671年6月20日-09:00|日本|東京都|寛文11年5月14日|<死去>初代｢玉川千之丞｣
1671年6月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾘｯﾁｮｰﾘ､ｲﾀﾘｱの天文学者(生年1598年)望遠鏡でおお
  ぐま座のﾐｻﾞｰﾙを観測し､これが二つの星であることを認め､最初の二重星の発見者となった
1671年6月25日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ副総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾘﾝﾁ卿｣(1回目~16750307)
1671年6月26日-09:00|日本/中国|長崎県長崎市|寛文11年5月20日|<死去>崇福寺中興開山の唐僧即非如一(生年1
  616年)
1671年6月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾘｱ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~16730627)
1671年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Duran de Miranda｣(~1675年)
1671年7月1日-09:00|日本|埼玉県行田市|寛文11年5月25日|<交替>武蔵忍藩8万石｢阿部忠秋｣隠居⇒養子｢阿部正
  能(正令)｣が継ぐ(自領1万石を加え9万石⇒延宝5(1677)年7月4日､隠居)
1671年7月1日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|寛文11年5月25日|<交替>上総大多喜藩1万石｢阿部正能(正令)
  ｣武蔵忍藩5万石を相続⇒12月19日､従弟｢阿部正春｣が自領の旧大多喜新田藩領16000石で継ぐ(⇒元禄15(1702)
  年9月7日､三河刈谷藩に移封)
1671年7月5日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ｱﾍﾞﾄﾞﾈｺﾞ･ﾏｼｭｰ｣(~16
  81年没)
1671年7月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｾﾝﾄﾞﾔ｣(~16730708)
1671年7月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｼｬﾙﾙ1世｣2歳
1671年7月19日-09:00|日本|  ||寛文11年6月13日|幕府､諸国農村に酒造禁止令を出す
1671年7月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｰｽﾞ公･ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢ﾙｲ･ｼﾞｮｾﾌ｣
1671年7月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷﾞｰｽﾞ公･ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｮｾﾞﾌ｣(~16750316死去)
1671年8月 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Lucas Jacobsen｣(~1672.6)
1671年8月3日-09:00|日本|岩手県一関市|寛文11年6月28日|<改易>陸奥一関藩3万石｢伊達宗勝｣家臣争論により
1671年8月5日-09:00|日本|  ||寛文11年7月|江戸の豪商･河村瑞賢が東廻り航路を開く
1671年8月5日-09:00|日本|岐阜県大垣市|寛文11年7月|<交替>美濃大垣藩10万石｢戸田氏信｣隠居⇒長男｢戸田氏
  西｣が継ぐ(⇒貞享元(1684)年6月7日､死去)
1671年8月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃｨﾆｰ､ﾌﾗﾝｽの聖職者､詩人(生年1636年)
1671年9月2日-09:00|日本|  ||寛文11年7月29日|幕府が難破船救護法を出す
1671年9月3日-09:00|日本|大阪府堺市|寛文11年8月|仏光寺派に改派していた旧越前専修寺門徒,東本願寺派に
  転じて法雲寺をおこす
1671年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾄｼｰﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｾﾗﾌｨｰﾆ｣
1671年10月2日-09:00|日本|東京都大田区|寛文11年8月30日|洪水で､東海道六郷橋が流失
1671年10月6日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|寛文11年9月4日|<死去>播磨山崎藩3万石｢池田恒元｣61歳⇒長男｢池田
  政周｣が継ぐ(⇒延宝5(1677)年正月8日､死去)
1671年10月25日-09:00|日本|福岡県北九州市|寛文11年9月23日|<分与立藩>小倉新田藩(篠崎屋敷)1万石｢小笠原
  真方｣(小笠原忠真四男⇒宝永6(1709)年7月5日､溺死)
1671年10月25日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|寛文11年9月23日|<領土分与>陸奥国棚倉藩5万石｢内藤信良
  ｣弟｢信全｣に新田5000石を分与(⇒延宝2(1674)年11月16日､隠居)
1671年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのG･ｶｯｼｰﾆが土星の衛星ｲｱﾍﾟﾄｩｽを発見
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1671年11月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ14世が､神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ1世と中立条約を結ぶ
1671年11月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景治9年10月15日|<死去>後黎朝(大越)後期第9代皇帝｢玄宗｣
1671年11月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景治9年10月15日|<即位>後黎朝(大越)後期第10代皇帝｢嘉宗｣(~167
  50427死去)
1671年11月29日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ辺境伯｢ﾏﾘｱ･ｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ2世｣
1671年12月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾎﾟﾘﾃｨｴｹ･ﾗｰﾄﾞ(
  政治評議会)｣(ｺｰｴﾝﾗｰﾄﾞ･ﾌｧﾝ･ﾌﾞﾗｲﾃﾝﾊﾞｯﾊ会長/ﾖﾊﾈｽ･ｸｰﾝ/ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌﾚｲﾏﾝﾄｰ/ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｸﾙﾄﾞｯﾌﾟ/ｳｨﾚﾑ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞｨｰﾃﾞﾝ/
  ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨｯﾃﾎﾞﾙ)
1671年12月1日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|寛文11年10月30日|<死去>大和国郡山藩15万石｢本多政勝｣⇒12月
  23日､従弟｢本多政長｣が継ぐ(9万石を相続し12万石⇒延宝7年4月24日(16790602)､毒殺される)
1671年12月2日-09:00|日本|  ||寛文11年11月1日|全国に､偽薬製造販売､毒薬の販売､諸販売の独占､及び偽金を
  禁止する法度が出される
1671年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼｰﾓｱ｣
1671年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｼﾞｮﾝ･ｼｰﾓｱ｣(~16750429死去)
1671年12月26日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~1676年)
1672年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Anthonio Hurdt｣(2期目~1678年)
1672年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Cornelis Franks｣(~1675年)
1672年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾑﾗﾋﾟ山､熱雲で犠牲者3千名
1672年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ王｢ｳｯﾊﾟﾗｰﾁｬ･ｲﾝﾁｪﾏﾝ｣(~1675年)
1672年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｬｽﾜﾝｼﾑｼﾞ1世ｶﾞｼﾞｼﾑｼﾞ｣(~1718年没)
1672年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｼｪｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ｣(~1712年没)
1672年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞﾘｰ近郊でｻﾅｰﾄﾐｰ教徒の反乱(農民一揆)
1672年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ｽｳｪﾝ･ﾌｪﾚｿﾝ｣⇒｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｺﾙ｣(~16730213)
1672年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ｼｪｲｸ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝｼﾞｬｰﾈ｣(2回目~16891025)
1672年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1674年9月)
1672年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Qara Mehmed Pasha｣(~1673年)
1672年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<再任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ･ﾙｲ｣ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公(2期目~1694年)
1672年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~17010609死去)
1672年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ辺境伯｢ｱﾝﾘｴｯﾄ･ﾌﾗﾝｼｽｶ｣(~16981017没)､｢ﾄﾞｰｳﾞｪﾙﾆｭ伯爵ﾌﾚﾃﾞﾘ
  ｯｸ･ﾓｰﾘｽ｣(~16981017)
1672年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｹﾏﾝｹｼｭ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1673年)
1672年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がｲﾝﾄﾞのﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｭﾘｰを購入
1672年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑがｵﾗﾝﾀﾞ共和国に占領される(~1678年)
1672年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾘﾝﾌﾞﾙﾌをﾌﾗﾝｽが占領(~1678年)
1672年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣
1672年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(⇒1701年ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ侯~17210114死去)
1672年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Anthony Beal大佐｣(~1673.1)
1672年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾈｶﾞﾙ会社総督代行｢ﾘｼｭﾓﾝ伯爵｣(~1673年)
1672年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ伯ｼﾞｮﾝ･ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ｣(2回目~1674年6月)
1672年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(⇒16771213兼ﾉｰﾌｫｰｸ公~16840113死去)
1672年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾖｰｸ島に王立ｱﾌﾘｶ会社創立
1672年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰﾄﾝが｢光と色の新理論｣を王立協会の｢哲学会報｣に発表
1672年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓｰﾘﾀﾆｱのｲｽﾗﾑ教徒がﾌﾗﾝｽの進出に対し聖戦を開始
1672年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Edmund Stapleton｣(~1679年)
1672年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾃｲﾌﾟﾙﾄﾝ｣(1679年からｳｨﾘｱﾑ･ｽﾃｲﾌﾟﾙﾄﾝ卿
  ~1685年)､副総督｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ･ﾗｯｾﾙ｣(~1676年)
1672年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Chevalier de Maynie｣(~1676年死去)
1672年1月4日-09:00|日本|秋田県秋田市|寛文11年12月5日|<死去>出羽久保田205800石｢佐竹義隆｣63才⇒翌年2
  月9日､次男｢佐竹義処｣が継ぐ(⇒元禄16(1703)年6月23日､死去)
1672年1月6日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾚｱｷｱ5世｣
1672年1月11日-09:00|日本|埼玉県川越市|寛文11年12月12日|<死去>武蔵川越藩75000石｢松平輝綱｣⇒翌年2月9
  日､四男｢松平信輝｣が継ぐ(弟｢輝貞｣に5000石を分与し7万石⇒元禄7(1694)年1月7日､下総古河藩7万石へ移封)
1672年1月12日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｲ･ﾁｪｯﾀ3世｣(~6.20)
1672年1月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ﾗﾄﾞｩ･ｸﾚｼｭﾚｽｸ｣(~16720320)
1672年1月18日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|寛文11年12月19日|<交替>武蔵岩槻藩11万5千石｢阿部正春
  ｣上総大多喜藩16000石を継承⇒甥｢阿部正邦｣が継ぐ(99000石⇒延宝9(1681)年2月25日､丹後宮津藩99000石へ
  移封)
1672年1月18日-09:00|日本|静岡県浜松市|寛文11年12月19日|<交替>遠江浜松藩35000石｢太田資宗｣隠居⇒次男｢
  太田資次｣が継ぐ(⇒延宝6(1678)年6月19日､大坂城代に任じられ畿内周辺55000石に移封)
1672年1月22日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|寛文11年12月23日|<交替>大和国郡山新田藩3万石｢本多政長｣本
  家大和国郡山藩を相続⇒従弟｢本多政利｣が継ぐ(本家相続分を含め6万石⇒延宝7(1679)年6月26日､播磨明石6
  万石へ転封)
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1672年1月27日-09:00|日本|岐阜県高山市|寛文11年12月28日|<死去>飛騨高山藩38000石｢金森頼業｣24歳⇒長男｢
  金森頼時｣が継ぐ(⇒元禄5(1692)年7月､出羽上山藩38000石へ移封)
1672年1月30日-09:00|日本|群馬県沼田市|寛文12年|馬喰町二十三夜勢至堂､創建される
1672年1月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･陽徳1年|大越後黎朝10代･嘉宗が陽徳と改元(-1674年旧10月)
1672年1月30日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||清･康熙11年1月|ﾓﾝｺﾞﾙのｶﾞﾙﾀﾞﾝ･ﾊｰﾝが清に朝貢
1672年2月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾝﾌﾟﾗﾂｧﾃﾞ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~16730413)
1672年2月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ暫定知事｢Francois Roole｣
1672年2月 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｨﾘｱﾑ卿ｽﾃｰﾌﾟﾙﾄﾝ｣(~1
  6860722没)
1672年2月4日-09:00|日本|静岡県掛川市|寛文12年1月6日|<死去>遠江国掛川藩35000石｢井伊直好｣⇒長男｢井伊
  直武｣が継ぐ(⇒元禄7(1694)年11月12日､隠居)
1672年2月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ｣(~16751121死去)
1672年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽがｵﾗﾝﾀﾞに宣戦布告
1672年3月2日-09:00|日本|東京都新宿区|寛文12年2月2日|<浄瑠璃坂の仇討ち>奥平源八ら､父の仇･奥平隼人を
  江戸浄瑠璃坂で討つ
1672年3月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘのﾊﾟﾚ･ﾛｲﾔﾙ劇場で､ﾓﾘｴｰﾙの喜劇｢女学者｣が上演される
1672年3月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｷﾞｶ｣(2回目~1673年11月)
1672年3月20日-09:00|日本|東京都大島町|寛文12年2月21日|幕府､奥平源八らを大島に流刑とする
1672年3月25日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾌｧﾝ
  ･ﾌﾞﾛｲｹﾞﾙ｣(~10.2)
1672年3月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦3月17日|ｲｷﾞﾘｽがｵﾗﾝﾀﾞに宣戦布告し､第3次英蘭戦争が始まる(～
  1674:ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ条約)
1672年4月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊﾞﾗｶｯﾄ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾞﾗｶｯﾄ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞ･ﾇﾏｲ｣(
  ~1682年4月)
1672年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kaplan Mustafa Pasha｣(~1673年)
1672年4月 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ､ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ全体をﾌﾗﾝｽが占領(~16760615)
1672年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾛﾘ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣
1672年4月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Padre Diego Luis de San Vitores｣
1672年4月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Francisco Solano｣(~6.13死去)
1672年4月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾙｲ14世がｵﾗﾝﾀﾞに宣戦布告し､ｵﾗﾝﾀﾞ･ﾌﾗﾝｽ戦争勃発(～1678/8/10:ﾅｲﾒｰﾍﾝ
  の和約)
1672年4月9日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｰﾚｲ･ｱﾙ=ﾗｼｰﾄﾞ｣41歳
1672年4月9日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣
1672年4月14日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾅﾗﾜﾗ｣(~16730227没)
1672年4月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞ
  ﾙｸはｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公に地位継承(~1825年)
1672年4月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ｴﾙﾝｽﾄ1世敬虔公｣(~16750326
  死去)
1672年4月14日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾝ･ﾅｽﾙ･ｲｽﾏｲﾙ･ｱｽﾞ=ｻﾐﾝ｣(~17270321没)
1672年4月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｲｰﾏﾝｽﾞ｣(~16740813死去)
1672年4月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙｺﾝﾀﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰ｣
1672年4月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙｺﾝﾀﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ﾊｻﾝ･ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰ｣(~16870921ﾑｶﾞｰﾙ帝国に降伏)
1672年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｱﾝﾄﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣(~16830121死去)
1672年4月25日-09:00|日本|  ||寛文12年3月28日|幕府が､京都､大坂､堺の商人に長崎外国貿易の期日や金銀兌
  換などの規則を出す
1672年4月29日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｵｽﾏﾝ･ﾚｲｽ･ｱｽ･ｽﾊﾘ｣(~1672年7月)
1672年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬｯｸ･ｼｬﾝﾋﾟｵﾝ･ﾄﾞ･ｼｬﾝﾎﾞﾆｴｰﾙ､ﾌﾗﾝｽの作曲家､ｸﾗｳﾞｻﾝ奏者(生年1601年or
  1602年)
1672年5月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｺｶ･ｱﾙﾉｰ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~12月)
1672年5月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ14世､｢南ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ継承戦争｣の際､ｵﾗﾝﾀﾞが妨害したことに対する
  復讐戦として､自ら軍を率いﾗｲﾝ川を渡りｵﾗﾝﾀﾞに侵入/ｲｷﾞﾘｽとともに｢ｵﾗﾝﾀﾞ侵略戦争｣(～1678年)を始める
1672年5月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｱﾙﾋﾞｵﾝ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞﾘｰ｣(~1673.7)
1672年5月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島軍司令官｢Juan de Santiago｣(~16740616)
1672年5月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂで初の著作権法が可決
1672年5月15日-09:00|日本|広島県広島市|寛文12年4月18日|<死去>安芸広島藩42万6500石｢浅野光晟｣隠居⇒長
  男｢浅野綱晟｣が継ぐ(⇒翌年正月2日､死去)
1672年5月22日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|寛文12年4月25日|<刊行>桑折宗臣編｢大海集｣
1672年5月25日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島総督｢Jorgen Iversen Dyppel｣(~1680070
  5)
1672年5月25日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｾﾝﾄ･ﾄｰﾏｽ島に対するﾃﾞﾝﾏｰｸの支配(ﾃﾞﾝﾏｰｸ西ｲﾝﾄﾞ会社管理
  )
1672年5月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|寛文12年5月|｢伊予豆比古命神社｣本殿改築
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1672年5月27日-09:00|日本|大阪府堺市|寛文12年5月|『曾呂利狂歌噺』刊行
1672年5月28日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ艦隊が英仏艦隊に辛勝し海からの侵攻をひとまず回避
1672年5月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1672年5月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣先代の息子(~16881129死去)
1672年5月28日-09:00|日本|  ||寛文12年5月2日|幕府が再び食料品の発売時期を限定
1672年6月 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島はｲｷﾞﾘｽの植民地ｱﾝﾃｨｸﾞｱの一部⇒ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島植民地
  の一部(~1816年)
1672年6月1日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭太和｣(~16730527)
1672年6月8日-09:00|日本|茨城県水戸市|寛文12年5月13日|徳川光圀が彰考館(文庫)を開設
1672年6月9日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｴ
  ｽｺﾍﾞﾄﾞ｣(~16781222)
1672年6月9日-09:00|日本|兵庫県たつの市|寛文12年5月14日|<移封>信濃飯田藩53000石｢脇坂安政｣⇒播磨龍野
  藩53000石(⇒貞享元(1684)年11月25日､隠居)
1672年6月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢Charles Paris｣
1672年6月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢Jean Louis Charles｣(~16940402死去)
1672年6月13日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Francisco Solano｣
1672年6月13日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Francisco Ezquerra｣(~16740202死去
  )
1672年6月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾙｲ･ﾌﾗﾝｿﾜ1世｣ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ14世とﾏﾘｰ･ﾃﾚｰｽﾞ･ﾄﾞｰﾄﾘｯｼｭの三男(~
  11.4死去)
1672年6月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｵﾗﾂｨｵ･ﾍﾞﾈｳﾞｫﾘ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1605年)
1672年6月18日-09:00|日本|  ||寛文12年5月23日|<死去>石川丈山､文人(生年1583年)江戸初期における漢詩の
  代表的人物で儒学･書道･茶道･庭園設計にも精通
1672年6月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽの大軍はﾕﾄﾚﾋﾄ攻略によって首都ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑの目前へと迫ったがｵﾗﾝﾀ
  ﾞはﾌﾗﾝｽ軍の進撃を当面食い止めることに成功
1672年6月25日-09:00|日本|愛媛県大洲市|寛文12年6月|大洲藩主｢加藤泰興｣､如法寺を創建
1672年7月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾊﾞﾘ･ﾁｬｳﾞｼｭ｣(~1675年5月)
1672年7月2日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢William Willoughby｣(3期目~16
  730410死去)
1672年7月4日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾌﾟﾚｱ･ｹｵ2世(ｹｵ･ﾌｧ2世)｣(~1675年11月)
1672年7月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ総督･総司令官･提督｢ｵﾗﾆｴ･ﾅｯｿｰ公ｳｨﾙﾍﾑ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ
  王.ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王.ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ2世の長男(~17020308没)
1672年7月4日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢William Burt｣(~同年)⇒｢Andruson｣(~1679
  年)
1672年7月4日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢John Pogson｣(~1673年)
1672年7月4日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾊﾞ島はｲｷﾞﾘｽが占領(~1679年末)
1672年7月4日 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~1681.4)
1672年7月5日-09:00|日本|岡山県浅口市|寛文12年6月11日|<立藩>岡山新田藩25000石｢池田政言｣備前岡山藩よ
  り分与(⇒元禄13(1700)年8月19日､56歳で死去)
1672年7月5日-09:00|日本|岡山県岡山市|寛文12年6月11日|<交替>備前岡山藩31万5千石｢池田光政｣隠居⇒嫡男｢
  池田綱政｣が継ぐ(⇒正徳4年10月29日(17141205)死去)
1672年7月5日-09:00|日本|岡山県倉敷市|寛文12年6月11日|<立藩>岡山新田藩15000石｢池田輝録｣備前岡山藩よ
  り分与(⇒正徳3(1713)年11月26日､65歳で死去)
1672年7月24日-09:00|日本|長野県飯田市|寛文12年閏6月1日|<移封>下野烏山藩2万石｢堀親昌｣⇒信濃飯田藩2万
  石(⇒寛文13年7月16日(16730827)死去)
1672年7月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾝﾄ･ﾄﾒがﾌﾗﾝｽに占領される(~16740906)
1672年7月26日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|寛文12年閏6月3日|<移封>三河中島藩5万石｢板倉重矩｣⇒下野烏
  山藩5万石(⇒寛文13(1673)年5月29日､57歳で死去)
1672年7月27日-09:00|日本|奈良県桜井市|寛文12年閏6月4日|<死去>大和戒重藩1万石｢織田長定｣⇒8月6日､長男
  ｢織田長明｣が継ぐ(⇒天和3(1683)年5月2日､隠居)
1672年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Diego de Arce｣(2期目~1674年)
1672年8月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ市民がﾎﾗﾝﾄ州議会の全議員を罷免/宰相ﾔﾝ･ﾃﾞ･ｳｨｯﾄに辞職を迫り､ｵﾗﾆ
  ｴ公ｳｨﾚﾑ3世を総督に任命
1672年8月5日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｴｾｯｸｽ伯爵ｱｰｻｰ･ｶﾍﾟﾙ｣(~16770824)
1672年8月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼｭﾃﾌｧﾝ･ﾋｷｶﾞｴﾙ･ﾍﾟﾄﾘﾁｪｲｸ｣(1回目~16731123)
1672年8月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾕｰｽﾄﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣(⇒16750911兼初代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公)
1672年8月17日-09:00|日本|  ||寛文12年閏6月25日|幕府が外国航路とｷﾘｽﾄ教を禁制
1672年8月19日-09:00|日本|  ||寛文12年閏6月27日|<死去>山岡元隣､俳人(生年1631年)
1672年8月21日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾍﾞﾈｯﾄ｣(~同年)⇒総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾋﾞｰﾙ｣(~
  16730101)
1672年8月24日-09:00|日本|山形県山形市|寛文12年7月2日|<死去>出羽山形藩9万石｢奥平昌能｣⇒養子｢奥平昌章
  ｣が継ぐ(⇒貞享2(1685)年6月22日､下野宇都宮藩9万石に移封)
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1672年9月12日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾌﾛﾝﾃﾅｯｸ伯爵ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾞｱﾄﾞ｣(~1682年
  )
1672年9月15日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|寛文12年7月24日|<死去>浅野長直(生年1610年)前播磨国赤穂藩主
1672年9月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾝ･ﾌﾞﾗｯﾄﾞｽﾄﾘｰﾄ､ｱﾒﾘｶの女性詩人(生年1612年頃)
1672年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｽﾌｫﾙﾂｧ･ｼｵﾆｰﾆ｣
1672年10月2日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｲｽﾞﾌﾞﾗﾝﾄ･ｺﾞｽｹ｣
  (~16760314)
1672年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/台湾|  ||清･康熙11年8月23日|鄭経がｲｷﾞﾘｽと正式に通商条約締結
1672年10月18日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ﾎﾟｼﾞｰﾘｬ､ﾌﾞﾗｰﾂﾗｳ､ｷｴﾌ県南部は､ﾌﾞﾁｬﾁ条約によってｴﾔﾚﾃｨｶﾏﾆｽ
  としてﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞからｵｽﾏﾝ帝国に割譲
1672年10月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾙｺ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｵｽﾏﾝ軍がｳｸﾗｲﾅ･ｺｻｯｸの要請を受けてﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞに侵攻し､ﾌﾞﾁｬﾁの
  和約が結ばれる
1672年10月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao de Saldanha e Albuquerque｣(~16760609)
1672年10月27日-09:00|日本|新潟県新発田市|寛文12年9月7日|<交替>越後新発田藩5万石｢溝口宣直｣隠居⇒長男
  ｢溝口重雄｣が継ぐ(⇒宝永3(1706)年7月19日､隠居)
1672年10月30日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|寛文12年9月10日|三嶋大明神が再建され､蓮華寺が遷宮を行な
  う
1672年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑｾﾞｲ｣
1672年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~1674年死去)
1672年11月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾙｲ･ﾌﾗﾝｿﾜ1世｣
1672年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊｲﾝﾘﾋ･ｼｭｯﾂ､ﾄﾞｲﾂの作曲家(生年1585年)
1672年11月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝ｼｬｰ｢ｱﾘｰ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ2世｣
1672年11月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝ｼｬｰ｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣(~1686年死去)
1672年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣
1672年12月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Antoine Andre de Sainte-Marthe de Lalande
  ｣(~1679.12死去)
1672年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国高等財務卿｢ﾁｬｯﾄﾞﾘｰのｸﾘﾌｫｰﾄﾞ男爵ﾄﾏｽ･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ｣(~16730
  624死去)
1672年12月6日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国王｢ﾔﾝ2世｣(63歳､16090324生)ｶｼﾐﾙ5世.晩年はﾌ
  ﾗﾝｽに行き僧職についた
1672年12月6日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾚﾓｽ伯ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞｶｽﾄﾛ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ･ｲ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣
1672年12月6日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ暫定副王｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾘｱｻ｣(2回目~16740815)
1672年12月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾植民地総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾍﾞﾘﾝｶﾞﾑ｣
1672年12月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾植民地総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｳﾞｧﾚｯﾄ｣(⇒16730507
  総督~16790316死去)
1672年12月16日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛文12年10月27日|<死去>4代千宗左(表千家の祖)[1613年生
  ～](享年59)
1672年12月18日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾄﾊﾞｺﾞを占領(⇒21日廃棄~16760901)
1672年12月19日-09:00|日本|愛知県名古屋市|寛文12年11月1日|<改名>尾張名古屋藩61万9500石｢徳川光義｣⇒｢
  徳川光友｣(⇒元禄6(1693)年4月25日､隠居)
1672年12月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣
1672年12月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島主兼ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣(~17021105死去)
1672年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのG･ｶｯｼｰﾆが土星の衛星ﾚｱを発見
1673年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑﾋﾞﾝ｣
1673年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾌｨﾃﾞｨﾝ｣(~1690年死去)
1673年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝ･ﾀﾝ｣(~16740419)
1673年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾊﾟﾃｨ･ｼｬｰ｣(~1716年没)
1673年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔｽﾏﾃｨｼﾞﾀﾐﾄﾗﾏﾗ｣(~1696年没)
1673年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ｼｳﾞｧｰﾄ･ｱﾃﾞﾗｰ｣(~1682年10月)
1673年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾑﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｷﾞﾗｽ･ﾃﾞﾌﾞ｣(~1713年)
1673年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾝﾌﾟﾗｯﾂｧｰﾃﾞ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1675年)
1673年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ﾔｺﾌﾞ･ｼｭﾀｴﾙ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ｣(~同年)
1673年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ibrahim Pasha Shushman｣(~1674年)
1673年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｼﾓﾝ･ｺﾞﾒｽ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ｣(~
  1675年)
1673年-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｹｰﾌﾟ植民地で第2次ｺｲ･ｺｲﾝ-ｵﾗﾝﾀﾞ人戦争が勃発
1673年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾗﾌｧｴﾙ1世ﾝｼﾞﾝｶﾞ･ｱ･ﾝ
  ｶﾝｶﾞ｣
1673年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ伯｢ﾖﾊﾝ･ｶｼﾞﾐｰﾙ｣(~1693年)
1673年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢Louis-Cesar de Bourbon｣(~1683年)
1673年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾗ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1675年)
1673年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾙｳﾞｨﾑ3世｣(~1685年)
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1673年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ伯｢Heinrich1世｣(~1692年死去)
1673年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ伯｢Heinrich3世｣(~1710年)､｢Heinrich8世｣(~1678年)､｢Heinric
  h10世｣(~1678年)
1673年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾌｫﾝｿ3世ﾑﾍﾞﾝﾊﾞ･ｱ･ﾆ
  ﾐ｣(~1674年中頃没)
1673年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ﾝｺﾝﾄﾞ王国国王｢ｱﾝﾅ･ｱﾌｫﾝｿ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~
  1709年)
1673年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/BES諸島|  |||ﾌﾗﾝｽ艦隊,ｷｭﾗｿｰ島のｵﾗﾝﾀﾞ軍を攻撃するも撃退される
1673年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙのｼｬﾝﾃﾞﾙﾅｺﾞﾙが植民地となった
1673年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Juliao de Campos Barreto｣(~16770713)
1673年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人によってｼﾞｪｰﾑｽﾞ砦がｱｸﾗに設立される
1673年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾓﾆｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~1676年)
1673年 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢Cornelis Evertsen, Jr.｣⇒｢Jacob Bin
  ckes｣(~同年)
1673年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾊﾟﾅﾏ司教ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ･ｲ･ﾍﾞｾﾗ｣(~1675年)
1673年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾔｺﾌﾞ･ｸﾞﾘﾘｮｽ,ﾇｴﾋﾞﾀｽを襲撃
1673年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｺﾞﾄﾞｲ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~1676年)
1673年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州市長兼副司令官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(~1680年)
1673年1月1日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞのｾﾝﾄﾍﾚﾅ島司令官｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾃﾞ･ｹﾞｳｽ｣(~同月)⇒｢ﾔﾝ･ｸｰﾝ｣(
  ~5.15)
1673年1月1日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｾﾝﾄﾍﾚﾅ島占領(~5.15)
1673年1月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾞｽﾄﾝとﾆｭｰﾖｰｸ間に､定期郵便制度が成立
1673年1月7日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|寛文12年11月20日|<死去>丹波篠山藩5万石｢松平典信｣⇒翌年1月1
  9日次男｢松平信利｣が継ぐ(⇒延宝4(1676)年11月28日､死去)
1673年1月21日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾒﾙｶﾄﾞ,ｵｰﾙﾄﾞﾊﾟﾅﾏを撤退｡8ｷﾛ離れた現在のﾊﾟﾅﾏ･ｼﾃｨｰに移設
1673年1月26日-09:00|日本|大阪府豊中市|寛文12年12月9日|<交替>摂津麻田藩1万石｢青木重兼｣隠居⇒婿養子｢
  青木重成｣が継ぐ(⇒元禄6(1693)年8月15日､死去)
1673年1月26日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|寛文12年12月9日|<交替>肥前鹿島藩25000石｢鍋島直朝｣隠居⇒三男｢
  鍋島直條｣が継ぐ(⇒宝永2(1705)年4月29日､死去)
1673年2月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ弁務官｢ﾙｲ･ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ﾍﾞﾗﾝｼﾞｪ･ﾄﾞ･ｴｽﾋﾟﾈｲ司令官｣(~16740
  920)
1673年2月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｪﾘはﾌﾗﾝｽが所有
1673年2月4日-09:00|日本|  ||寛文12年12月18日|疑わしい出版があれば町奉行へ伺い指図に従うよう､初の出
  版統制令が出される
1673年2月4日-09:00|日本|福島県会津若松市|寛文12年12月18日|<死去>保科正之(生年1611年)徳川秀忠の子､前
  陸奥会津藩藩主
1673年2月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞｯﾀﾞ･ﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾗｰｼﾞｬ｣
1673年2月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾁｯｶ･ﾃﾞﾊﾞﾗｼﾞｬ･ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣(~17041116没)
1673年2月13日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ﾕﾍﾞｰﾙ･ﾕｺﾞｰ｣(~16771004)
1673年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ古典主義文学者で古典喜劇作家のﾓﾘｴｰﾙ(本名ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾎﾟｸﾗﾝ-)
  (1622-､51歳)｢病は気から｣の上演中に舞台で倒れる/｢人間嫌い｣･｢ﾀﾙﾁｭﾌ'｣･｢守銭奴｣など風刺と機知の鋭い傑
  作を残した
1673年2月18日-09:00|日本|広島県広島市|寛文13年1月2日|<死去>安芸広島藩42万6500石｢浅野綱晟｣37歳⇒2月2
  5日､長男｢浅野綱長｣が継ぐ(⇒宝永5(1708)年2月11日､病死)
1673年2月27日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾅﾗﾜﾗ｣
1673年2月27日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾐﾆｴ･ｷｬｳﾃｨﾝ｣(~16980504没)
1673年3月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ｷﾄ司教ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾟ
  ｰﾆｬ･ｲ･ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ｣(~16780129)
1673年3月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾃﾚｻ､ｽﾍﾟｲﾝ王女(生年1651年)
1673年3月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻﾙｳﾞｧﾄﾙ･ﾛｰｻﾞ､ｲﾀﾘｱの画家､詩人(生年1615年)
1673年3月22日-09:00|日本|島根県安来市|寛文13年2月4日|<死去改易>出雲母里藩1万石｢松平隆政｣26歳､松江藩
  に収公
1673年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦3月22日|ｲｷﾞﾘｽ国王ﾁｬｰﾙｽﾞ2世がｶﾄﾘｯｸに傾斜するのを警戒したｲｷﾞﾘｽ議
  会が､国教徒以外の者が文武の官職に就くことを禁じる審査法(審査律)を成立させる
1673年3月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌﾟﾘﾏｽ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾟﾚﾝｽ｣
1673年3月29日-09:00|日本|  ||寛文13年2月11日|幕府が火災現場への火消し以外の立ち入り厳禁など,消防規
  則を定める
1673年4月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾀｰﾄﾙ島代行｢ﾗ･ﾋﾟｴﾘｴｰﾙ卿ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾃﾞｭ･ｻﾗｯﾄ｣(~同月)⇒総督｢ﾗ･ﾌﾞｴ
  ｰﾙ卿ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾄﾞﾆ･ﾄﾞｼﾞｪﾛﾝ｣(3回目~1675年9月)
1673年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵｯﾀｳﾞｨｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ﾄｼｰﾆ｣
1673年4月6日-09:00|日本|香川県高松市|寛文13年2月19日|<交替>讃岐高松藩12万石｢松平頼重｣隠居⇒養子｢松
  平頼常｣が継ぐ(⇒宝永元(1704)年2月､隠居)
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1673年4月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1673/3/29|ｲｷﾞﾘｽ国王ﾁｬｰﾙｽﾞ2世がｶﾄﾘｯｸに傾斜するのを警戒したｲｷﾞﾘｽ
  議会が､国教徒以外の者が文武の官職に就くことを禁じる審査法(審査律)を成立させる
1673年4月10日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢William Willoughby｣
1673年4月10日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢ﾋﾟｰﾀｰ･Colleton卿｣(~1674
  1101)
1673年4月13日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｳｽﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~16750914)
1673年4月17日-09:00|日本|島根県安来市|寛文13年3月|<再立藩>出雲母里藩1万石｢松平直丘｣(⇒正徳2(1712)年
  12月27日､死去)
1673年4月17日-08:00|中国|  ||清･康熙12年3月|清の平南王尚可喜､老年を理由に撤藩を請い､他の2王にも撤藩
  命令が下る
1673年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾘｭﾘ《歌劇｢ｶﾄﾞﾐｭｽとｴﾙﾐｵｰﾇ｣》
1673年5月 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Richard Keigwin大佐｣(~1674年)
1673年5月15日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾑﾝﾃﾞﾝ卿｣(~同月)⇒｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｹｲｸﾞｳ
  ｨﾝ｣(~1674.5)
1673年5月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐｼｼｯﾋﾟ川発見される
1673年5月19日-09:00|日本/中国|京都府宇治市|寛文13年4月3日|<死去>福州福清県の唐僧･隠元(82)日本禅宗黄
  檗派の開祖
1673年5月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英仏艦隊76隻は､ｽﾎｰﾈｳﾞｪﾙﾄ水道に潜伏するｵﾗﾝﾀﾞ艦隊を攻撃する
  が勝敗つかず
1673年6月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌﾟﾘﾏｽ植民地総督｢ｼﾞｮｻｲｱ･ｳｨﾝｽﾛｰ｣(~16801218死去)
1673年6月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英仏艦隊とｵﾗﾝﾀﾞ艦隊は再びｽﾎｰﾈｳﾞｪﾙﾄで戦ったが勝敗つかず
1673年6月15日-09:00|日本|  ||寛文13年5月|幕府が出版統制令を出す(出版取り締まりの初め)
1673年6月22日-06:00|日本|京都府京都市|寛文13年5月8日|<京都寛文13年の大火｢延宝の大火｣>寅の上刻(午前3
  時ごろ)[一説には丑の刻(午前2時ごろ)]､内裏(皇居)東南にある関白･鷹司房輔邸より出火､内裏(宮中)をはじ
  め新院御所(後西院御所)､法皇御所(後水尾院の仙洞御所)､女御方(東福門院御所)なども全焼/さらに左大臣･
  九条兼晴邸をはじめ､広橋､西園寺､頂妙寺､長谷寺､風早､芝山､藤本､小川､防城､五辻､観修寺､日野､烏丸､裡松､
  菊亭､園など多くの公家邸宅が焼失/そのほか京都所司代官邸､水戸候の屋敷､施薬院から毘沙門堂が焼けてい
  る/町家では中立売通が北は小川まで､南は小川半町西まで焼け､上長者町堀川小川からの炎は東の洞院竹屋町
  まで灰とし､車屋烏丸通一条下る､両替町より二条通､室町は中立売より二条まで､衣の店通､新町通へ､出水下
  町より丸太町下るまでと次々と延焼､翌日の午の刻(昼12時)に鎮火/町数130､軒数で1300余軒焼失､4人死亡
1673年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国高等財務卿｢ﾁｬｯﾄﾞﾘｰのｸﾘﾌｫｰﾄﾞ男爵ﾄﾏｽ･ｸﾘﾌｫｰﾄﾞ｣
1673年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国高等財務卿｢ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ子爵(⇒8.15ﾗﾃｨﾏｰ子爵⇒16740627ﾀﾞ
  ﾝﾋﾞｰ伯)ﾄﾏｽ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣Tor(~16790326)
1673年6月26日-06:00|日本|  ||寛文13年5月8日|<寛文13年西日本梅雨前線豪雨>(～15日)北九州から四国伊予､
  安芸､備後､備中､備前など瀬戸内海沿岸部各地に洪水/特に備前国では､大雨が翌日になっても止まず､14日旭
  川が氾らん54.5kmに渡って堤防が決壊､その他､中小の河川の堤防や海岸の潮留め堤防が87km決壊し､大洪水と
  なり88人が死亡/岡山藩内で押し流され損壊した家屋は士分宅17軒､足軽の家113軒､町家113軒､在々(村方の家
  :農家)2788軒/備後福山藩内では芦田川が14日亥の刻(22時ごろ)氾濫し大洪水,沿岸部では人畜の死傷や家屋
  の流失がおびただしく､福山城下は僅かに残ったという.同川の河口部で鎌倉時代に栄えたという､伝説の草戸
  千軒町がふたたび水没
1673年7月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ｻﾙｿﾞ｣(~16750704)
1673年7月6日-06:00|日本|広島県広島市|寛文13年5月22日|(14日~)雨降り続き洪水.広島城下の被害甚大,死者
  多数
1673年7月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾆｺﾗｽ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ2世｣(~16750503)
1673年7月9日-06:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|寛文13年5月25日|ｲｷﾞﾘｽ船ﾚﾀｰﾝ号長崎に来たりて通商を復せん
  ことを乞う
1673年7月13日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|寛文13年5月29日|<死去>下野烏山藩5万石(老中)｢板倉重矩｣57歳
  ⇒家督を三男｢板倉重種｣が嗣ぐ(⇒延宝9(1681)年2月､武蔵岩槻藩6万石に加増移封)
1673年7月28日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Henry Nowell｣(~1676年死去)
1673年7月30日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ﾒｼｪﾄﾞ地震(M7.1)､死者5600人
1673年8月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｸﾞﾛﾌ･ｴﾙｼﾞﾃﾞｨ｣(2度目⇒16800410､ﾊﾞﾝ~169
  30607)
1673年8月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾈﾙﾘ｣(~16760722)
1673年8月6日-09:00|日本|大分県臼杵市|寛文13年6月24日|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉信通｣66歳⇒長男｢稲葉
  景通｣が継ぐ(⇒元禄7(1694)年閏5月20日､56歳で死去)
1673年8月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃｾﾙ島沖の海戦/ｵﾗﾝﾀﾞ艦隊が､英仏連合艦隊を破る
1673年8月23日-09:00|日本|三重県鳥羽市|寛文13年7月12日|<死去>志摩鳥羽藩35000石｢内藤忠政｣⇒9月11日､次
  男｢内藤忠勝｣が継ぐ(弟｢忠知｣に2000石を分与し33000石⇒延宝8(1660)年6月27日､永井尚長を殺害し切腹･断
  絶)
1673年8月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾘｯﾁ｣
1673年8月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｯﾁ｣先代の従兄弟(~1675.4死去)
1673年8月27日-09:00|日本|長野県飯田市|寛文13年7月16日|<死去>信濃飯田藩2万石｢堀親昌｣⇒嫡男｢堀親貞｣が
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  継ぐ(⇒貞享2(1685)年11月18日､死去)
1673年8月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾟﾆｮﾝ･ﾃﾞ･ｱﾙｾﾏｽ(ﾒﾘﾘｬ下)をｽﾍﾟｲﾝが所持
1673年8月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ1世が､ｵﾗﾝﾀﾞと反仏同盟を結ぶ
1673年9月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢許積｣(~16740425)
1673年9月7日-06:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|寛文13年7月27日|幕府長崎奉行をしてｲｷﾞﾘｽ船を諭し還らしむ
1673年9月11日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco Davila Orejon y Gaston｣(~
  16740913死去)
1673年9月11日-09:00|日本|三越伊勢丹ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|寛文13年8月|三井高利が江戸本町一丁目に呉服店｢越後屋｣
  を開業
1673年9月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ﾆｭｰﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ｺﾙｳﾞ｣ﾆｭｰﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ再興(~167411
  10ﾆｭｰﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄは完全にｲｷﾞﾘｽに割譲)
1673年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄｼｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣
1673年10月10日-09:00|日本|東京都中央区|寛文13年9月|初代市川段十郎『四天王稚立』上演､山村座､荒事のは
  じまり(段はのちに團)
1673年10月30日-09:00|日本|  ||延宝1年9月21日|｢延寶｣に改元
1673年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ総督のｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑが､ﾌﾗﾝｽ軍の武器庫があるﾎﾞﾝを襲う
1673年11月7日-09:00|日本|京都府舞鶴市|延宝1年9月29日|<交替>丹後田辺藩35000石｢牧野親成｣隠居⇒弟｢牧野
  富成｣が継ぐ(⇒元禄6年8月6日(16930905)死去)
1673年11月8日-09:00|日本|山口県岩国市|延宝1年9月30日|吉川広嘉が錦帯橋をかける
1673年11月10日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ﾋﾘｱﾘｽ･ﾊﾟﾙﾋﾞﾝｽｷｽ大元帥｣(~16760202)
1673年11月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ国王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾐｰｺﾗｽ1世(ﾐﾊｳ･ｺﾘﾌﾞﾄ･ｳﾞｨｼﾆｮｳﾞｨｴﾂｷ
  )｣33歳
1673年11月20日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾍﾞﾗｸﾞｱ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ公､ｼﾞｬﾏｲｶ侯ﾍﾟﾄﾞﾛ ﾎﾟﾙﾄ
  ｶﾞﾙのﾇﾆｪｽｺﾛﾝﾌﾞｽ･ｲ･ｶｽﾄﾛ｣(~12.13)
1673年11月21日-09:00|日本|静岡県富士宮市|延宝1年10月13日|重須本門寺梵鐘改鋳､鐘楼･二天門･表門造営
1673年11月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾄﾞｩﾐﾄﾗ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ｣(1回目~1675年12月)
1673年11月26日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国総督代行｢ｸﾞﾘｯﾌｪﾝﾌｪﾙﾄ伯爵ﾍﾟｰﾀﾞｰ｣(⇒16740803大法官~1
  6760311)
1673年12月5日-09:00|日本|京都府南丹市|延宝1年10月27日|<交替>丹波園部藩25000石｢小出英知｣隠居)⇒長男｢
  小出英利｣が継ぐ(⇒宝永2(1705)年4月22日､隠居)
1673年12月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｹﾞｵﾙｹﾞ･ﾄﾞｩｶ｣(~1678年11月)
1673年12月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾇｰﾆｮ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ｶｽﾄﾛ｣
1673年12月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾇｴﾙ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｴﾊﾞ｣先代の子(~17100
  909死去)
1673年12月9日-09:00|日本|福島県相馬市|延宝1年11月2日|<死去>陸奥中村藩6万石｢相馬忠胤｣⇒12月25日､長男
  ｢相馬貞胤｣が継ぐ(⇒延宝7年11月23日(16791225)死去)
1673年12月13日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾒｷｼｺ大司教ﾊﾟﾖ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ﾏﾝﾘｹ｣(~1680
  1107)
1673年12月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの貴族夫人､作家(生年1623年)
1673年12月18日-09:00|日本|京都府宮津市|延宝1年11月11日|<死去>丹後宮津藩73000石｢永井尚征｣⇒翌年1月10
  日､三男｢永井尚長｣が継ぐ(⇒延宝8(1680)年6月26日､芝の増上寺で内藤忠勝に刺殺され改易)
1673年12月27日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|延宝1年11月20日|<死去>大和小泉藩13488石｢片桐貞昌｣⇒翌年1
  月19日､三男｢片桐貞房｣が継ぐ(庶兄下条信隆に1千石分知､1350石召上げ11129石⇒宝永7(1710)年9月22日､死
  去)
1673年12月28日-08:00|中国|  ||清･康熙12年11月21日|漢人の武将呉三桂が､康煕帝の撤兵命令を拒否し､雲南
  の地方長官を殺害して清朝に反旗を翻す/周王と称し利用と建元(~1678)(三藩の乱の始まり)
1673年12月29日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Manuel Luis Baltasar da Camara
  ｣
1673年12月29日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose Rodrigo da Camara｣(~17240
  307死去)
1674年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||中･東部ｼﾞｬﾜの大国ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｱﾏﾝｸﾗｯﾄ1世(位1645～1677)にﾏﾄﾞｩﾗ島の王族ﾄｩﾙｰﾉｼﾞｮ
  ﾖが率いる大反乱が発生,東部ｼﾞｬﾜと中部ｼﾞｬﾜ一部を征服､ｸﾃﾞｨﾘに都を定める
1674年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Jayanripendra Malla｣(~1680年)
1674年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜｯﾄ)｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~17081130没)
1674年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾋﾞﾙ･ｼﾝ｣(~1711年没)
1674年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad Ali｣(~1677年)
1674年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾎｰﾙでﾊﾞｰﾄﾞｼｬｰﾋｰ･ﾏｽｼﾞｯﾄﾞが完成
1674年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ﾑﾊﾏﾄﾞ･ﾗﾌｨ･ｶｰﾝ｣(1回目)⇒｢ｼｪﾙ･ｶｰﾝ｣(2回目~1679年)
1674年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ｣(~1676年)
1674年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ibrahim Pasha｣(~1675年)
1674年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ﾖﾊﾝ･ｸﾘｽﾄﾌ･ｼｬｲﾃｨﾝｸﾞ｣(~同年)⇒｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾚﾅ
  ｰｿﾝ･ﾄﾙｽﾃﾝｿﾝ｣(~1681年)



1680迄(2638件)

1674年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Qer Husein Pasha｣(~1675年)
1674年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾌｫﾝｿ3世ﾑﾍﾞﾝﾊﾞ･ｱ･ﾆ
  ﾐ｣
1674年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾀﾞﾆｴﾙ1世ﾐﾔﾗ･ﾑﾊﾟﾝｸﾞ
  ｣(~1678年中頃没)
1674年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Dalo Birni, Mbangi｣(~1680年)
1674年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ東海岸ﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｪﾘが植民地となった
1674年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾁﾘｱのﾒｯｼｰﾅで反ｽﾍﾟｲﾝ蜂起
1674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣
1674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾋｭｰﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋｭｰﾑ｣
1674年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Amias Andros｣
1674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~1682年死去)
1674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾋｭｰﾑ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾋｭｰﾑ｣(~1687年死去)
1674年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Sir Edmund Andros｣(~17140224)
1674年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Gregory Field大佐｣(~1678年)
1674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(⇒16890409兼ﾎﾞﾙﾄﾝ公~16990227死去)
1674年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ｳﾞｨﾃﾞｨｶﾞﾙ･ﾀﾞ･ﾛｻ｣(~1676年)
1674年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾈｶﾞﾙ会社局長･司令官｢ｼﾞｬｯｸ･ﾌﾒｼｮﾝ｣(~1682年)
1674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢Sir ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｰ｣(~17160714死去)
1674年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ﾅｱﾀｺﾞ･ｱﾗﾑ･ﾊﾞｶｰﾙ｣(~1708年)
1674年 04:00|BES諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢Peter Batterie｣(~1680年)
1674年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾑ･ｴ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ｲ･ﾎﾟﾍﾞﾀﾞ｣(~1687年
  )
1674年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<制定>ｾﾝﾄﾙｼｱをﾏﾙﾃｨﾆｰｸ島の属領としてﾌﾗﾝｽ王室植民地に
1674年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<制定>ﾌﾗﾝｽ王室植民地ｸﾞﾚﾅﾀﾞ
1674年1月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｼﾞﾝﾒﾙﾝ=ｶｲｻﾞｰｽﾗｳﾃﾙﾝ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾓｰﾘｯﾂ｣33歳
1674年1月7日-09:00|日本|京都府京都市左京区|延宝1年12月|京西陣法意日慶入道京要法寺の正本尊を造立
1674年1月7日-08:00|中国|  ||清･康熙12年12月|北京で朱三太子を自称する楊起隆の反乱計画が発覚
1674年1月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｬｺﾓ･ｶﾘｯｼﾐ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1605年)
1674年1月18日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|延宝1年12月12日|<交替>但馬出石藩45000石｢小出吉重｣隠居⇒長男｢
  小出英安｣が継ぐ(⇒弟｢英直｣に1500石を分与し43500石⇒元禄4(1691)年12月26日､55歳で死去)
1674年1月20日-09:00|日本|三重県伊勢市|延宝1年12月14日|<伊勢山田延宝元年の大火>(～15日)上中の郷大間
  広の出屋敷､鉈屋の世古に住む左次兵衛の家から出火,中之郷表に燃え広がり､下中之郷の大半､八日市場通の
  両側､宮後表通を全焼/また押世古の大半､中世古町表も灰にした上､田中町にも延焼､下馬所前野の大半を焼い
  て翌日の卯の下刻(午前7時ごろ)ようやく鎮火/1人死亡､1346軒が焼失
1674年1月24日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ･ｸﾙ｣(~1677年)
1674年1月29日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝1年12月23日|<就任>老中｢阿部正能｣(~延宝4年6月6日)
1674年2月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Francisco Ezquerra｣
1674年2月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Pierre Coomans｣(~6.16死去)
1674年2月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙13年|朝鮮で甲寅礼訴で西人が粛清され南人政権が成立
1674年2月12日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ｱﾝﾎﾞｲﾅ(ﾓﾙｯｶ島)地震津波､死者2342人
1674年2月19日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾄﾊﾞｺﾞはｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ条約によりｵﾗﾝﾀﾞに戻される
1674年2月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦2月9日|ｲｷﾞﾘｽとｵﾗﾝﾀﾞが再びｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ条約を結び､第3次英蘭戦
  争が終結
1674年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ･ｼｬﾌﾟﾗﾝ､ﾌﾗﾝｽの詩人(生年1595年)
1674年2月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾃｨｱｽ･ｳﾞｪｯｸﾏﾝ､ﾄﾞｲﾂの作曲家(生年1616年頃)
1674年3月7日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Gaspar de Arteaga y Aunaovidao｣
1674年3月7日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ暫定知事兼提督｢Diego de Robladillo y Velasco｣(~
  同年)
1674年3月8日-09:00|日本|  ||延宝2年2月|宿駅駄賃及び撰銭等の禁令を下す(新銭4貫文=金1両に定め､古銭の
  通用を禁止)
1674年3月19日-09:00|日本|愛媛県松山市|延宝2年2月12日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定長｣(生年1640年)⇒養
  子｢松平定直｣が継ぐ(⇒享保5年10月25日(17201124)､死去)
1674年3月26日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾛﾌﾞﾚｽ･ｲ･ｺﾞﾒｽ｣(~16780725)
1674年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾛﾘ｣
1674年4月1日-09:00|日本|愛媛県大洲市|延宝2年2月25日|<交替>伊予大洲藩5万石｢加藤泰興｣隠居⇒嫡孫｢加藤
  泰恒｣が継ぐ(⇒正徳5(1715)年7月9日､死去)
1674年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾎﾟｳｨｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(⇒16870324初代ﾎﾟｳｨｽ侯~16960602死去)
1674年4月4日-09:00|日本|京都府京丹後市|延宝2年2月28日|<死去>丹後峰山藩11600石｢京極高供｣⇒長男｢京極
  高明｣が継ぐ(⇒元禄12(1699)年4月29日､隠居)
1674年4月6日-08:00|中国|  ||清･康熙13年3月|耽精忠が呉三桂の｢排満復明｣反乱に参加,自立し裕民(-1676)と
  建元
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1674年4月15日-09:00|日本|青森県八戸市|延宝2年3月10日|八戸で強震/家屋倒壊多数
1674年4月23日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|延宝2年3月18日|<交替>但馬豊岡藩33000石｢京極高盛｣隠居⇒弟｢京極
  高住｣が継ぐ(⇒正徳4(1714)年7月29日､隠居)
1674年4月27日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻｴﾝｽ=ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ｷﾝﾀﾆﾗ･ｲ･ｾﾝﾃﾞｨﾝ･ﾃﾞ･ｿﾄﾏ
  ﾖｰﾙ｣(1回目~1679年1月)
1674年4月29日-09:00|日本|福井県福井市|延宝2年3月24日|<死去>越前福井藩45万石｢松平光通｣自殺⇒5月6日､
  弟｢松平昌親｣が継ぐ(自領吉江藩25000石を加え47万5千石⇒延宝4(1676)年7月21日､隠居)
1674年5月 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ｣(~16780619)
1674年5月8日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Pedro Sanches Farinha e Baena｣
  (~1703年死去)
1674年5月15日-09:00|日本|  ||延宝2年4月10日|(~11日)畿内大風雨､加茂川､桂川氾らんし三条大橋が押し流さ
  れる
1674年5月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ国王｢ﾔﾝ3世ｿﾋﾞｪｽｷ｣(~16960617死去66歳)最も有名なﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ
  王の一人
1674年5月31日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金寿興｣(~8.17)
1674年5月31日-09:00|日本|岡山県津山市|延宝2年4月26日|<交替>美作津山藩18万6500石｢森長継｣隠居⇒三男｢
  森長武｣が継ぐ(⇒延宝4(1676)年4月､弟｢長俊｣に津山新田藩15000石を分与⇒貞享3(1686)年5月27日､隠居)
1674年6月 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官代行｢ﾊﾞｼﾞｪｯﾄ･ﾐｰｷﾝ｣(~1675年)
1674年6月2日 07:00|日本|秋田県|延宝2年4月28日|<出羽久保田延宝2年の大火>(～29日)寅の下刻(16時ごろ)､
  城下､町人町の外町四丁目､広島屋仁左衛門方から出火､翌日の未の下刻(14時ごろ)に鎮火するまで城下の大半
  を焼失/被害は31町､屋敷数983軒､家数にして1960軒､土蔵45棟､寺4か所
1674年6月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾔﾝ･ﾘｰﾌｪﾝｽ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1607年)
1674年6月5日-09:00|日本|  ||延宝2年5月2日|幕府が､僧侶に対する土地･家屋の貸与を禁ずる
1674年6月9日-09:00|日本|福井県鯖江市|延宝2年5月6日|<廃藩>越前吉江藩25000石｢松平昌親｣宗家福井藩を相
  続し統合
1674年6月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｳｶﾞﾊﾞﾗ｣(~16850416)
1674年6月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏﾗﾝ･ﾙ･ﾛﾜ･ﾄﾞ･ｺﾞﾝﾍﾞｳﾞｨﾙ､ﾌﾗﾝｽの詩人､小説家(生年1600年)
1674年6月16日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Pierre Coomans｣
1674年6月16日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Damian de Esplana｣(1期目~16760610
  )
1674年6月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾗｯﾀ国最高統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｳﾞｧｰｼﾞｰ1世｣ﾑｶﾞｰﾙ帝国から脱退
  建国(~16800405没)
1674年6月18日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｻﾝﾀﾌｪ大審問院｣(~16790104
  )
1674年6月20日-09:00|日本|福岡県久留米市|延宝2年5月17日|(~18日)筑後川氾濫し久留米大洪水､御下川に人馬
  流れる
1674年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾛｰﾀﾞｰﾃﾞｲﾙ公･2代ﾛｰﾀﾞｰﾃﾞｲﾙ伯･初代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ｣(~1
  6820824死去)
1674年6月30日-09:00|日本|新潟県長岡市|延宝2年5月27日|<死去>越後長岡藩74000石｢牧野忠成｣40歳⇒長男｢牧
  野忠辰｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年8月25日､隠居)
1674年7月1日-09:00|日本|山口県岩国市|延宝2年5月28日|前年10月に竣工した錦帯橋が洪水で流失
1674年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ3世｣
1674年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~16770623死去)
1674年7月4日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙13年6月|鄭経が泉州攻略
1674年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1674年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~16830829死去)
1674年7月13日-09:00|日本|福島県会津若松市|延宝2年6月10日|会津藩が会津若松城内に藩営学問所｢講所｣を設
  置
1674年7月14日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝ･ﾉﾝ1世｣(~12月)
1674年7月14日-09:00|日本|京都府|延宝2年6月11日|京都おびただしき雷鳴と豪雨の後､梅ほどの大きさの雹が
  降り､雹に当たって人や馬が死亡
1674年7月15日-09:00|日本|大阪府|延宝2年6月12日|枚方から大坂にかけて雷雨､11､2か所に落雷､死亡者が出る
1674年7月17日-09:00|日本|  ||延宝2年6月14日|(13日~)山城南部から摂津､河内､大和一帯が大風雨にさらされ
  淀川水系全域と大和川が氾濫､京都及び枚方から大坂､堺にかけて大洪水/17か所の堤防が決壊､京都では人馬
  水溺死数を知らずとなり､大坂では天満橋､京橋､天神橋などが崩壊/河内､大和など氾らんして民屋の棟を水越
  して､溺死数多く,大坂の野田という所の町家ことごとく流れ､溺死おびただし/溺死するもの幾万人とも数知
  れず未曾有
1674年8月8日-09:00|日本|富山県富山市|延宝2年7月7日|<死去>越中富山藩10万石｢前田利次｣⇒次男｢前田正甫｣
  が継ぐ(⇒宝永3(1706)年4月19日､死去)⇒次男｢前田利興｣が継ぐ(⇒享保9(1724)年7月18日､隠居)
1674年8月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ､ﾌﾗﾝｽの画家(生年1602年)
1674年8月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｳｪｽﾄ｣(~1682.10)
1674年8月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｲｰﾏﾝｽﾞ｣
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1674年8月15日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｶｽﾃﾗｰﾙ伯ﾊﾞﾙﾀｻｰﾙ･ﾃﾞ･ﾗｸｴﾊﾞ･ｴﾝﾘｹｽ｣(~16780707)
1674年8月20日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Baltasar Figueroa y Castilla｣(~1
  675年)
1674年8月27日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢許積｣(~16800430)
1674年8月27日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾄﾞｰﾌｧﾝ砦(ﾄﾗﾅﾛ)を放棄
1674年8月31日-09:00|日本|東京都|延宝2年8月|<死去>二代目中村勘三郎
1674年9月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｼﾗｰﾀﾙ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1677年8月)
1674年9月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾚｰｳｪﾝﾌｯｸが顕微鏡でﾊﾞｸﾃﾘｱを観察
1674年9月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｻﾝﾄﾒ･ﾃﾞ･ﾒﾘｱﾎﾟﾚがｵﾗﾝﾀﾞに再占領された(~10月)
1674年9月8日-09:00|日本|茨城県行方市|延宝2年8月9日|<交替>常陸麻生藩3万石｢新庄直時｣隠居⇒甥｢新庄直矩
  ｣が継ぐ(直時に7千石分知し23000石⇒延宝4年4月30日(16760611)死去継嗣筋違いにより改易)
1674年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ﾏﾛｰ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣
1674年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣(~16920116死去)
1674年9月13日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco Davila Orejon y Gaston｣
1674年9月13日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Pedro Jaspe de Montenegro + Diego F
  ernandez de Araujo｣(~16750101)
1674年9月16日-09:00|日本|  ||延宝2年8月17日|幕府が京都吉田家の位階執奏を禁じ,奈良興福寺寺務職および
  社家位階制を定める
1674年9月16日-09:00|日本|広島県広島市|延宝2年8月17日|広島大暴風雨.城下ほとんど浸水.流失全壊家屋7527
  軒,損家1208軒,死者65人
1674年9月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙13年8月18日|<死去>李氏朝鮮国王｢顕宗｣
1674年9月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ弁務官代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾙﾀﾝ｣(1回目~16750222)
1674年9月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙13年8月23日|<即位>李氏朝鮮国王｢粛宗｣14歳(~17200713死去)
1674年9月23日-09:00|日本|滋賀県長浜市|延宝2年8月24日|<死去>近江小室藩12460石｢小堀正之｣⇒11月15日､長
  男｢小堀政恒｣が継ぐ(⇒元禄7(1694)年1月2日､死去)
1674年9月25日-09:00|日本|東京都中央区|延宝2年8月26日|<死去>二代目中村勘三郎
1674年9月30日-09:00|日本|  ||延宝2年9月|『しのだづま･つりぎつね付あべﾉ清明出生』作･伊藤出羽掾/人形
  浄瑠璃､陰陽師物の初作か
1674年10月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾒｰｹﾞﾝ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾂｰ･ﾌｪｰﾚﾝ｣(~16751008没)
1674年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ｴﾛﾙ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾍｲ｣
1674年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ｴﾛﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲ｣(~17041230死去)
1674年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1674年10月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣ﾁｬｰﾙｽﾞ2世の私生児(⇒16830406ﾉｰ
  ｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公~17160628死去嗣子なく廃絶)
1674年10月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Pedro Moreo｣(~1675年)
1674年10月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾚﾝﾅｰﾄﾞ｣(~17151030死去)
1674年10月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<埋葬>ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾘｯｸ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの詩人(生年1591年)
1674年10月16日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|延宝2年9月17日|宇和島城下で大火､佐伯町が全焼
1674年10月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾍﾙﾌﾞﾗﾝﾄ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾝ･ｴｰｸﾊｳﾄ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1621年)
1674年10月26日-09:00|日本|岐阜県恵那市|延宝2年9月27日|<死去>美濃岩村藩19000石｢丹羽氏純｣⇒長男｢丹羽
  氏明｣が継ぐ(⇒貞享3(1686)年3月3日､死去)
1674年10月27日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾄﾙｸﾞﾘｰﾑﾙ･ﾋﾟｪｰﾄｩﾙｿﾝ､ｱｲｽﾗﾝﾄﾞの司祭､詩人(生年1614年)
1674年10月29日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙13年10月|鄭経が章州攻略
1674年10月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･徳元1年10月|大越後黎朝10代･嘉宗が徳元と改元(-1675)
1674年11月1日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･Atkins卿｣(~1680.4)
1674年11月4日-09:00|日本|東京都|延宝2年10月7日|<死去>狩野探幽(73歳､慶長7(1602)0114生)絵師
1674年11月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの詩人ｼﾞｮﾝ･ﾐﾙﾄﾝ(65歳､16081209生)｢失楽園｣
1674年11月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領東ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｶｰﾀﾚｯﾄ｣(~1682.12死去)
1674年11月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<退任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ﾆｭｰﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ｺﾙｳﾞ｣ﾆｭｰﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄは完
  全にｲｷﾞﾘｽに割譲
1674年11月22日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Jacob de la Haye｣(~12.1)
1674年11月26日-09:00|日本|新潟県五泉市|延宝2年10月29日|<死去>越後村松藩3万石｢堀直吉｣⇒次男｢堀直利｣
  が継ぐ(⇒正徳元(1711)年､隠居)
1674年11月28日-09:00|日本|東京都中央区|延宝2年11月|相模三崎村ほか17浦の漁民が江戸本小田原町･本船町
  の魚問屋と口銭をめぐって争い,本材木町に新肴場を開設
1674年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ西ｲﾝﾄﾞ会社が破産
1674年12月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟはﾌﾗﾝｽ王領植民地
1674年12月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾙﾃｨﾆｸはﾌﾗﾝｽ王領植民地
1674年12月1日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Henry Esse d'Orgeret｣(~16780617死去)
1674年12月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｲﾄﾞ｣
1674年12月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｲﾄﾞ｣(~17091031死去)
1674年12月13日-09:00|日本|京都府綾部市|延宝2年11月16日|<交替>丹波綾部藩19500石｢九鬼隆季｣隠居⇒長男｢
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  九鬼隆常｣が継ぐ(⇒元禄11(1698)年4月1日､死去)
1674年12月13日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|延宝2年11月16日|<交替>陸奥国棚倉藩5万石｢内藤信良｣隠
  居⇒再従弟｢内藤弌信｣が継ぐ(⇒宝永2(1705)年4月22日､駿河田中藩5万石に移封)
1674年12月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌﾗﾝﾂ｣
1674年12月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｶｰﾙ･ｵｲｹﾞﾝ｣(~1681年)
1674年12月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝが逃亡先のﾙｰｱﾝで/66歳(誕生16080228)ｲｷﾞﾘｽの政治家で大法
  官,歴史家
1674年12月27日-09:00|日本|  ||延宝2年12月|<刊行>関孝和｢発微算法｣
1674年12月27日-08:00|中国|  ||清･康熙13年12月|陜西提督の王輔臣が呉三桂に呼応して反乱をおこす
1674年12月28日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｯﾀ4世｣(1回目~1695年)
1675年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Willem Korput｣(~1676年)
1675年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ｽﾙﾀﾝ･ｵﾏﾙ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾌﾙﾑ･ﾗｰｼﾞｬ･ｻｸﾃｨ｣(~1721年10月没)
1675年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｽ国ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Shafi ud-din1世｣(~1685年)
1675年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Sibori Amsterdam｣(~1689年)
1675年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王｢ﾁｪﾌﾀﾗｲ｣(~1707年)
1675年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾗﾔﾝ･ｼﾝ･ﾏﾝﾗｰｼﾞ｣(~1709年)
1675年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ｻｰﾙ･ﾃﾞｻｲ)｢ｹﾑ･ｻｳﾞｧﾝ2世｣(~1709年2月没)
1675年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙﾜﾆ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾞｮﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1700年没)
1675年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾄﾗｻﾙ｣(~1731年)
1675年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｳﾞｨﾔﾝｺｰｼﾞｰ｣(~1684年死去)
1675年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾙﾄﾘ王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ5世｣
1675年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｶﾌｧ帝国ｶﾌｨ･ｱﾃｨｵ｢ｶﾞﾘ･ｷﾞﾉﾁｮ｣(~1710年)
1675年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾒﾘﾅ王国君主｢King Andriamasinavalona｣(~1710年)
1675年-03:00|ｹﾆｱ|  |||ﾏｻｲ人がｹﾆｱまで南下
1675年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｾﾍﾞｼ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1676年､徴税中の暴力により
  軍に投獄された)
1675年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ibrahim Pasha2世｣(~1676年)
1675年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ
  ｣⇒代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｱｷﾞｱﾙ｣(~1676年)
1675年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1702年)
1675年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ｷﾘﾏ2世ﾙｼﾞｭｷﾞﾗ｣(~1708年)
1675年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||ﾂﾁ族の王ﾝﾀﾚ･ﾙｼｬﾁがﾌﾞﾙﾝﾃﾞｨに王都を建設
1675年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾗｰﾄﾞ2世｣
1675年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾋﾞｼﾞｬｴﾙﾓｻ公爵ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ｱﾗｺﾞﾝ･ﾃ
  ﾞ･ｸﾞﾚｱ･ｲ･ﾎﾞﾙﾊ｣(~1677年12月)
1675年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾁ･ﾍﾞｸﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1677年)
1675年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世ｱﾙﾑﾗﾃﾞｨ｣(~16961014死去)
1675年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｯｼｰﾆが土星の輪に間隙のあることを発見
1675年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｷｬﾝﾃﾞｨ王国のﾗｼﾞｬｼﾝﾊ2世とｵﾗﾝﾀﾞとの間に､休戦協定が結ばれる
1675年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｺｰﾈ戦争(～1679)
1675年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｪﾘｰに商館を建設
1675年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾊﾟｰｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の息子(⇒17011017初代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)~1
  7160511死去非ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ爵位剥奪)
1675年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ｲﾝﾁｷﾝ伯ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣(~1680年)､代行｢ﾊﾟｰﾑｽﾞ･ﾌｪｱﾎﾞｰﾝ卿｣
  (~1680年)
1675年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Christopher Johansen Heideman｣(~
  1680年)
1675年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのﾏｾﾄﾞが｢王国への技術導入に関する論考｣刊
1675年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ副総督｢ﾛｰﾗﾝﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ｣(1回目~1678年)
1675年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督代理｢John Carroll｣(~同年)
1675年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾗﾝﾃﾞ侯爵ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｻﾝﾄ･ﾏﾙﾄ｣(~1679年)
1675年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾏﾘﾁｬﾗｰﾙ･ｲ･ｳﾞｧﾚｰﾎ｣(2回目~167
  6年)
1675年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Francisco Trevino｣(~1679年)
1675年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾛﾖﾗのﾎﾟｰﾙ｣(~1681年)
1675年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||先住民指導者ﾎﾟｰﾌﾟは反乱を組織.21人の聖職者をふくむ400人の入植者を殺害.ｻﾝﾀﾌｪ
  を包囲
1675年1月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Manuel Felipe de Tovar y Banes de Me
  ndieta + Domingo Galindo y Sayas｣(~16770101)
1675年1月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾁｭﾚﾝﾇ元帥がﾁｭﾙｸﾊｲﾑの戦いでﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ軍を破る
1675年1月12日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官｢ｼﾒｲとｸﾛｲ･ﾀﾞﾚﾝﾍﾞﾙｸ公ﾌｨ
  ﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾘｰﾆｭ･ｱﾚﾝﾍﾞﾙｸ｣
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1675年1月12日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官代行｢ｸﾞﾗﾝｸｰﾙ男爵ｼﾞｬﾝ･ｼ
  ｬﾙﾙ･ｸﾚﾃｨｱﾝ･ﾄﾞ･ｻﾝﾀﾞｽ･ｴ･ﾙｰｳﾞﾆｰ｣(~同年)⇒総督兼総司令官｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾗﾝﾂ･ﾃﾞｼﾞﾃﾞﾘｳｽ･ﾌｭﾙｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾅｯｻｳ･ｼﾞｰｹﾞﾝ｣(~1
  680年)
1675年1月22日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|延宝2年12月27日|<死去>備中庭瀬藩21000石｢戸川安宣｣27歳⇒翌
  年3月23日､長男｢戸川安風｣が継ぐ(弟｢達富｣に1千石を分与し2万石⇒延宝7年11月2日(16791204)死去無嗣断絶
  )
1675年1月25日-09:00|日本|島根県浜田市|延宝2年12月30日|<死去>石見浜田藩5万石｢松平(松井)康映｣⇒翌年2
  月25日､三男｢松平康宦｣が継ぐ(⇒延宝4(1677)年12月15日､弟｢康明｣に新田2000石を分与⇒宝永2(1705)年1月2
  7日､隠居)
1675年1月26日-08:00|中国|  ||清･康熙14年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ﾛｻﾞﾝ･ｼﾞﾝﾊﾟ｣(~1679年)
1675年1月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣
1675年2月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾆｺﾛ･ｻｸﾞﾚｰﾄﾞ｣(~16760814死去)
1675年2月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾍﾗﾙﾄ･ﾄﾞｳ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1613年)
1675年2月13日-09:00|日本|広島県三次市|延宝3年1月19日|<死去>備後三次藩5万石｢浅野長治｣⇒3月23日､甥｢浅
  野長照｣が継ぐ(⇒元禄4(1691)年12月2日､隠居)
1675年2月20日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|延宝3年1月26日|<死去>播磨赤穂藩5万石｢浅野長友｣33歳⇒3月25日､
  嫡男｢浅野長矩｣が継ぐ(⇒元禄7年8月21日(16941009)､弟｢長広｣を仮養子に迎え入れ新田3000石を分知⇒元禄1
  4年3月14日(17010421)切腹改易)
1675年2月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ弁務官｢ﾌﾗﾝｿﾜ男爵｣(~5.5)
1675年2月24日-09:00|日本|静岡県富士宮市|延宝3年1月30日|重須書院より出火5ｹ坊･山門等焼失､前後11回何れ
  も放火による/重須放火犯学頭日然逃走
1675年3月7日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ副総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾓｰｶﾞﾝ卿｣(1回目~14日)
1675年3月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾀﾞﾝﾊﾞｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~16920320死去)
1675年3月14日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ副総督｢ｼﾞｮﾝ･ｳﾞｫｰﾝ､ｳﾞｫｰﾝ卿｣(~16780314)
1675年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｰｽﾞ公･ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｮｾﾞﾌ｣
1675年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾏﾘｰ｣(~16880303死去)
1675年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ｴﾙﾝｽﾄ1世敬虔公｣
1675年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~17070428死去)
1675年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ公ｴﾙﾝｽﾄ1世の息子(~16990806死去
  )
1675年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(1680年まで､6人の弟と共同統治.
  1680年に弟に領土分与~16910802死去)
1675年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ｣(~17151017死去)
1675年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣(~17060427死去)
1675年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾚﾑﾋﾙﾄ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣(~17100513死去)
1675年4月-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾘｸﾛﾌ･ﾌｧﾝ･ｺﾞﾝｽ･ﾃﾞ･ﾖﾝｹﾞ｣(~16791202)
1675年4月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで印紙税一揆
1675年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｯﾁ｣
1675年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾘｯﾁ｣先代の息子(~17010731死去)
1675年4月 02:00|英領SG･SS諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｳｽｼﾞｮｰｼﾞｱはｲｷﾞﾘｽの商人ｱﾝｿﾆｰ(ｱﾝﾄﾆｵ)ﾃﾞﾗﾛｼｭによって発見され､
  後にﾛｼｭ島と名付けられた
1675年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｾﾗﾌｨｰﾆ｣
1675年4月6日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Alonso de Campos y Espinosa｣(~1678年
  死去)
1675年4月23日-07:00|日本|富山県|延宝3年3月29日|<富山延宝3年の大火｢細野焼｣>丑の刻(午前2時頃)西田地方
  町の細野弥左衛門の長屋(敷地内の家来が住んでいる建物)から出火､近隣の数戸を焼いた/その後､散地町へ飛
  び火して町家千数百戸を焼失した後､炎は城内本丸に進入､御殿をはじめすべてを焼き尽くす/三の丸西南の枡
  形門から藩の米穀倉庫･赤蔵も類焼､米4000石余､大豆155石余を灰にして酉の刻(20時頃)ようやく鎮火
1675年4月26日-09:00|日本|広島県庄原市|延宝3年4月2日|安芸国三上郡庄原町残らず全焼
1675年4月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永治1年4月3日|<死去>後黎朝(大越)後期第10代皇帝｢嘉宗｣
1675年4月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永治1年4月3日|<即位>後黎朝(大越)後期第11代皇帝｢熙宗｣(~1705.4
  譲位)永治と改元(~1680年旧10月)
1675年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｼﾞｮﾝ･ｼｰﾓｱ｣
1675年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｼｰﾓｱ｣(~16780420死去)
1675年5月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾋﾀ･ｲ･ｻﾗｻｰﾙ｣(~16800928)
1675年5月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ弁務官｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾙﾀﾝ｣(2回目~16810526)
1675年5月18日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾐｼﾙﾘｵ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1677年1月)
1675年5月23日-09:00|日本|東京都小笠原村|延宝3年4月29日|唐船御船の船頭嶋谷市左衛門が幕命により唐船模
  造船で苦難の末､江戸の南方､父島など無人島を発見､父島湊内に錨をおろす
1675年5月25日-09:00|日本|島根県松江市|延宝3年閏4月1日|<死去>出雲松江藩18万6千石｢松平綱隆｣⇒5月晦日､
  四男｢松平綱近｣が継ぐ(⇒宝永元(1704)年5月29日､隠居)
1675年6月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ2世｣



1680迄(2638件)

1675年6月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ2世｣(⇒17200217ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王位に置かれ
  た~17300907~17321031死去)
1675年6月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾙｰﾄ｣(~16760913)
1675年6月14日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｽﾖﾙｸ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1677年3月)
1675年6月17日-09:00|日本|千葉県君津市|延宝3年閏4月24日|<死去>上総久留里藩2万石｢土屋利直｣⇒長男｢土屋
  直樹(頼直)｣が継ぐ(⇒延宝7(1679)年8月7日改易･蟄居)
1675年6月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰ･ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでﾌｨﾘｯﾌﾟ王戦争が勃発
1675年6月22日-09:00|日本|茨城県古河市|延宝3年閏4月29日|<死去>下総国古河藩10万石｢土井利久｣⇒5月晦日､
  叔父｢土井利益｣が継ぐ(7万石に減封⇒延宝9(1681)年2月25日､志摩鳥羽7万石へ転封)
1675年6月25日-09:00|日本|埼玉県行田市|延宝3年5月3日|<死去>阿部忠秋(生年1602年)前武蔵忍藩主､元老中
1675年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑが(55)が､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ軍をﾍﾞﾙﾘﾝ北
  東のﾌｪｰﾙﾍﾞﾘﾝで撃破､ﾎﾞﾝﾒﾙﾝを獲得
1675年6月28日-09:00|日本|岐阜県中津川市|延宝3年5月6日|<死去>美濃苗木藩10521石｢遠山友貞｣病死⇒7月6日
  ､長男｢遠山友春｣が継ぐ(⇒正徳2(1712)年2月16日､隠居)
1675年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱでｲﾝﾃﾞｨｱﾝ諸部族と植民者の戦争が勃発
1675年7月1日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｶﾋﾞﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱｽﾝｼｵﾝ｣(~1676年)
1675年7月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾛｸｽﾊﾞﾗ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｶｰ｣
1675年7月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾛｸｽﾊﾞﾗ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰ｣(~16820506死去)
1675年7月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀﾞ･ﾊﾟｻｰﾉ｣(~16770711)
1675年7月11日-09:00|日本|島根県隠岐郡隠岐の島町|延宝3年5月19日|幕府､長崎代官末次平蔵父子を密貿易の
  咎で隠岐国に配流
1675年7月20日-09:00|日本|千葉県成田市|延宝3年5月28日|<死去>下総高岡藩11500石｢井上政清｣⇒8月5日､次男
  ｢井上政蔽｣が継ぐ(弟｢政式｣に1500石を分与し1万石⇒正徳6(1716)年3月1日､死去)
1675年7月22日-09:00|日本|茨城県猿島郡|延宝3年5月30日|<廃藩>常陸下妻藩1万石｢土井利益｣宗家古河藩7万石
  を相続
1675年7月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾁｬｰﾙｽﾞ｣(~16801017死去ﾌﾟﾘﾏｽ伯爵位廃絶)
1675年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ艦隊がｵﾗﾝﾀﾞ･ｽﾍﾟｲﾝ艦隊を破ってｼﾁﾘｱを占領
1675年8月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾏｰﾁ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣ﾁｬｰﾙｽﾞ2世の非嫡出子(⇒9.9兼ﾚﾉｯｸｽ公
  ･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯~17230527死去)
1675年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ近郊のｸﾞﾘﾆｯｼﾞに､王立天文台(ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ天文台)が創設される
1675年8月12日-09:00|日本|東京都小笠原村|延宝3年6月21日|代官伊奈忠易無人島(小笠原)を探検して帰国し､
  珍しい動物や植物を幕府に献上
1675年8月15日-09:00|日本|東京都|延宝3年6月24日|山鹿素行､配流を赦され江戸にもどる
1675年8月27日-09:00|日本|  ||延宝3年7月7日|幕府､関東8ヵ国の鉄砲改めを行い､農民と浪人の鉄砲所持を禁
  止
1675年9月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾀｰﾄﾙ島総督代行｢ｷｭｼｰ卿ﾋﾟｴｰﾙ=ﾎﾟｰﾙ･ﾀﾗﾝ｣(1回目~1676年8月)
1675年9月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Frederick｣
1675年9月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢John Ernst｣(⇒1688年､ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯~17190227
  死去)
1675年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚﾉｯｸｽ公･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾏｰﾁ伯(~17230527死去)
1675年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ公･初代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣(⇒17091009兼2代ｸﾘｰｳ
  ﾞﾗﾝﾄﾞ公~17300909死去)
1675年9月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣初代ﾕｰｽﾄﾝ伯(~16901009死去)
1675年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼｬﾙﾙ4世(3世)｣
1675年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼｬﾙﾙ5世(4世)｣兼ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続
  人の称号)｢ｶﾙﾛ｣ﾆｺﾗ2世の次男(~16900418死去)
1675年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｧﾚﾝﾃｨｰﾇ･ｺﾝﾗｰﾙ､ﾌﾗﾝｽの詩人､文法学者､ｱｶﾃﾞﾐｰ･ﾌﾗﾝｾｰｽﾞ創設者(生年16
  03年)
1675年9月24日-09:00|日本|静岡県藤枝市|延宝3年8月5日|<領土返還>駿河国田中藩2万石｢西尾忠成｣､叔父｢忠知
  ｣死去により5000石還付⇒25000石(⇒延宝7(1679)年9月6日､信濃小諸藩25000石に移封)
1675年9月25日-09:00|日本|山形県鶴岡市|延宝3年8月6日|<死去>出羽松山藩2万石｢酒井忠恒｣⇒長男｢酒井忠豫｣
  が継ぐ(⇒享保17(1732)年11月25日､隠居)
1675年9月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾏﾇｴﾙ･ﾛﾍﾟｽが率いる280名の部隊,ﾊﾟﾙﾏﾚｽ掃討作戦を展開.｢2千の家が立ち並
  ぶ町｣を制圧し,逃亡奴隷45人を捕獲
1675年10月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Jose Frias｣(~1680年)
1675年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの数学者で発明家ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ(誕生1638年)反射望遠鏡を発明した
1675年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾄｼｰﾆ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1675年10月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾒｰｹﾞﾝ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾂｰ･ﾌｪｰﾚﾝ｣(~16850707没)
1675年10月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾀｼﾞ･ｳﾙ=ｱﾗﾑ女王｣
1675年10月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾇｰﾙ･ｱﾗﾑ女王｣(~16780123死去)
1675年10月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞﾙ･ﾍﾟﾙｿﾝ･ﾄﾞ･ﾛﾍﾞﾙｳﾞｧﾙ､ﾌﾗﾝｽの数学者(生年1602年)運動力学に業績が
  あり微積分学の先駆者の一人
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1675年10月29日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾚｰｱｽ･ﾊﾝﾏｰｼｭﾐｯﾄ､ﾎﾞﾍﾐｱ出身でﾄﾞｲﾂで活動した作曲家､ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ
  (生年1611年または1612年)
1675年11月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮｼｱ･ｳｨﾝｽﾛｰ,ﾅﾗｶﾞﾝｾｯﾄ族の婦女子を大虐殺
1675年11月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<埋葬>ｱﾗｰﾙﾄ･ﾌｧﾝ･ｴｰﾌｪﾙﾃﾞｨﾝﾍﾝ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家､版画家(生年1621年)
1675年11月16日-09:00|日本|奈良県奈良市|延宝3年9月29日|<死去>大和柳生藩1万石｢柳生宗冬｣(生年1613年)⇒
  11月26日､次男｢柳生宗在｣が継ぐ(⇒元禄2(1689)年4月13日､36歳で死去)
1675年11月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ｣
1675年11月21日-01:00|ﾁｪｺ|  |||残りのﾋﾟｱｽﾄ王領ﾚｸﾞﾆﾂｧがﾎﾞﾍﾐｱに復帰
1675年11月22日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸの天文学者ｵｰﾚ･ﾚｰﾏｰは､木星の衛星ｲｵの公転運動を観測することか
  ら光速度を算出し､その結果をﾊﾟﾘの科学ｱｶﾃﾞﾐｰに報告
1675年11月26日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢暫定政権:ｱｺﾞｽﾃｨｰﾆｮ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ･ﾓﾝ
  ﾃｲﾛ(1677年没)/ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ･ｺﾙﾃﾞｲﾛ/ｱﾝﾄﾆｵ･ｹﾞﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ/ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｽ･ｴ･ｺﾝﾄﾚｲﾗｽ(~1677年)｣(
  ~16780315)
1675年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾋﾞｰ伯｢ﾊﾞｼﾙ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣
1675年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾋﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣(~16850823死去)
1675年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾝﾄﾆｰ･ﾗｽｶﾘｽ･ﾙｾｯﾄ｣(~16781206)
1675年12月15日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<埋葬>ﾖﾊﾈｽ･ﾌｪﾙﾒｰﾙ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1632年)
1675年12月17日-08:00|中国/台湾|  ||南明･永暦29年11月|鄭成功の子･鄭経が福建章州を占領
1675年12月24日-09:00|日本|茨城県笠間市|延宝3年11月8日|<死去>井上正利(生年1606年)前常陸笠間藩主､元寺
  社奉行
1675年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1675/12/19|ｲｷﾞﾘｽでｺｰﾋｰ禁止令発布/ｺｰﾋｰ店の反発で11日で取り消す
1676年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾔﾑﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ﾗｼﾞｬ･ﾊﾞｼﾞｬｳ｣
1676年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Willem Harthouwer｣(~1677年)
1676年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｬｯｸ･ｺｰﾘｴ｣(~1679年没)
1676年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｶｼﾑ･ﾔｸｰﾄ･ｶｰﾝ2世｣建国(~1703年没)
1676年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ･ﾜｼﾞｰﾙ｢Kasim Yaqut Khan2世｣(~1703年死去)
1676年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ11世｣(~1688年)
1676年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｶﾍﾃｨはﾍﾟﾙｼｬ(ｲﾗﾝ)に併合(~1703年)
1676年-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人入植者がﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島へ移住
1676年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｶﾌﾟﾗﾝ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ･ﾒﾙﾂｨｵｺﾝﾙ｣(2回目~1677年)
1676年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾝｽﾞﾜﾆ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘﾏ3世｣(~1711年頃)
1676年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kara Mehmed Pasha｣(~1678年)
1676年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｱﾙﾊﾞﾆｱ人ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~1680年)
1676年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Osman Pasha Bustardji｣(1期目~1679年)
1676年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ･ﾌﾚｲﾚ｣
  (2回目~1681年)
1676年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官代行｢ｺﾝﾌﾗﾝ侯ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾜﾄｳﾞｨﾙ ｴ･
  ﾄﾞ･ｼﾞｭｰ｣(~同年)
1676年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｳﾞｧﾝﾌﾘｰﾄ方伯[ﾍｯｾﾝ=ﾗｲﾝﾌｪﾙｽ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯ｴﾙﾝｽﾄ1世の息子]ｶｰﾙ(~1711年)
1676年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾊﾟｳﾞｫ･ｽﾁｯﾁ｣(~1678年)
1676年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏﾝ島知事｢Henry Nowell｣
1676年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ･ﾍﾞｾﾞﾗ｣(1回目~1682年)
1676年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Martinho de Mascarenhas｣
1676年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Joao de Mascarenhas｣(~1692年)
1676年 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾌﾗﾝｽ/ﾐｸﾛﾝ島|  |||<死去>ｲﾚﾌﾞﾝ･ｻｳｻﾞﾝｽﾞ諸島司令官｢Chevalier de Maynie｣
1676年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Josephus Flaccius｣(1期目~16801221)
1676年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾙｶﾄﾞ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｬｺﾙﾀ｣(~1681年没)
1676年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｲ･ｱﾔﾗ｣(~1679年)
1676年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||大西洋岸の港ﾏﾃｨｰﾅに海賊の襲撃
1676年1月10日 03:00|日本|京都府京都市|延宝3年11月25日|<京都延宝3年の大火>午の中刻(午前12時ごろ)､内
  裏の西方にあたる一条上ﾙ油小路の生駒主殿頭留守居･田中治兵衛宅から出火､一条より上立売､下加茂､河合の
  社(河合神社)まで､東は寺町までと公家町を中心に京都の中心部を灰にした/霊元天皇が仮内裏としていた近
  衛邸を始め､本院(第109代明生天皇が1643年に退位後の称号)御所の一部や新院(第111代後西天皇が1663年に
  退位後の称号)の仮御所の八条宮邸､後水尾法王の御殿をはじめとして､女院の東福門院御所､伏見､有栖川など
  宮家屋敷など67か所の公家屋敷が焼失/再建造営中だった内裏は､奉行の松平伊予守や千石因幡守をはじめ駆
  けつけた数百人の武士たちの働きによって類焼は免れた/京中の町家の被害は､町数で112町､家数で2602軒/強
  風に乗って飛び火し､火元から2km離れた鴨川の東河原へも炎が拡大､今出川通り北の下鴨､田中村での30余軒
  が類焼/そのほか寺院21か所､塔頭(寺院の子院など)69軒/100余人が死亡
1676年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾑｰｱ｣
1676年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾑｰｱ｣(~1679年)
1676年1月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｨﾔﾝｺｰｼﾞｰはﾏﾄﾞｩﾗｲ･ﾅｰﾔｶ朝ｱﾗｷﾞﾘ･ﾅｰﾔｶを破り､ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙを占拠し自らがﾀﾝｼ
  ﾞｬｰｳﾞｰﾙのﾗｰｼﾞｬ(王)と宣言.ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国が成立
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1676年1月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｶｳﾞｧｯﾘ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1602年)
1676年2月2日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾖﾅｽ3世｣(~16960617没)
1676年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>2代ｱｿﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣⇒初代ｱｿﾙ侯(~17030506死去)3代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯
1676年2月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月29日|<死去>ﾛｼｱ皇帝｢ｱﾚｸｾｲ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁ｣46歳(誕生16290321)
1676年2月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月29日|<即位>ﾛｼｱ皇帝｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ3世｣15歳.ｱﾚｸｾｲ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁの長男(~1682042
  7没)
1676年2月14日-09:00|日本|香川県高松市|延宝4年|松平頼重,香西郡坂田村の千光寺を高松城下に移し霊源寺と
  改める
1676年2月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾎﾞｽ､ﾌﾗﾝｽの画家(生年1603年前後)
1676年2月16日-09:00|日本|滋賀県彦根市|延宝4年1月3日|<死去>近江彦根藩30万石(老中)｢井伊直澄｣(生年1625
  年)⇒家督は甥｢井伊直興(直該)｣が継ぐ(⇒元禄14(1701)年3月5日､隠居)
1676年2月26日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|延宝4年1月13日|<死去>陸奥三春藩5万石｢秋田盛季｣⇒次男｢秋
  田輝季｣が継ぐ(⇒正徳5(1715)年12月7日､隠居)
1676年2月27日-09:00|日本|福井県坂井市|延宝4年1月14日|<死去>越前丸岡藩4万石｢本多重昭｣⇒長男｢本多重益
  ｣が継ぐ(⇒元禄8(1695)年3月23日､家臣間の騒動の責めを問われ改易)
1676年3月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国大宰相代行｢ｵｰｳﾞｪ･ｼﾞｭｴﾙ･ﾃｨﾙ･ｳｨﾚｽﾄﾙﾌﾟ｣(~5.13)
1676年3月14日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾖﾊﾝ･ﾊﾞｯｸｽ･ﾌｧﾝ･
  ﾍﾚﾝﾀｰﾙｽ｣(~16780629)
1676年3月14日-08:00|中国|  ||清･康熙15年2月|尚可喜の子･尚之信が呉三桂に呼応して反乱に参加
1676年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1676年4月2日-09:00|日本|石川県金沢市|延宝4年2月19日|<金沢延宝4年の大火>金沢､木新保･宮腰口出火､家数1
  300軒ばかり焼失
1676年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/仏領ｷﾞｱﾅ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｷﾞｱﾅのｶｲｴﾝﾇをｵﾗﾝﾀﾞ艦隊が攻撃し,占拠
1676年5月5日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅのｵﾗﾝﾀﾞ司令官｢Jacob Binckes｣(~12.20)
1676年5月5日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｷﾞｱﾅをｵﾗﾝﾀﾞが占領(~12.20)
1676年5月9日-09:00|日本|大分県大分市|延宝4年3月27日|<交替>豊後府内藩22200石｢松平忠昭｣隠居)⇒長男｢松
  平近陳｣が継ぐ(⇒宝永2(1705)年11月11日､隠居)
1676年5月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ植民地で､農民たちがｲﾝﾃﾞｨｱﾝ討伐軍を組織して､総督に対して反乱を
  起こす(ﾍﾞｰｺﾝの反乱)
1676年5月11日 01:00|日本|新潟県|延宝4年3月29日|<越後高田延宝4年の大火>巳の刻(午前10時ごろ)､高田城下
  の街の南端､伊勢町口から一丁(約110m)も離れた大崎郷高田新田の農家から出火,炎は関町へ飛んで焼け落と
  し､それより城下の街の方へと延び､火勢はますます激しく､廻り風(火災旋風)に乗って四方へ飛び火/府古町
  より本町通りの表町通り､職人町へと焼け拡がり､その裏の武家屋敷も残らず焼け落とした/西へ延びた炎は寄
  町の細川昌庵の隣まで延びて止まった/その時､西の風に変わり直江町あたりまでにあるおおよその町家や武
  家屋敷の大半が焦土と化した/侍屋敷240軒､町家37町が焼失
1676年5月13日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国大宰相｢ｱｰﾚﾌｪﾙﾄ伯爵ﾌﾘｰﾃﾞﾘﾋ･ｿｺﾞｰﾙ｣(~16860707没)
1676年5月15日-09:00|日本|大阪府|延宝4年4月3日|<加増移封>相模･下総･武蔵･常陸国内2万石｢戸田忠昌｣⇒畿
  内3万石(⇒天和元(1681)年7月､河内1万石加増され4万石)
1676年5月15日-09:00|日本|京都府京都市|延宝4年4月3日|<就任>京都所司代｢戸田忠昌｣(⇒1681(天和1年11月15
  日))
1676年6月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｶｰﾙ･ｶｽﾊﾟｰﾙ｣
1676年6月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ8世｣(~17110106死去)
1676年6月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾟｳﾙ･ｹﾞﾙﾊﾙﾄ､ﾄﾞｲﾂの賛美歌作詞家(生年1606年)
1676年6月7日-09:00|日本|岡山県津山市|延宝4年4月25日|<立藩>美作津山新田藩15000石｢森長俊｣津山藩から分
  与(⇒貞享元(1684)年10月21日､正式に公認された⇒元禄10(1697)年10月19日､播磨三日月藩に移封
1676年6月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Alexandre de Moura e Albuquerque｣(~16800410)
1676年6月10日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事代理｢Francisco de Irisarri y Vivar
  ｣(~16780621)
1676年6月11日-09:00|日本|茨城県行方市|延宝4年4月30日|<死去改易>常陸麻生藩23000石｢新庄直矩｣継嗣筋違
  いにより
1676年6月12日-09:00|日本|  ||延宝4年5月|藤林左式次保武が忍術の百科全書｢万川集海｣を著す
1676年6月15日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ､ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ島全体を占領(~30日)
1676年6月15日-09:00|日本|岐阜県郡上市|延宝4年5月4日|<死去>美濃八幡藩24000石｢遠藤常友｣49歳⇒次男｢遠
  藤常春｣が継ぐ(⇒元禄2(1689)年3月24日､死去)
1676年6月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾘｰﾄ｣(~1683年)
1676年6月17日-09:00|日本|広島県|延宝4年5月6日|<延宝4年梅雨前線豪雨>(~7日)広島領内で洪水が起こり､道
  路､橋梁､堤防の破損は多大､田畑損耗は3万7000石余､流出全壊家屋1122軒､死者7人
1676年6月18日-09:00|日本|京都府京都市|延宝4年5月7日|<延宝4年梅雨前線豪雨>京都では加茂川の堤防が決壊
  し､洪水で堀川あたりの家々が多く流失/五条･三条両大橋流出
1676年6月30日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｶﾙﾄﾞｰｿﾞ･ﾋﾟｻﾛ｣(~8.20没)
1676年6月30日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ､ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ島全体を占領(~16900127)
1676年7月1日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾁﾘﾝｸﾞﾜｰｽ｣(~1677年)
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1676年7月11日-08:00|中国|  ||清･康熙15年6月|王輔臣が清に降伏
1676年7月11日-09:00|日本|山形県鶴岡市|延宝4年6月1日|幕府が庄内･羽黒山に山伏法度を出す
1676年7月12日-09:00|日本|島根県鹿足郡|延宝4年6月2日|石見で大地震/津和野城に被害/家屋133戸倒壊､海土
  手936間が崩れる
1676年7月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｲｯﾀｰ方伯｢ｹﾞｵﾙｸ3世｣1代で断絶
1676年7月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>238代ﾛｰﾏ教皇ｸﾚﾒﾝｽ10世[1590年07月12日生～](享年86)
1676年7月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾅﾄﾘｰ｣(~1679年)
1676年7月31日-09:00|日本|茨城県行方市|延宝4年6月21日|<再立藩>常陸麻生藩1万石｢新庄直時｣(⇒延宝5年7月
  27日(16770825)死去)
1676年8月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾀｰﾄﾙ島総督｢ﾌﾟｱﾝｾ卿ｼﾞｬｯｸ･ﾇｳﾞｰ･ﾄﾞ･ﾌﾟｱﾝｾ｣(2回目~1681年8月)
1676年8月5日-09:00|日本|愛媛県今治市|延宝4年6月26日|<交替>伊予今治藩4万石｢松平(久松)定房｣隠居⇒次男
  ｢松平定時｣が継ぐ(⇒同年8月19日､死去)
1676年8月9日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|延宝4年6月30日|<交替>出羽本荘藩2万石｢六郷政勝｣隠居⇒長男｢
  六郷政信｣が継ぐ(⇒貞享2(1685)年7月21日､死去)
1676年8月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾜﾑﾊﾞﾉｱ族の大酋長ﾒﾀｶﾑが射殺され､ﾒﾀｶﾑの戦いが終焉
1676年8月13日-09:00|日本|  ||延宝4年7月4日|<延宝4年7月台風>(～5日)大風､洪水にて､44万2634石(尾張藩表
  高61万9500石の71%)､圃(畑)2023町(20平方km)害をこうむり､屋舎(家屋)2417流失し､男女18人､馬30匹溺死
1676年8月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾆｺﾛ･ｻｸﾞﾚｰﾄﾞ｣
1676年8月15日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢al-Mutawakkil Isma'il｣
1676年8月15日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊｻﾝ｣ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｲｽﾏｲｰﾙの甥(~16810629
  死去)
1676年8月16日-09:00|日本|  ||延宝4年7月7日|幕府が､関東8ヵ国の鉄砲改めを行う/農民と浪人の鉄砲所持が
  禁止
1676年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾝｽ･ﾔｰｺﾌﾟ･ｸﾘｽﾄｯﾌｪﾙ･ﾌｫﾝ･ｸﾞﾘﾝﾒﾙｽﾊｳｾﾞﾝ､ﾄﾞｲﾂの作家(生年1621年)
1676年8月20日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院+ﾌﾚｲｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･S.ﾃﾞｨｵﾆｭｿ
  ｽ｣(~1678年4月)
1676年8月25日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｴｱｰｽﾞ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ｴ･ﾒﾈｾｽ｣(~
  16800911)
1676年8月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~16840115死去)
1676年8月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮｱﾝ･ｾﾚﾛｰﾙｽ､ｶﾀﾙｰﾆｬの修道士､作曲家(生年1618年)
1676年8月30日-09:00|日本|福井県福井市|延宝4年7月21日|<交替>越前福井藩47万5千石｢松平昌親｣隠居⇒甥｢松
  平綱昌｣が継ぐ(⇒貞享3(1686)年閏3月6日､狂気を理由に蟄居)
1676年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ｼﾞｬﾝ､ﾌﾗﾝｽの著述家(生年1626年)
1676年9月1日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||(~16771212)ｵﾗﾝﾀﾞ植民地がｵﾗﾝﾀﾞのｵﾗﾝﾀﾞ州により再建
1676年9月13日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾊｰﾏﾝ･ｱﾌﾞﾗﾑｾﾝ｣(~16800326)
1676年9月18日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|延宝4年8月11日|<死去>日向国佐土原藩3万石｢島津忠高｣26歳⇒従弟｢
  島津久寿｣が継ぐ(⇒元禄3(1690)年5月29日､隠居)
1676年9月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第240代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ11世｣(~16890812死去)
1676年9月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｱﾙﾃﾞﾗﾉ･ｻｲﾎﾞ｣(~16890812)
1676年9月26日-09:00|日本|愛媛県今治市|延宝4年8月19日|<死去>伊予今治藩4万石｢松平定時｣⇒10月25日､次男
  ｢松平定陳｣が継ぐ(弟｢定道｣へ5000石分知し35000石⇒元禄15(1702)年9月6日､36歳で死去)
1676年9月30日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞｲﾖﾝをﾌﾗﾝｽが占領(~16780501)
1676年10月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ｲｪﾝｽ･ﾕｴﾙ･ﾃｨﾙ･ﾌｫﾙｽﾚｳﾞｶﾞｰﾄﾞ･ﾃｨﾙ･ｼﾞｭｴﾘﾝｹﾞ｣(~168
  3年1月)
1676年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣
1676年10月6日-09:00|日本|愛知県岡崎市|延宝4年8月29日|<死去>三河岡崎藩4万石｢水野忠善｣⇒10月､長男｢水
  野忠春｣が継ぐ(⇒元禄5年10月15日(16921122)死去)
1676年10月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞｰｺﾝが死に､ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱの反乱が分解
1676年10月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾒﾙｼﾞﾌｫﾝ･ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~16831225)
1676年10月19日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾌｪﾘﾍﾟﾚｼﾞｪ･ｺﾙｳﾞｧﾗﾝ｣(2回目~16811007)
1676年10月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾄﾙｺ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国が､ｵｽﾏﾝ帝国と休戦協定を結ぶ(ｼﾞ
  ｪﾗｳﾞﾉ和約)/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ領ｳｸﾗｲﾅの一部がｵｽﾏﾝ帝国に併合される
1676年10月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ･ﾃﾞﾏﾚ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ｿﾙﾗﾝ､ﾌﾗﾝｽの小説家､劇作家(生年1595年)
1676年11月2日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ｱﾀﾞﾑ･ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ･ﾐﾌﾅ､ﾎﾞﾍﾐｱの詩人､作曲家､ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ(生年1600年頃)
1676年11月6日-08:00|中国|  ||清･康熙15年10月|耽精忠が清に降伏
1676年11月12日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝4年10月6日|<解任>老中｢阿部正能｣
1676年11月22日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸの数学者で天文学者のｵｰﾚ･ﾚｰﾏｰが初めて光速度を測定/木星の衛星
  が木星に隠れる周期の変化と木星までの距離から光速を計算し約22万km/sという値を得る
1676年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/BES諸島|  |||ﾌﾗﾝｽ軍,ｶｲｴﾝﾇを奪回.さらにﾄﾊﾞｺ占拠を目指す.
  一時ﾄﾊﾞｺを占領するが,恒久的確保には失敗
1676年12月20日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Cyprien Lefebvre｣(3期目~1679.3)
1676年12月20日-09:00|日本|三重県津市|延宝4年11月16日|<死去>藤堂高次(生年1602年)前伊勢国津藩主､藤堂
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  高虎の嫡男
1676年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣
1676年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣初代公の一人息子(~169
  10726死去ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公廃絶)
1676年12月31日-09:00|日本|福島県いわき市|延宝4年11月27日|<移転>陸奥湯本藩1万石｢遠山政亮｣⇒陸奥湯長
  谷藩1万石(⇒延宝8(1680)年､2000石加増され12000石)
1677年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ3世｣
1677年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏﾀﾗｰﾑ王国｢ｱﾏﾝｸﾗｯﾄ1世｣ﾊﾞﾀｳﾞｨｱに逃れる途中病死
1677年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Padtbrugge｣(~1682年)
1677年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ｣(~16850216死去)
1677年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾏﾝｸﾗｯﾄ2世｣ｵﾗﾝﾀﾞの傀儡(~1703年死去)ｼﾞｬﾜ西部ﾌﾟﾘｱ
  ﾝｶﾞﾝ地方をVOCに割譲(ｵﾗﾝﾀﾞの最初の領土獲得)
1677年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾏﾄﾞｩﾗ島の王族ﾄｩﾙｰﾉｼﾞｮﾖが率いる反乱軍はたちまち東部ｼﾞｬﾜ一帯を征服､王都ﾌﾟﾚﾚ
  ｯﾄﾞを占領
1677年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌﾞｱ国ﾗｼﾞｬ｢ｸｼｬﾙ･ｼﾝ｣(~1723年)
1677年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Mappadulu Daeng Mattimung Karaeng Sanrobone Sultan Abdul Ja
  lil｣(~1709年)
1677年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｵﾒﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1681年)
1677年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ｴｳﾞｧﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾗﾝｸ｣
1677年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｳｸﾗｲﾅへ出兵し､ﾛｼｱと戦闘
1677年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人2000人がﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸへ移住
1677年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||ﾗﾄｶﾞﾚは正式にはﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ﾘﾄｱﾆｱの州となり､ﾘﾄｱﾆｱの一部として管理されているが､名
  目上は両国の共同所有物となる
1677年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾊｯｻﾝ1世ﾊﾞﾊﾞ｣(~16830722没)
1677年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Antonio de Medina Chacon y Ponce de Leon｣(1期目~同
  年)⇒総督｢Diego de Portugal｣(~1678年)
1677年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾖﾊﾝ･ﾏﾃｨｱｽ･ｸﾘｽﾄﾌ･ﾋﾞﾙﾄｼｭﾀｲﾝ｣(~1679年)
1677年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾃﾞﾌﾃﾙﾀﾞｰﾙ･ｱﾌﾒﾄﾞﾊﾟｼｬ｣(1回目~1678年)
1677年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Francesco Alberti di Pola｣(~1689年)
1677年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｱﾝﾄﾝ･ﾚｰｳｪﾝﾌｯｸが､顕微鏡でﾋﾄの精子を発見
1677年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<爵位名変更>3代ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾗｲｱﾝ｣⇒ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯(~16950515死去)
1677年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｹﾘｰ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｱｰｽｷﾝ｣(~1710年死去)
1677年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官代行｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｳｨｽﾞ｣(~16810202)
1677年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Jacob Johansen｣(~1679年)
1677年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Charles Francois du Lyon｣
1677年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Jean-Charles de Baas-Castelmore｣
1677年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督代理｢sieur Jolinet｣(~同年)⇒総督｢Charles de La 
  Roche-Courbon｣(1期目~1683.2)
1677年 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾗｰｸ｣(~1682年7月没)
1677年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｵｰﾙﾄﾞﾏﾝ2世｣(~1686年没)
1677年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｳﾞｨ･ｳﾞｧﾙﾏ｣(1回目~1678年)､摂政｢ﾗﾆ･ｳﾏﾔﾝﾏ｣(1回目~
  1678年)
1677年1月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｲﾈﾎﾞﾙﾙ･ｲ･ﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾁｪﾚﾋﾞ｣⇒｢ｲｽﾀﾝｺｲﾘｭ･ﾋﾞ
  ｭﾕｸ･ﾑｽﾀﾌｧ｣(~4月)
1677年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの劇作家ｼﾞｬﾝ･ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾗｼｰﾇ､悲劇｢ﾌｪｰﾄﾞﾙ｣(初演時の題名は｢ﾌｪｰﾄﾞﾙとｲﾎﾟﾘｰ
  ﾄ｣)を｢ｵﾃﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｰｺﾞｰﾆｭ座｣で初演
1677年1月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Juan Nuno Rodriguez de Freitas｣(~7.1
  3)
1677年1月1日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|延宝4年11月28日|<死去>丹波篠山藩5万石｢松平信利｣⇒翌年2月6
  日､養子｢松平信庸｣が継ぐ(⇒享保2(1717)年5月10日､死去)
1677年1月10日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Pedro Ruiz de Arguinzonis y Laris｣(
  ~7.13)
1677年1月10日-09:00|日本|東京都台東区|延宝4年12月7日|新吉原より出火し,浅草寺町･花川戸から本所中ﾉ郷
  まで延焼
1677年1月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/南ｱﾌﾘｶ|  |||<死去>ﾔﾝ･ﾌｧﾝ･ﾘｰﾍﾞｯｸ､ｵﾗﾝﾀﾞの植民地総督(生年1619年)ｹｰﾌﾟ植民地を
  建設したことで知られる
1677年1月29日-09:00|日本|東京都中央区|延宝4年12月26日|中村座､市村座､焼失
1677年1月30日-09:00|日本|京都府京都市|延宝4年12月27日|仙洞御所(後水尾法皇御所)･女院御所(東福門院御
  所)炎上.公家など焼亡
1677年1月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ6世｣
1677年1月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ7世｣(~17090625死去)
1677年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･順徳40年|莫敬宇､黎朝の鄭氏に敗れ清に亡命し(莫朝)滅亡
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1677年2月2日-09:00|日本|京都府京都市|延宝5年1月|磯田平兵衛の京都地誌｢出来斎京土産｣刊行
1677年2月8日-09:00|日本|  ||延宝5年1月7日|幕府が､火災現場に無用の者の立ち入りを厳禁し､違反者の斬り
  捨てを定める
1677年2月9日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|延宝5年1月8日|<死去>播磨山崎藩3万石｢池田政周｣⇒養子｢池田恒行｣
  が継ぐ(⇒翌年12月27日､7歳で死去､無嗣断絶)
1677年2月20日-09:00|日本|岐阜県海津市|延宝5年1月19日|<死去>美濃今尾藩3万石｢竹腰正晴｣⇒2月10日､長男｢
  竹腰友正｣が継ぐ(⇒宝永3(1706)年4月19日､死去)
1677年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~10月)
1677年3月4日-09:00|日本|東京都|延宝5年2月|斐川師宣のさし絵入り地誌｢江戸雀｣刊行
1677年3月4日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙16年2月|清軍が泉州､章州を占領/鄭経軍はｱﾓｲに撤退
1677年3月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｴｳﾞｧﾘｽﾄ･ﾊﾞｽｹﾆｽ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1607年)
1677年3月22日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官代行｢ｱﾍﾞﾙ･ﾃｨｯｿ｣(~12.22)
1677年3月25日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ｳｪﾝｾｽﾗｽ･ﾎﾗｰ､ﾎﾞﾍﾐｱの版画家(生年1607年)
1677年3月29日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝5年2月26日|幕府江戸城三丸において金貨を鋳造
1677年3月31日-09:00|日本|福岡県直方市|延宝5年2月28日|<廃藩>筑前東蓮寺藩4万石｢黒田長寛｣宗藩嫡子に選
  ばれ綱政と改名し宗藩に吸収
1677年3月31日-09:00|日本|福岡県福岡市|延宝5年2月28日|<領土返還>筑前福岡藩433100石｢黒田光之｣子｢綱政｣
  を嗣子としその領地4万石を収公⇒473100石(⇒元禄元(1688)年12月9日､隠居)
1677年4月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾊﾞﾊﾞ･ｵｽﾏﾝ｣(~1678年)
1677年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄｼｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣
1677年4月10日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Henry Stanley｣(~1678年)
1677年4月11日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢Francisco Coloma y Maceda｣(~9.25)
1677年4月16日-09:00|日本|茨城県常総市|延宝5年3月15日|<死去改易>下総大輪藩1万石｢土井利直｣無嗣(同年6
  月27日､養子利良が名跡を継ぎ5千石)
1677年4月28日-09:00|日本|大阪府枚方市|延宝5年3月27日|<死去>河内渚藩3万石｢永井尚庸｣⇒次男｢永井直敬｣
  が継ぐ(⇒貞享4(1687)年10月21日､下野烏山藩3万石へ移封)
1677年5月2日-09:00|日本|  ||延宝5年4月|｢諸国百物語｣刊行(怪談集として初の百物語本)
1677年5月2日-09:00|日本|東京都|延宝5年4月|幕府が市中での町駕籠の乗用を禁じ､違反者を家主･五人組･名主
  とともに処罰
1677年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲｻﾞｯｸ･ﾊﾞﾛｰ､ｲｷﾞﾘｽの神学者､数学者(生年1630年)積分と微分がお互い
  に逆操作である(微分積分学の基本定理)ことを幾何学的な方法で証明
1677年5月7日-09:00|日本|東京都台東区|延宝5年4月6日|浅草黒門町から出火し,浅草寺が延焼
1677年5月7日-07:00|日本|京都府福知山市|延宝5年4月6日|<丹波福知山延宝5年の大火>暁八ｯ時前(午前2時ごろ
  )､下ﾉ魚ヶ棚通りの中ほどから出火､日の出の時刻までに､城下15町の町屋のほとんどを焼き尽くし､西町筋､東
  中ﾉ町の中級家臣や下級家臣の屋敷6軒､商家千余戸を焼失/16人死亡
1677年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1677年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~17070104死去)
1677年5月31日-08:00|中国|  ||清･康熙16年5月|尚之信が清に降伏
1677年6月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jeronimo de Velasco｣(~1681年
  )
1677年6月21日-09:00|日本|香川県丸亀市|延宝5年5月21日|<加増>讃岐丸亀藩58512石｢京極高豊｣+分家3000石還
  付⇒61512石(⇒元禄7年5月18日(16940610)死去)
1677年6月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣
1677年6月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~17331031死去)
1677年6月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ科学ｱｶﾃﾞﾐｰが､銃を使って音速を測定/毎秒356mの値を出す
1677年7月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<爵位名変更>3代ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾗｲｱﾝ｣⇒ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯(~16950515死去
  )
1677年7月5日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Pierre Hencelin｣(~16950615死去)
1677年7月13日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Bernardino Freire de Andrade｣(~
  1680年)
1677年7月13日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco de Alberro｣(~16821222)
1677年7月15日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾊﾟﾃﾞｨｰｼﾞｬ･ﾃﾞ･ｸﾞｱ
  ﾙﾃﾞｨｵﾗ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~1678年9月)
1677年7月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｷﾞｱﾈﾃｨｰﾉ･ｵﾄﾞﾈ｣(~16790716)
1677年7月30日-09:00|日本|大阪府大阪市|延宝5年7月|『天狗内裏』初演/作･近松門左衛門説
1677年8月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1680年)
1677年8月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾔﾝ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ｼｭﾘｰﾍﾞﾝ｣(~16950110没)
1677年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｼｭｰ･ﾛｯｸ､ｲｷﾞﾘｽのｵﾍﾟﾗ作曲家(生年1621年or1622年)
1677年8月2日-09:00|日本|埼玉県行田市|延宝5年7月4日|<交替>武蔵忍藩9万石｢阿部正能｣隠居⇒長男｢阿部正武
  ｣が継ぐ(弟｢正明｣に5000石､｢正房｣に3000石､｢正員｣に2000石分与し8万石⇒宝永元(1704)年9月17日､死去)
1677年8月5日-09:00|日本|千葉県富津市|延宝5年7月7日|<加増>上総飯野藩15000石｢保科正景｣+丹波国内5000石
  ⇒2万石(⇒貞享3(1686)年10月25日､隠居)
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1677年8月24日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ公ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(4回目~16850320)
1677年8月25日-09:00|日本|茨城県行方市|延宝5年7月27日|<死去>常陸麻生藩1万石｢新庄直時｣⇒長男｢新庄直詮
  ｣が継ぐ(⇒宝永5年3月16日(17080506)死去)
1677年8月26日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝5年7月28日|<就任>老中｢大久保忠朝｣(~元禄11年2月15日)
1677年8月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣
1677年8月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣(~17060129死去)
1677年9月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官｢ﾛｷ･ﾓﾝﾃﾘｵ･ﾊﾟｲﾑ｣(~17060624死去)
1677年9月18日-09:00|日本|奈良県葛城市|延宝5年8月22日|<交替>大和新庄藩13000石｢桑山一玄｣隠居⇒長男｢桑
  山一尹｣が継ぐ(弟2人に2千石分知し11000石⇒天和2(1682)年5月26日､改易)
1677年9月21日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣
1677年9月21日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢Francisco Sotomayor｣(~16780928)
1677年9月21日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌｪﾙﾅﾝ･ｶﾘﾘｮによる第二次ﾊﾟﾙﾏﾚｽ討伐
1677年9月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸﾞ大選帝侯軍､ｽｳｪｰﾃﾞﾝを破り､ｽﾃﾃｨﾝを占領
1677年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｳｽﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~16830914)
1677年10月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｼﾞｬﾜ西部のﾌﾞﾘｱﾝｶﾞﾝ地方を領有
1677年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾛﾘ｣｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵﾁｪｯｺﾘ｣
1677年10月1日-09:00|日本|茨城県牛久市|延宝5年9月5日|<死去>常陸牛久藩1万石｢山口弘隆｣75歳⇒長男｢山口
  重貞｣が継ぐ(⇒元禄11(1698)年4月4日､59歳で死去)
1677年10月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ｱｲｻﾞｯｸ･ﾖﾊﾈｽ･ﾗﾓﾃｨｳｽ｣(~16921022)
1677年10月21日-09:00|日本|栃木県大田原市|延宝5年9月25日|<交替>下野大田原藩11400石｢大田原高清｣強制隠
  居⇒養子｢大田原典清｣が継ぐ(⇒元禄7(1694)年6月21日､死去)
1677年10月28日-09:00|日本|京都府京都市|延宝5年10月2日|法皇御所の造営が完成
1677年10月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱｽﾏｰﾙ伯ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~16780124)
1677年11月1日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾃﾞｽﾄﾚ提督のﾌﾗﾝｽ艦隊が､西ｱﾌﾘｶのｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞﾚ島を攻撃し､奪取(
  ⇒16780810､ﾌﾗﾝｽに割譲~1692年)
1677年11月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾄﾞﾆｰ｣
1677年11月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｼﾄﾞﾆｰ｣(~16980306死去)
1677年11月4日 11:00|日本|  ||延宝5年10月9日|<延宝5年房総沖地震津波>夜､五つ時(20時ごろ)福島太平洋岸
  から房総半島にかけてﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8の大地震があり､津波が沿岸部に襲来/陸奥国岩沼藩領で家屋流失490余軒､1
  23人死亡/陸奥国磐城平藩領では､沿岸部の四ﾂ倉､薄磯､豊間､江名､中之作､小名浜､各集落が津波に襲われ､家
  屋の倒壊及び流失487～約550軒､130人余～189人死亡/常陸国水戸藩領では家屋倒壊189軒､36人死亡､船舶の流
  失及び破損353隻/上総国大多喜藩領では外房海岸の浦々がやられ､東浪見村で家屋倒壊50軒､97人死亡.和泉浦
  では家屋倒壊数知れず､13人死亡.岩船浦で家屋倒壊40軒､57人死亡.そのほか領内で家屋倒壊50軒､22人死亡と
  合計領内の家屋倒壊140軒以上､189人が死亡/南に隣接する御宿浦では家屋倒壊30軒､63人死亡.その南の勝浦
  藩領の郡石小村で家屋倒壊6軒､1人死亡､新宮村で家屋倒壊17軒､2人死亡､沢倉村で家屋倒壊11軒､2人死亡､合
  計領内で家屋倒壊34軒､9人死亡/八幡岬の東側の川津村で家屋倒壊19軒､3人が死亡/上総国の合計は家屋倒壊2
  23軒以上､死亡者264人
1677年11月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世の五男(~12.12死去)
1677年11月8日-09:00|日本|高知県四万十市|延宝5年10月13日|<死去>土佐中村藩3万石｢山内豊定｣⇒養子｢山内
  豊明｣が継ぐ(⇒元禄2(1689)年8月3日､謹慎･屋敷没収,所領は宗藩に還付)
1677年11月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱｰﾙﾄ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾈｰﾙ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1603年頃)
1677年11月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾙﾊﾞﾗ･ｽﾄﾛｯﾂｨ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1619年)
1677年11月27日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰでｲﾑﾚ･ﾃｹﾘの反乱
1677年12月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｶﾘﾘｮの討伐隊,ﾊﾟﾙﾏﾚｽ王国の首都ﾎｱﾝ･ﾀﾋﾟｱを制圧/ｶﾞﾝｶﾞ･ｽﾞﾝﾊﾞ王の息子を殺
  害し,ﾊﾟﾙﾏﾚｽ軍司令官ｶﾞﾝｶﾞ･ﾑｲｶら56人を捕らえる
1677年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1677年12月12日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||(~27日)ﾌﾗﾝｽがｵﾗﾝﾀﾞのﾄﾊﾞｺﾞ植民地を破壊(1680.6ま
  で廃棄状態)
1677年12月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1677年12月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣ﾉｰﾘｯﾁ伯(~16840113死去)
1677年12月22日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官｢ﾄﾋﾞｱｽ･ｱﾄﾞﾘｱｴﾝｾﾝ｣(~167
  80315)
1678年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･de Vicq｣(~1682年)
1678年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Barahaman｣(~16990706死去)
1678年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｳﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾀﾝｼｬｰ1世｣(~不明)⇒｢ｸﾘｼｭﾅ2世｣(~不明)⇒｢ｳﾞｨｸﾗﾑｼｬｰ2世｣(~17
  42年没)
1678年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国ﾀﾅﾀﾞｰﾙ｢ｶｼﾑ･ﾔｸｰﾄ･ｶｰﾝ｣(~1734年)
1678年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｲﾊ･ﾀﾞﾄﾞｩ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1709年)
1678年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ｹﾗﾗ･ｳﾞｧﾙﾏ｣(反体制派~1681年)
1678年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾞｯｸ国摂政｢ﾃﾞﾚｸ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1691年)
1678年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｱｰﾁﾙ｣(~1679年)
1678年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Huseyin Pasha｣(~1680年)
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1678年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾑﾗﾄ･ｷﾞﾚｲ｣(~1683年)
1678年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾒﾒﾙはｽｳｪｰﾃﾞﾝが占領(~1679年)
1678年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾀﾞﾆｴﾙ1世ﾐﾔﾗ･ﾑﾊﾟﾝｸﾞ
  ｣
1678年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｱｸ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾃｨﾑｰﾙ｣(~1682年)
1678年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Antonio de Medina Chacon y Ponce de Leon｣(2期目~1679年
  )
1678年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾌｧﾙﾈｰｾﾞ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾙﾏ｣(~1
  682年)
1678年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich10世｣(~17110610死去)
1678年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲｳﾞｧﾆｼｭ･ﾉｳﾞｧｺｳﾞｨｯﾁ｣(~1684年)
1678年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ﾑﾊﾞﾝﾊﾞ･ﾛｳﾞｧｰﾀ王国国王｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｳﾞｼ
  ﾞ･ﾀﾞ･ﾉﾌﾞﾚｶﾞ｣(~1715年)
1678年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||ｺﾝｺﾞ王国が分裂
1678年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ職の売官制を定める
1678年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾝﾌﾞﾙｸﾞに､ﾄﾞｲﾂで初の常設ｵﾍﾟﾗ座できる
1678年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾏﾀﾗｰﾑ王国:ｵﾗﾝﾀﾞ軍､ﾄｩﾙｰﾉｼﾞｮﾖの首都ｸﾃﾞｨﾘを陥れる
1678年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>17代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･初代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1678年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>18代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･2代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~16980306死去)
1678年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Maj. John Blackmore｣(~1690年)
1678年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Alonso de Campos y Espinosa｣
1678年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ副総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳﾞｫｰﾝ｣(~1680年)
1678年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｽﾌﾟﾘﾝｶﾞｰ,ﾄﾘﾆﾀﾞｰを襲撃
1678年 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞの英国の塩収集家がｸﾞﾗﾝﾄﾞﾀｰｸ島に定住
1678年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人海賊ﾐｼｪﾙ･ﾄﾞ･ｸﾞﾗﾓﾝ､ﾎﾝｼﾞｭﾗｽのﾄﾙﾋｰｼﾞｮを占領
1678年1月4日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Joan Maetsuyker｣25)
1678年1月4日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Rijckloff van Goens｣(~16811125)
1678年1月7日-09:00|日本|長崎県五島市|延宝5年12月14日|<交替>肥前福江藩12530石｢五島盛勝｣隠居⇒長男｢五
  島盛暢｣が継ぐ(⇒元禄4年6月22日(16910717)死去)
1678年1月11日-09:00|日本|  ||延宝5年12月18日|幕府が普化宗に対して後任住職や弟子取りに開する法令を定
  める
1678年1月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍,ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾋﾟｱに代わる首都となったｻﾝﾐｹﾞﾙのｷﾛﾝﾎﾞを攻撃
1678年1月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾇｰﾙ･ｱﾗﾑ女王｣
1678年1月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾅﾔｯﾄ･ｼｬｰ女王｣(~16881003死去)
1678年1月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会(ﾌﾚｲ･ｱﾝﾄ･ｵ･ﾆｵ･ﾌﾞﾗﾝﾀﾞﾝ(同年
  没)/ｱﾝﾄ･ｵ･ﾆｵ･ﾊﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾃﾞ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾌﾞﾗﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾏﾀﾞ｣(~16810912)
1678年1月29日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾛﾍﾟ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾑﾆｳﾞｪ･ｲ･
  ｱｸｽﾍﾟ｣(~16890425没)
1678年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｸｾﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｾｼﾙ｣
1678年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｾｼﾙ｣(~17000829死去)
1678年2月21日-09:00|日本|大谷大学|延宝6年|東本願寺の学寮を東本願寺の別邸渉成園内に移転
1678年2月21日-09:00|日本|岡山県総社市|延宝6年|軽部神社創建<おっぱい神社>
1678年2月21日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｶﾞﾙﾀﾞﾝがﾀﾞﾗｲﾗﾏからﾊｰﾝの称号を受けｼﾞｭﾝｶﾞﾙ王国樹立
1678年3月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｺｶ･ｱﾙﾉｰ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~10.26)
1678年3月4日-09:00|日本|  ||延宝6年1月12日|幕府が過失による出火の罪を加重し､失火者を斬罪､名主五人組
  を入牢とすることを定める
1678年3月11日-09:00|日本|  ||延宝6年1月19日|関東に川船極印奉行を設置し､川船を改める
1678年3月14日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ副総督代行｢ｻｰ･ﾍﾝﾘｰ･ﾓｰｶﾞﾝ｣(2回目~7.19)
1678年3月15日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官代行｢ｱﾍﾞﾙ･ﾃｨｯｿ｣(2回目~1
  2月)
1678年3月15日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾛｹ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(~16820503)
1678年3月15日-09:00|日本|佐賀県唐津市|延宝6年1月23日|<加増移封>下総佐倉藩6万石｢松平乗久｣⇒肥前唐津
  藩7万石(⇒貞享3(1686)年7月17日､死去)
1678年3月15日-09:00|日本|千葉県佐倉市|延宝6年1月23日|<移封>肥前唐津藩83000石｢大久保忠朝｣⇒下総佐倉
  藩83000石(⇒延宝8(1680)年1月12日､1万石加増され9万3000石)
1678年3月23日-08:00|中国|  ||清･康熙17年3月|清朝に対して反乱を起こしていた呉三桂が衡州で帝位に即位
  し､大周と号し昭武(~1678)と建元
1678年3月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|延宝6年2月3日|大坂､初代坂田藤十郎が荒木与次兵衛座の｢夕霧名残
  正月｣に出演し､大当りをとる(和事の初め)
1678年3月30日-09:00|日本|愛知県豊橋市|延宝6年2月8日|<死去>三河吉田藩4万石｢小笠原長矩｣⇒長男｢小笠原
  長祐｣が継ぐ(⇒元禄3(1690)年6月17日､死去)
1678年4月 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ﾍﾟｯｿｱ｣(2回目~1682年)
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1678年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1678年4月13日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Robert Heywood｣(~1690年死去)
1678年4月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾘｭﾘ《歌劇｢ﾌﾟｼｼｪ｣》
1678年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｼｰﾓｱ｣
1678年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼｰﾓｱ｣(~17481202死去)
1678年4月21日-09:00|日本|  ||延宝6年3月|『古今役者物語』刊行､絵､曲､歌詞､せりふなど記す
1678年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世｣
1678年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ7世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世の上の息子(~8.31死去)
1678年5月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾅ･ﾏﾘｱ･ﾌｧﾝ･ｼｭｰﾙﾏﾝ､ﾄﾞｲﾂ生まれのｵﾗﾝﾀﾞの女流画家､版画家､詩人､哲学
  者(16071105生)
1678年5月16日-09:00|日本|宮城県岩沼市|延宝6年3月26日|<死去>陸奥岩沼藩3万石｢田村宗良｣⇒次男｢田村建顕
  ｣が嗣ぐ(⇒延宝9(1681)年3月､陸奥一関藩3万石へ移封)
1678年5月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの女流作家ﾗﾌｧｲｴｯﾄ夫人､小説｢ｸﾚｰｳﾞの奥方｣を､秘書ｽｸﾞﾚｰの名で発表
1678年5月22日-09:00|日本|埼玉県深谷市|延宝6年4月2日|<交替>武蔵岡部藩20250石｢安部信之｣隠居⇒長男｢安
  部信友｣が継ぐ(弟｢信厚｣に新田1000石を分与⇒天和2(1682)年4月､丹波国天田郡2000石を加増され2万2250石)
1678年5月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|延宝6年4月4日|<鹿児島延宝6年の大火>夜九つ半時(午前0時半ご
  ろ)鹿児島城下､下町の下納屋町から出火,町人の家屋(町屋敷)が集中している地域を残らずなめ尽くし焼失さ
  せた/朝五つ前(午前8時前ごろ)鎮火したが､町屋敷420か所､家数にして2231戸､武家屋敷15か所､職屋敷1か所
  が焼失し､町屋敷は15か所しか残らず97%が灰となり下町はほぼ潰滅
1678年6月17日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Henry Esse d'Orgeret｣
1678年6月18日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Germain de Fleurimont Moulinier｣(~1680.1死
  去)
1678年6月19日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｯｸﾓｱ｣(~16901201死去)
1678年6月21日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Juan Antonio de Salas｣(~16800605)
1678年6月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵｯﾄｰ･ﾏﾙｾｳｽ･ﾌｧﾝ･ｼｭﾘｰｸ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1619年)
1678年6月26日-09:00|日本|  ||延宝6年5月8日|<死去>征夷大将軍｢徳川家綱｣40歳
1678年6月29日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｸﾙ
  ﾄﾞｯﾌﾟ｣(~10.12)
1678年7月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ暫定副王｢ﾘﾏ大司教ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾃﾞﾘﾆｬﾝ･ｲ･ｼｽﾈﾛｽ｣(~16811120)
1678年7月18日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||難を逃れたｽﾞﾝﾊﾞ王は,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの和平案を受諾しようとするが,甥
  のｽﾞﾝﾋﾞらはこの方針を覆し,ｽﾞﾝﾊﾞを処刑
1678年7月19日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ副総督｢ｶｰﾗｲﾙ伯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16800527)
1678年7月19日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙17年6月|鄭経が福建の海澄県を占領
1678年7月25日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ暫定総督｢ﾏﾙｺｽ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｶﾞﾛ･ｾﾈｲ･ﾃﾞ･ｱﾙﾄﾗ｣(~1682
  0219)
1678年8月2日-09:00|日本|  ||延宝6年6月15日|<死去>徳川和子､徳川秀忠の娘､後水尾天皇の中宮(生年1607年)
1678年8月6日-09:00|日本|大阪府|延宝6年6月19日|<移封>遠江浜松藩35000石｢太田資次｣大坂城代に任じられる
  ⇒畿内周辺55000石(⇒貞享元(1684)年4月6日､死去)
1678年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽとｵﾗﾝﾀﾞが､ﾅｲﾒｰﾍﾝで和約を結び､ｵﾗﾝﾀﾞ戦争が終結
1678年8月10日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾄﾊﾞｺﾞ島をﾅｲﾒｰﾍﾝの和約によりﾌﾗﾝｽに譲るがﾌﾗ
  ﾝｽは権利を執行せず(16831215､英国枢密院はﾌﾗﾝｽとｸｰﾙﾗﾝﾀﾞｰの主張に対してﾄﾊﾞｺﾞの中立を宣言)
1678年8月13日-09:00|日本|福井県大野市|延宝6年6月26日|<死去>越前大野藩5万石｢松平直良｣⇒三男｢松平直明
  ｣が嗣ぐ(~天和2(1682)年3月16日､播磨明石6万石へ加増移封)
1678年8月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾏｰｳﾞｪﾙ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの詩人(生年1621年)
1678年8月22日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan de Robles Lorenzana｣(~1683年)
1678年8月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ7世｣
1678年8月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世の下の息子(~17390912
  死去)
1678年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾃｹﾘが北部ﾊﾝｶﾞﾘｰにｸﾙｸ公国を樹立
1678年9月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｾｸﾞﾗ･ｻﾝﾄﾞﾊﾞﾙ･ｲ
  ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ｣(~16840712)
1678年9月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾔﾝ･ﾌﾞﾘｭｰｹﾞﾙ(子)､ﾌﾗﾝﾄﾞﾙの画家(生年1601年)
1678年9月1日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾙｷﾞﾝをﾌﾗﾝｽが占領(~同月放棄)
1678年9月3日-09:00|日本|  ||延宝6年7月18日|<延宝6年北九州､四国西部暴風雨>北九州､四国地方に暴風雨が
  襲い､伊予松山城下では､民家803戸､村々1594戸の農家が倒壊/瀬戸内海に面する同西条藩領では､民家293軒が
  倒壊､堤防255間(460m余)､新田堤860間(1.5km余)､塩浜286間(520m)が決壊し､稲作､塩田事業が被害を蒙った/
  土佐では､中村藩領で､民家3095戸が損壊､堤防800間(約1.5km)が決壊､船20隻を損壊
1678年9月15日-09:00|日本|徳島県徳島市|延宝6年7月30日|<死去>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀綱通｣⇒従弟｢蜂
  須賀綱矩｣が継ぐ(⇒享保13(1728)年1月23日､隠居)
1678年9月16日-08:00|中国|  ||清･康熙17年8月|周･呉三桂が病死し､孫の呉世ﾊﾝ､即位し洪化(~1681)と改元/三
  藩の乱が沈静化へ
1678年9月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ･ｽﾍﾟｲﾝ間のﾅｲﾒｰﾍﾝの和約



1680迄(2638件)

1678年9月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｼｬﾙﾙ3世｣ﾅｲﾒｰﾍﾝの和約により､ﾌﾗﾝｽ王国へ併合
1678年9月19日-09:00|日本|  ||延宝6年8月4日|<延宝6年西日本､東海暴風雨>(～6日)九州では中でも肥後熊本
  藩領では､大風で民家1万3039軒が倒潰､高潮により民家倒潰･流失2842軒､船舶の破損232隻､冠水田畑110町8反
  (約1平方km)など田畑損害7万6570石､堤防決壊6万1895間(112.5km)､海辺の土手1万114間(18.4m)が破損.熊本
  城周囲の塀破損/筑後柳川藩領では7人死亡､侍屋敷36軒､足軽以下家屋40軒､町人､農民家屋2645軒が倒潰.冠水
  田畑4万20石(表高の37%)､堤防1万569間(19km)決壊/豊前小倉では家屋2842戸倒潰､田んぼの損害810町(8平方k
  m)､防波堤1万114間(18.4km)が決壊/そのほか､平戸､島原､天草､唐津､佐賀､久留米､福岡各藩領も損害を負った
  /四国伊予西条藩では､家屋277軒が倒壊､防波堤278間(500m)が決壊し､水田が冠水/京都､大坂では､豪雨によっ
  て鴨川､淀川､宇治川､大和川など淀川水系の諸河川などが洪水を起こした/東海地方では､尾張､美濃両国が大
  雨洪水となり､特に尾張藩領で2人死亡､家屋68戸損潰
1678年9月26日-09:00|日本|東京都中央区|延宝6年8月11日|<死去>三代目中村勘三郎(初代の三男)
1678年9月28日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌﾜﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｶﾞｽ･ｳﾙﾀﾄﾞ｣(~16840824)
1678年9月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏｳﾘﾂｨｵ･ｶｯﾂｧｰﾃｨ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1616年)
1678年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵｯﾀｳﾞｨｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ﾄｼｰﾆ｣
1678年10月1日-09:00|日本|山形県上山市|延宝6年8月16日|交替>出羽上山藩25000石｢土岐頼行｣隠居⇒長男｢土
  岐頼殷｣が継ぐ(⇒元禄5(1692)年2月25日､越前野岡藩へ移封)
1678年10月2日-09:00|日本|  ||延宝6年8月17日|東日本で大地震/陸奥花巻城の石垣が倒壊,同白石城が損壊,江
  戸でも上野東照宮･宝樹院･崇源院などが破損
1678年10月3日-09:00|日本|静岡県浜松市|延宝6年8月18日|<移封>摂津国･河内国･和泉国･遠江･相模･武蔵など5
  万石(大坂城代)｢青山宗俊｣⇒遠江浜松藩5万石(⇒延宝7(1679)年2月15日､死去)
1678年10月12日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地指揮官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｻｲﾓﾝ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･
  ｼｭﾃﾙ｣(⇒16910601､司令官~16990211)
1678年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸﾞ大選帝侯軍､ｽｳｪｰﾃﾞﾝを破り､ｽﾄﾗﾙｽﾞﾗﾝﾄﾞ占領
1678年10月12日-09:00|日本|愛媛県|延宝6年8月27日|伊予国で大風雨､民家五百二十余戸倒壊
1678年10月18日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾔｰｺﾌﾞ･ﾖﾙﾀﾞｰﾝｽ､ﾌﾗﾝﾄﾞﾙの画家(生年1593年)
1678年10月26日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｺｶ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1679年)
1678年10月29日-09:00|日本|山梨県甲府市|延宝6年9月14日|<死去>甲斐甲府藩25万石｢徳川綱重｣(生年1644年)
  ⇒10月25日､長男｢徳川綱豊｣が継ぐ(⇒宝永元年12月5日(17041231)､徳川綱吉の後継者として江戸城へ入る)
1678年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ﾊﾞﾃﾞｱ･ﾊﾞﾚｱﾇ｣｢ﾌﾘｾﾞｱ･ｶﾘﾃﾞｨ｣(~16790106)
1678年11月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ﾎﾞﾉﾝﾁｰﾆ､ｲﾀﾘｱの作曲家､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ(生年1642年)
1678年11月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｶﾚﾙ･ﾃﾞｭｼﾞｬﾙﾀﾞﾝ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1640年)
1678年11月23日-09:00|日本|奈良県生駒市|延宝6年10月10日|湛海律師によって宝山寺創建(生駒聖天)
1678年11月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾜﾗｷｱ公｢ｾﾙﾊﾞﾝ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ｣(~1688年)
1678年12月 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官｢ﾖﾊﾈｽ･ﾊｲﾝｼｳｽ｣(~1680.4)
1678年12月2日-09:00|日本|徳島県徳島市|延宝6年10月19日|<立藩>阿波富田藩5万石｢蜂須賀隆重｣徳島藩より新
  田分与(⇒宝永2年12月26日(170601)隠居)
1678年12月2日-09:00|日本|新潟県上越市|延宝6年10月19日|<越後騒動>越後国高田藩松平家でお家騒動
1678年12月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｹﾞｵﾙｸﾞ4世ﾄﾞｩｶ｣(3期目~16831225)
1678年12月22日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･総司令官･大統領｢ﾛﾍﾟ･ﾃﾞ･ｼｴﾗ･ｵｿﾘｵ･
  ﾊﾞﾙﾃﾞｽ｣(~16811223)
1678年12月23日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<公布>ﾓﾅｺで最初の憲法
1679年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾛﾛ摂政｢Kaicil Alam｣(~1684年)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾛﾗ･ﾛｼﾞｬｰ･ｽﾘｸﾌｧ･ﾗﾄﾅﾄﾞﾜｰｼﾞ｣(~1681年没)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｲﾀﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣(~1718年逃亡)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾝｶﾅｰﾙ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ1世ﾗｲｼﾝｼﾞ｣(~1721年没)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｳｨﾚﾑ･ｶﾚﾙ･ﾊｰﾂｨﾝｸ｣(~1681年)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾙﾁﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ｱﾇﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1715年)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｻｸﾞﾗﾑｼﾞ1世ｸﾝﾎﾞｰｼﾞ｣(~1714年没)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾊﾞﾗｰﾊﾞﾄﾞﾗ･ﾏﾝｸﾞﾗｼﾞ｣(~1711年)
1679年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/中国|  |||上ﾗﾀﾞｯｸはﾁﾍﾞｯﾄに占領された(~1681年､ﾑｶﾞｰﾙ帝国の援助により撃退された)
1679年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ･ﾊﾝ｢Ishim Muhammad Khan｣(~1725年以降)
1679年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗﾌｨ･ｶｰﾝ｣(2回目)
1679年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ5世｣(~1681年)
1679年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｽﾙﾀﾝ(ﾔﾙﾊﾞ朝)ﾋﾞﾗｰﾗﾌﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻﾙﾀﾝ(~1692年)
1679年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾌｧｰﾃｨﾏ･ｽﾙﾀｰﾅ｣ｱﾙﾌﾟ･ｱﾙｽﾗｰﾝの妃でｻｲｲﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾊﾝの母(~1681年死去)
1679年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Abazekh Husein Pasha｣(2期目~1683年)
1679年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ･ｶｼﾞﾐｴﾗｽ･ﾗﾄﾞｳﾞｨﾗ｣(~16901208没)
1679年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Juan Arias-Davila Pacheco y Tellez-Giron｣(~1681年)
1679年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官代行｢ｸﾘｽﾄﾌ･ｹｰﾍﾞﾙﾚ｣(2回目~同年)⇒執行官｢ﾖﾊﾝ･ﾛﾏﾘｯﾋ･ﾌﾞﾘ
  ｭｰｸﾞﾗｰ･ﾌｫﾝ･ﾍﾙｸﾚｽﾍﾞﾙｸ｣(~同年)
1679年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~17080123死去)
1679年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾃﾞﾌﾃﾙﾀﾞｰﾙ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1681年)
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1679年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｰﾆｭ公｢ｱﾝﾘ･ﾙｲ･ｴﾙﾈｽﾄ｣(~1702年)
1679年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公｢Pietro Francesco Orsini｣(~1730年)
1679年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣(1685年より
  ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯領と同君連合となる~17160608死去)
1679年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>15代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~17030304死去)
1679年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾘﾌｧｯｸｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｻｳﾞｨﾙ｣(⇒1682年初代ﾊﾘﾌｧｯｸｽ侯~16950405死去)
1679年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ﾑｰｱ｣(~17140607死去)
1679年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Johan Hendrik Weyhe｣(~17060126死去)
1679年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･Cove｣(~1680年)
1679年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ｼｬﾝﾌﾞﾘｰ｣(~1680年)
1679年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢Francois Charles Maigne du Plat｣(~1685年)
1679年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Johannes "Hans" Bontemantel｣(~1686年)
1679年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｸﾞﾗﾓﾝﾄ･ｺﾘｱﾝﾀﾞｰ,ﾊﾞﾗｺｱ,ﾄﾘﾆﾀﾞｰ,ﾚﾒﾃﾞｨｵｽを襲撃
1679年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｶﾙﾊﾞｰﾄ｣(~1684年)
1679年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾞﾏﾝ｣(~1682年)
1679年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Antonio de Otermin｣(~1680年知事~1683年)
1679年-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||ﾛｼｱ暦1月29日|松前家が樺太大苔(ｺﾙｻｺﾌ)に集落を設立
1679年1月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾘﾊﾞｽ･ｲ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ｣(~1680年1月)
1679年1月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾔﾝ･ｽﾃｰﾝ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1626年)
1679年1月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｾﾙﾊﾞﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｶﾝﾀｺｼﾞｰﾉ｣(~16881029没)
1679年1月14日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ･ﾃﾞ･ﾗ
  ･ｺﾝﾁｬ｣(~16850906没)
1679年2月5日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾖｰｽﾄ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾌｫﾝﾃﾞﾙ､ｵﾗﾝﾀﾞの劇作家(生年1587年)
1679年2月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||神聖ﾛｰﾏ帝国とﾌﾗﾝｽがﾅｲﾒｰﾍﾝの和約
1679年2月8日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|延宝6年12月27日|<死去改易>播磨山崎藩3万石｢池田恒行｣7歳､無嗣断
  絶
1679年2月11日-09:00|日本|滋賀県彦根市|延宝7年|彦根藩4代藩主の井伊直興が玄宮園造営(池泉回遊式庭園)
1679年2月11日-08:00|中国|  ||清･康熙18年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ｻﾝｼﾞｪ･ｷﾞｬﾂｫ｣(~1703年)
1679年2月11日-08:00|中国|  ||清･康熙18年1月|岳州の戦いで反乱軍が清軍に破れ華中戦線で反乱軍の撤退が
  始まる
1679年2月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~17240624没)
1679年3月13日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Thomas Morgan卿｣
1679年3月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｳﾞｧﾚｯﾄ｣
1679年3月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国庫財務実行主席弁務官｢ｴｾｯｸｽ伯ｱｰｻｰ･ｶﾍﾟﾙ｣(~11.19)Wh
  g
1679年3月26日-09:00|日本|静岡県浜松市|延宝7年2月15日|<死去>遠江浜松藩5万石｢青山宗俊｣(生年1604年)⇒
  次男｢青山忠雄｣が継ぐ(⇒貞享2(1685)年8月8日､死去)
1679年3月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾐｸﾞﾉﾝ､ﾄﾞｲﾂの画家(生年1640年)
1679年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ朝ｱｳﾗﾝｸﾞｾﾞｰﾌﾞが非ﾑｽﾘﾑへの人頭税を復活
1679年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1679年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17060412死去)
1679年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾛﾘ｣
1679年4月5日-09:00|日本|東京都中央区|延宝7年2月25日|<死去>初代森田勘彌(別名､又七)
1679年4月24日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢de La Saulaye｣(~1694年死去)
1679年5月11日-09:00|日本|茨城県土浦市|延宝7年4月2日|<死去>常陸土浦藩45000石(老中)｢土屋数直｣⇒5月10
  日､家督を長男｢土屋政直｣が継ぐ(⇒天和2(1682)年2月12日､駿河田中藩45000石に移封)
1679年5月13日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Jean Lanier卿｣(~16840805)
1679年5月16日-09:00|日本|福島県二本松市|延宝7年4月7日|<交替>陸奥二本松藩100700石｢丹羽光重｣隠居⇒嫡
  子｢丹羽長次｣が継ぐ(⇒元禄11年6月26日(16980802)死去)
1679年5月25日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|延宝7年4月16日|<死去>備中足守藩25000石｢木下利貞｣⇒長男｢木
  下きん定｣が継ぐ(⇒享保14(1729)年5月2日､隠居)
1679年5月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ﾏﾘｱ｣
1679年5月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ｴﾏﾇｴﾙ｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ﾏﾘｱとｱﾃﾞﾗｲﾃﾞ･ｴﾝﾘｴｯﾀの息
  子(~17060429選帝侯の地位を剥奪~17260226死去)
1679年5月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾植民地総督｢ｻｲﾓﾝ･ﾌﾞﾗｯﾄﾞｽﾄﾘｰﾄ｣(~16860525)
1679年6月2日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|延宝7年4月24日|<死去>大和国郡山藩12万石｢本多政長｣毒殺され
  る⇒6月26日､養子｢本多忠国｣が継ぐ(陸奥福島藩15万石へ加増移封)
1679年6月4日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ｱﾙﾒﾆｱで地震(M6.5)死者7600人
1679年6月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦5月26日|ｲｷﾞﾘｽ議会で人身保護法が制定される
1679年6月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾌﾞﾙｰﾅ､ｽﾍﾟｲﾝの作曲家､ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ(生年1611年)
1679年6月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯ﾌﾙｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑが､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ国王ｶｰﾙ11世と和約
  を結ぶ(ｻﾝ･ｼﾞｪﾙﾏﾝ･ｱﾝ･ﾚｲの和約)
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1679年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞのﾗｰｼﾞﾌﾟｰﾄで人頭税復活に対して反乱
1679年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣
1679年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ｳｨｰﾑｽﾞ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣(~17050311死去)
1679年7月7日-09:00|日本|東京都中央区|延宝7年5月29日|中村座､市村座焼失
1679年7月14日-08:00|中国|  ||清･康熙18年|<就任>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ行政官｢ｻﾝｹﾞｷﾞｬﾂｫ｣(⇒1683年､摂政~1703年)
1679年7月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｪﾗｰﾄﾞ｣(~16940107死去)
1679年7月25日-09:00|日本|大阪府河内長野市|延宝7年6月18日|<立藩>河内西代藩1万石｢本多忠恒｣近江膳所藩
  より分封(⇒宝永元年11月10日(17041206)死去)
1679年7月25日-09:00|日本|滋賀県大津市|延宝7年6月18日|<交替>近江膳所藩7万石｢本多康将｣隠居⇒甥｢本多康
  慶｣が継ぐ(弟｢忠恒｣に1万石分与し6万石⇒正徳4(1714)年3月4日､隠居)
1679年7月25日-09:00|日本|静岡県磐田市|延宝7年6月18日|<交替>遠江掛塚藩13000石｢加々爪直澄｣隠居⇒甥｢加
  々爪直清｣が嗣ぐ(⇒延宝9(1681)年2月9日､改易所領収公)
1679年7月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~16810729)
1679年8月1日-09:00|日本|千葉県野田市|延宝7年6月25日|<死去>下総関宿藩5万石(老中)｢久世広之｣⇒三男｢久
  世重之｣が継ぐ(⇒天和3(1683)年8月､備中庭瀬藩に移封)
1679年8月2日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|延宝7年6月26日|<加増移封>播磨明石藩65000石｢松平信之｣⇒大和
  郡山藩8万石(⇒貞享2(1685)年6月10日､常陸古河藩9万石へ加増移封)
1679年8月2日-09:00|日本|兵庫県明石市|延宝7年6月26日|<移封>大和国郡山新田藩6万石｢本多政利｣⇒播磨明石
  藩6万石(⇒天和2(1682)年2月22日､陸奥大久保藩1万石に減移封)
1679年8月2日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|延宝7年6月26日|<移封改名>大和国郡山新田藩1万石｢本多政貞｣廃藩⇒
  播磨山崎藩1万石｢本多忠英｣(⇒享保3(1718)年6月24日､72歳で死去)
1679年8月2日-09:00|日本|福島県福島市|延宝7年6月26日|<加増移封>大和国郡山藩12万石｢本多忠国｣⇒陸奥福
  島藩15万石(⇒天和2(1682)年2月12日､播磨姫路15万石へ移封)
1679年8月16日-09:00|日本|茨城県つくばみらい市|延宝7年7月10日|<立藩>常陸小張藩1万石｢松平(石川)乗政｣(
  ⇒延宝9(1681)年7月22日､5000石加増され15000石)
1679年8月16日-09:00|日本|群馬県安中市|延宝7年7月10日|<加増>上野安中藩2万石｢堀田正俊｣⇒4万石(⇒延宝9
  (1681)年2月､下総古河藩13万石に加増移封)
1679年8月16日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝7年7月10日|<就任>老中｢土井利房｣(~延宝9年2月21日])
1679年8月16日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝7年7月10日|<就任>老中｢堀田正俊｣(~天和1年12月12日])
1679年8月16日-09:00|日本|栃木県足利市|延宝7年7月10日|<加増>下野足利藩25000石｢土井利房｣+15000石⇒4万
  石(⇒天和2(1682)年3月16日､越前大野藩4万石に移封)
1679年8月16日-09:00|日本|広島県広島市|延宝7年7月10日|(及び18日,21日)引続き広島領内暴風雨･洪水,道橋
  堤防の破損多く,流出全壊家屋2804軒,死者16人
1679年9月2日-08:00|中国|  ||清･康熙18年7月28日|中国･河北省､三河･平谷地震(M8)､死者4万5500
1679年9月11日-09:00|日本|千葉県君津市|延宝7年8月7日|<改易>上総久留里藩2万石｢土屋直樹｣乱心蟄居/子に3
  000石安堵
1679年9月12日-09:00|日本|山口県周南市|延宝7年8月8日|<死去>周防徳山藩45000石｢毛利就隆｣⇒10月13日､五
  男｢毛利元賢｣が継ぐ(⇒元禄3(1690)年5月21日､死去)
1679年9月19日-09:00|日本|茨城県古河市|延宝7年8月15日|<建立>古河大仏(西光寺､1979年再建)
1679年9月20日-09:00|日本|山口県岩国市|延宝7年8月16日|<死去>周防岩国藩6万石｢吉川広嘉｣⇒10月15日､長男
  ｢吉川広紀｣が継ぐ(⇒元禄9(1696)年7月13日､死去)
1679年9月26日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾙﾝﾄﾞの講和が結ばれ､ｽｺｰﾈ戦争が終わる
1679年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1679年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の息子(⇒17030329ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公･ｸﾞﾗﾝﾋﾞｰ候~17
  110110死去)
1679年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾙﾛ･ﾄｼｰﾆ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1679年10月9日-09:00|日本|愛媛県西条市|延宝7年9月5日|新居郡大生院村の曽我部親信の開墾地で有望鉱脈発
  見される(市之川鉱山の開発))
1679年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの化学者ﾒｰﾖ/36歳(誕生16430524)/呼吸に関する論文を発表/｢
  紫外線｣を発見した
1679年10月10日-09:00|日本|静岡県藤枝市|延宝7年9月6日|<加増移封>信濃小諸藩3万石｢酒井忠能｣⇒駿河田中
  藩4万石(⇒天和元(1681)年12月10日､在国中の逼塞と勤務怠慢を理由に改易)
1679年10月10日-09:00|日本|長野県小諸市|延宝7年9月6日|<移封>駿河国田中藩25000石｢西尾忠成｣⇒信濃小諸
  藩25000石(⇒天和2(1682)年3月9日､遠江横須賀藩25000石に移封)
1679年10月20日-09:00|日本|京都府京都市北区|延宝7年9月16日|上賀茂社の正遷宮が行われる
1679年10月21日-09:00|日本|京都府京都市左京区|延宝7年9月17日|下賀茂社でも正遷宮が行われる
1679年11月3日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)代行｢ﾃｵﾄﾞﾗｽ･ﾗｷｽ｣(~同年)
1679年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国庫財務実行主席弁務官｢ｹﾆﾙﾜｰｽのﾊｲﾄﾞ子爵(⇒1682112
  9､ﾛﾁｪｽﾀｰ伯)ﾛｰﾚﾝｽ･ﾊｲﾄﾞ｣(1期目~16840825)Tor
1679年11月22日-09:00|日本|新潟県上越市|延宝7年10月19日|<越後騒動>幕府評定所は越後国高田藩お為方の永
  見大蔵,荻田主馬,片山外記,中根長左衛門,渡辺九十郎に人心を惑わした罪で大名家へのお預けの処分
1679年12月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Antoine Andre de Sainte-Marthe de Lalande
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  ｣
1679年12月3日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾛｰﾚﾝｽ･ﾌｧﾝ･ﾋﾟﾙ｣(~16930619)
1679年12月4日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|延宝7年11月2日|<死去改易>備中庭瀬藩2万石｢戸川安風｣無嗣断
  絶､弟に4000石安堵
1679年12月5日-09:00|日本|東京都品川区|延宝7年11月3日|平井権八､辻斬りの廉で鈴ヶ森で処刑される
1679年12月6日-09:00|日本|岩手県一関市|延宝7年11月4日|<死去>伊達宗勝(生年1621年)伊達騒動で失脚した一
  関藩初代藩主
1679年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ﾉｰｾｽｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣
1679年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾉｰｾｽｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣(~1688.10死去)
1679年12月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1679年12月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋの弟(~16980123死去)
1679年12月21日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌｧﾆｮｰﾚ伯｢ｱﾝﾘ･ﾙｲ･ｱｰﾈｽﾄ｣(~17020208没)
1679年12月25日-09:00|日本|福島県相馬市|延宝7年11月23日|<死去>陸奥中村藩6万石｢相馬貞胤｣⇒12月18日､弟
  ｢相馬昌胤｣が継ぐ(⇒元禄14(1701)年2月11日､隠居)
1679年12月29日-09:00|日本|福島県いわき市|延宝7年11月27日|<交替>陸奥窪田藩2万石｢土方雄次｣隠居⇒次男｢
  土方雄隆｣が継ぐ(弟｢雄賀｣に2000石分与し18000石⇒貞享元(1684)年7月22日､御家騒動により改易)
1679年12月29日-09:00|日本|宮崎県延岡市|延宝7年11月27日|<交替>日向延岡53000石｢有馬康純｣隠居⇒長男｢有
  馬清純｣が継ぐ(⇒元禄4(1691)年12月28日､無城大名に格下げの上で越後糸魚川藩5万石に移封)
1680年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾞﾙﾏで政情不安を理由にｲｷﾞﾘｽとｵﾗﾝﾀﾞの商館支店が閉鎖
1680年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾃﾝｼﾞﾝ･ﾗﾌﾞｹﾞ｣(~1694年)
1680年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Parthivendra Malla｣(~1687年)
1680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾌﾟﾄﾞｩｯｺｯﾀｲ国
1680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾀﾞﾘﾙ･ｶｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｳﾌ｣建国(~17200623没)
1680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｿﾈﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾙｿｯﾀﾑ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1700年没)
1680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｻﾄｳﾞｧｼﾞｰ･ﾗｵ1世｣建国(~1703年)
1680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾇﾙｶﾞ･ﾗｲ･ｼﾝ･ﾌﾞﾗﾏﾗﾊﾞﾗ｣(~1708年)
1680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｨｸﾞﾊﾟﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1709年)
1680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾊﾞﾇｰﾙ(ﾐﾔﾅ朝)ﾅﾜﾌﾞ｢Dalil Khan "Abdul Rauf"｣(~17200623死去)
1680年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｽﾞｨｰｽﾞ･ﾊｰﾝ｣
1680年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ﾀｳｹ｣(~1715年没)
1680年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ｼｰﾙ･ｶｰﾝ｣(~1710年)
1680年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｽﾌﾞﾊｰﾝ･ｸﾘｰ･ﾊｰﾝ｣ﾅｰﾃﾞｨﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ
  の次男(~1702年)
1680年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｼﾗﾀｰﾙ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~16830101)
1680年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｰｻ･ﾋﾞﾝ･ｶﾐﾙ｣⇒｢ﾃﾞｨﾆ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾏﾄﾞ｣
1680年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||東ｱﾌﾘｶのﾙｵ人とﾏﾃﾞｲ人が統合し､ｱﾁｮﾘ集団を形成
1680年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾎﾞｽﾆｱ人ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1683年)
1680年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾝﾀﾚ3世ﾙｼｬﾂｨ｣建国(~1709年頃没)
1680年-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||南部ｱﾌﾘｶのｵﾗﾝﾀﾞ人入植者の大半がｹｰﾌﾟ植民地に移住
1680年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||ﾁｬﾝｶﾞﾐｰﾙ帝国がﾄﾙﾜを吸収
1680年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ伯｢Margaret-Charlotte｣
1680年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Diego Toscano y Brito｣(~1683年)
1680年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官｢ｼﾒｲとｸﾛｲ･ﾀﾞﾚﾝﾍﾞﾙｸ公ｱｰﾈｽﾄ･ｱﾚｸ
  ｻﾝﾄﾞﾙ･ﾄﾞﾐﾆｸ･ﾄﾞ･ﾘｰﾆｭ･ｱﾚﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1684年)
1680年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｼﾞｮｾﾌ･ｳﾞｧﾙｻﾞｰ｣(~1683年)
1680年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢Madeline-Charlotte｣Margaret-Charlotteの娘(~1701年死去)
1680年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢'Abdul Qadir1世, Mbangi｣(~1707年)
1680年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  ||年末|<即位>ﾚﾝﾊﾞ･ﾑﾌﾞﾗ王国国王｢ﾖﾊﾈ2世｣(~1716年
  没)
1680年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督がﾌｳｪﾀﾞ砦を設立
1680年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾀｲ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾀｲに商館を開設
1680年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~1705年)
1680年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の従兄弟甥(~1691年)
1680年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ統治者(ﾌｨｵ)｢ｵﾌｫﾘ｣建国(~1693年頃)
1680年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Jacinto de Figueiredo e Abreu｣(~168301
  13死去)
1680年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ﾅｲﾝﾊﾞﾝﾅ1世｣(ﾛｯｺ港内~1720年)
1680年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Hans Willumsen｣(~17090617)
1680年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾗ･ﾌﾟﾗﾀ川の北岸にｺﾛﾆｱ･ﾄﾞ･ｻｸﾗﾒﾝﾄを建設
1680年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Rodrigo Sanches Farinha e Baena｣(
  ~1730年死去)
1680年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ川の北岸にﾌﾞﾗｼﾞﾙ人が入植地を建設しｽﾍﾟｲﾝ人と対峙
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1680年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ総督｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾈｲｻﾝ｣
1680年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Willem Kien｣⇒司令官｢Johannes "Hans" Bontemante
  l｣(~1681年)
1680年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ副総督｢ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ･ﾗｯｾﾙ｣(~1682年)
1680年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢James Cotter｣(~1685年)
1680年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｻﾝ･ｿﾙﾅﾝ卿ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｼﾞｬﾝ･ﾆｺﾗｽ･ﾄﾞ･ｶﾞﾊﾞﾚ｣(~1689年)
1680年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島司令官｢Peter Batterie｣
1680年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはｱﾈｶﾞﾀﾞとﾊﾞｰｼﾞﾝｺﾞﾙﾀﾞに植民
1680年 05:00|ﾊｲﾁ|  |||Dageronと交替したPouancey総督,ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞのｽﾍﾟｲﾝ軍を撃退し全植民地の支配権を維
  持
1680年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州暫定市長兼副司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｶﾞﾏﾗ･ｲ･ﾊﾞﾙ
  ｶﾙｾﾙ｣(~1684年)
1680年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾛﾗｲﾅ植民地でｲﾝﾃﾞｨｱﾝの部族対立を助長し奴隷狩り戦争
1680年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｻﾎﾟﾃｶ族,ふたたび反乱
1680年1月-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Germain de Fleurimont Moulinier｣
1680年1月-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢F. Bernardin de Quimper｣(~16861201)
1680年1月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻｴﾝｽ=ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ｷﾝﾀﾆﾗ･ｲ･ｾﾝﾃﾞｨﾝ･ﾃﾞ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ｣
  (2回目~16810724)
1680年1月12日-09:00|日本|茨城県つくば市|延宝7年12月11日|<改易>常陸玉取藩12000石｢堀通周｣発狂/弟に300
  0石安堵
1680年1月14日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢George Carteret卿｣
1680年1月14日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Elizabeth de Carteret｣(~1682年
  )
1680年1月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾛﾎﾞ｣(~8.7)
1680年1月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄﾞﾝﾍﾟﾄﾞﾛ2世,ﾘｵからの植民者2千を送りｳﾙｸﾞｱｲ南端にまで進出,ﾌﾞｴﾉ
  ｽｱｲﾚｽ対岸にｻｸﾗﾒﾝﾄ植民地(現ｳﾙｸﾞｱｲ領ｺﾛﾆｱ)を建設/ﾗﾌﾟﾗﾀ川左岸をﾌﾞﾗｼﾞﾙ領と主張
1680年1月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｶｯﾄ｣(~16810317)
1680年1月28日-09:00|日本|佐賀県小城市|延宝7年12月27日|<交替>肥前小城藩73000石｢鍋島直能｣隠居⇒次男｢
  鍋島元武｣が継ぐ(⇒正徳3(1713)年1月26日､隠居)
1680年1月31日-08:00|中国|  ||清･康熙19年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ=ﾗｼｰﾄﾞ2世｣ｲｽﾏｰｲｰﾙの甥(~1682年)
1680年1月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･正和1年|大越後黎朝11代･熙宗が正和と改元(-1705)
1680年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ通貨危機で平価50%切り下げ
1680年2月1日-09:00|日本|群馬県前橋市|延宝8年1月|<加増>上野厩橋藩10万石｢酒井忠清｣+上総久留里2万石⇒1
  2万石(⇒延宝9(1681)年2月27日､隠居)
1680年2月12日-09:00|日本|神奈川県小田原市|延宝8年1月12日|<加増>相模小田原藩95000石｢稲葉正則｣+15000
  石⇒11万石(⇒天和3(1683)年閏5月27日､隠居)
1680年2月12日-09:00|日本|千葉県佐倉市|延宝8年1月12日|<加増>下総佐倉藩83000石｢大久保忠朝｣+1万石⇒930
  00石(⇒貞享3(1686)年1月21日､相模小田原藩10万3000石へ加増移封)
1680年2月12日-08:00|中国|  ||清･康熙19年1月13日|<死去>李漁､明末･清初の劇作家･小説家(生年1611年)
1680年2月12日 08:00|日本|鹿児島県鹿児島市|延宝8年1月12日|<鹿児島延宝8年の大火｢田尻殿火事｣>申の下刻(
  17時ごろ)平の馬場にある田尻八兵衛の屋敷から出火､炎は火元の家を半分ほど焼くと､近隣にある藩の重役の
  屋敷につぎつぎと延焼､そこから家々に火の粉を飛ばし､町方(町人の街)に炎が燃え移った/延焼したのは西の
  火元から北は城の大手之口堀まで､東は客屋から六日町､新築出海まで､南は天神之宮から樋之口､南林寺門前
  脇寺､屋久嶋蔵海まで､鎮火した戌の上刻(20時ごろ)までの3時間あまりで市中が一気に焼けた/焼失した屋敷8
  49か所､家数にして3308軒/内訳は客屋1か所23軒､天神宮地並びに門前1か所12軒､屋久嶋蔵1か所12軒､侍屋敷3
  45か所2059軒､南林寺脇寺地11か所36軒､同門前地91か所172軒､仲間並びに細工人の家8か所27軒､町家391か所
  923軒/54人死亡
1680年2月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾔﾝ･ｽﾜﾝﾒﾙﾀﾞﾑ､ｵﾗﾝﾀﾞの博物学者(生年1637年)顕微鏡を使った解剖を行
  ったﾊﾟｲｵﾆｱ.昆虫の生活史を研究.人間の赤血球の発見者
1680年2月28日-09:00|日本|徳島県阿南市|延宝8年1月28日|<死去>平島公方｢平島義次｣⇒嫡男｢平島義景｣が継ぐ
  (⇒元禄10年8月28日(16971012)死去)
1680年3月1日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙19年;南明･永暦34年2月|清軍が海澄､厦門などを回復し､鄭経勢力
  が中国本土の拠点を喪失
1680年3月26日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾍﾞﾙﾊｳﾀｰﾄ｣(~16830801)
1680年4月 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官代行｢ｴｳﾞｧｰﾊﾙﾄ･ﾌｧﾝ･ﾍﾒﾙﾄ｣(~9
  月)
1680年4月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Richard Dutton卿｣(1期目~1683年)
1680年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
1680年4月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾗｯﾀ国最高統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｬﾝﾊﾞｼﾞ｣(~16890311没)
1680年4月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao da Costa de Brito｣(~16840418)
1680年4月29日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾆｺﾗｽ･ｺﾄﾅｰ｣
1680年4月30日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｱﾙﾅｳ･ｾﾗﾙﾀ｣(~5.2)
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1680年5月1日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金寿桓｣(~16870901)
1680年5月2日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ｶﾗﾌｧ｣(~16900721没)
1680年5月16日-09:00|日本|香川県高松市|延宝8年4月18日|高松藩主松平頼常,崇徳天皇廟所頓証寺を再建
1680年5月27日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ副総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾓｰｶﾞﾝ卿｣(3回目~16820824)
1680年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>7代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣⇒初代ﾛｼｽﾞ公(~16810727死去)
1680年5月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾖｱﾋﾑ･ﾈｱﾝﾀﾞｰ､ﾄﾞｲﾂの神学者､賛美歌作者(生年1650年)
1680年6月 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||(~1693年)ｸｰﾙﾗﾝﾄﾞ(現ﾗﾄｳﾞｨｱ)人ﾄﾊﾞｺﾞ植民地再建(1683.3~168606
  13及び16870302~16871005､廃棄される)
1680年6月3日-09:00|日本|群馬県館林市|延宝8年5月7日|<交替>上野館林藩25万石｢徳川綱吉｣が｢徳川家綱｣養嗣
  子として江戸城二の丸に入る⇒長男｢徳川徳松｣が継ぐ(⇒天和3年閏5月28日(16830722)､5歳で死去廃藩)
1680年6月4日-09:00|日本|茨城県|延宝8年5月8日以降|<拝領>常陸国内13000石｢牧野成貞｣(天和2(1682)年1月21
  日､33000石に加増)
1680年6月4日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝8年5月8日|<死去>第4代将軍｢徳川家綱｣40歳(誕生:寛永18(1641
  )0803)
1680年6月5日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事代理｢Jose de Quiroga y Losada｣(1期
  目~16810615)
1680年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾐｭｴﾙ･ﾊﾞﾄﾗｰ､ｲｷﾞﾘｽの詩人(生年1612年)
1680年6月7日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Jacques de Chambly｣(~16870815死去)
1680年6月25日-09:00|日本|千葉県佐倉市|延宝8年6月19日|<死去>堀田正信(生年1631年)佐倉惣五郎事件時の下
  総佐倉藩主
1680年7月5日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島総督｢Nicolaj Esmit｣(~1682.11)
1680年7月14日-09:00|日本|埼玉県東松山市|延宝8年6月19日|<死去>武蔵国野本藩13500石｢渡辺方綱｣⇒養子｢渡
  辺基綱｣が継ぐ(⇒元禄11(1698)年､和泉国大庭寺藩13500石へ移封)
1680年7月21日-09:00|日本|京都府宮津市|延宝8年6月26日|<死去改易>丹後宮津藩73000石｢永井尚長｣芝の増上
  寺で志摩鳥羽藩主｢内藤忠勝｣に刺殺される/弟に大和新庄藩1万石安堵
1680年7月21日-09:00|日本|福島県いわき市|延宝8年6月26日|<加増>陸奥湯長谷藩1万石｢遠山政亮｣+2000石⇒12
  000石(⇒貞享4(1687)年､3000石加増され15000石)
1680年7月22日-09:00|日本|三重県鳥羽市|延宝8年6月27日|<死去改易>志摩鳥羽藩33000石｢内藤忠勝｣永井尚長
  を殺害し切腹･断絶
1680年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾋﾞﾘﾝｹﾞ｣(~1687.1)
1680年8月2日-09:00|日本|  ||延宝8年7月8日|<死去>明子女王､皇族(生年1638年)
1680年8月7日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Marcos Jose de Garro Senei d
  e Artola｣(~16830131)
1680年8月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾒﾘｶ南西部のｲﾝﾃﾞｨｱﾝが､ｽﾍﾟｲﾝ人植民者の圧政に対して反乱を起こし､ｽ
  ﾍﾟｲﾝ人をﾘｵ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ川下流域に追いやる(ﾌﾟｴﾌﾞﾛの乱)
1680年8月12日-09:00|日本|大阪府高槻市|延宝8年7月18日|<死去>摂津高槻藩36000石｢永井直時｣⇒閏8月19日､
  養子｢永井直種｣が継ぐ(⇒元禄8(1695)年4月22日､死去)
1680年8月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ14世の命により､ﾊﾟﾘの｢ｹﾞﾈｺﾞｰ劇団｣と｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ劇団｣が統合し､｢王
  立ｺﾒﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝｾｰｽﾞ劇団｣創立
1680年8月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ2世｣
1680年8月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ3世｣(~16910912死去)
1680年8月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ﾎﾞﾙ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家(生年1616年)
1680年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||統合した｢王立ｺﾒﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝｾｰｽﾞ劇団｣が､｢ｹﾞﾈｺﾞｰ劇場｣(3区､1687年まで｢ｱﾙｼｰｳﾞ
  通り｣60番地にあった)で初公演
1680年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｶｰﾙ1世ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣62歳
1680年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｶｰﾙ2世｣(~16850526死去34歳)
1680年8月30日-09:00|日本|奈良県葛城市|延宝8年8月7日|<再立藩>大和新庄藩1万石｢永井直圓｣(⇒宝永7(1710)
  年11月3日､隠居)
1680年8月31日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾎｾ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･ﾎﾟﾝｾ
  ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~16850702)
1680年9月 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)司令官代行｢ﾛｰﾚﾝｽ･ｳﾞｪﾙﾌﾞｰﾑ｣(~16831
  126)
1680年9月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<分離>ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰがﾏｻﾁｭｰｾｯﾂから分離
1680年9月9日-08:00|中国|  ||清･康熙19年8月17日|中国､雲南省､楚雄地震(M6.8)､死者2700
1680年9月11日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｴ･ｿｳｻﾞ｣(~16840912)
1680年9月11日-09:00|日本|京都府京都市|延宝8年8月19日|<死去>後水尾天皇(法皇)(85歳､文禄5(1596)0604生)
  /108代天皇/院政が閉じられる
1680年9月15日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝8年8月23日|<就任>第5代征夷大将軍｢徳川綱吉｣
1680年9月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾏﾙｹｽ･ｶﾌﾞﾚﾗ｣(~16870411)
1680年9月28日-09:00|日本|  ||延宝8年閏8月6日|<延宝8年東海･江戸大水害>東海及び関東地方が大風雨に襲わ
  れた/遠江国横須賀では､300人余死亡､城の櫓1棟､武士･町人の家6000余軒が流失/江戸では南風が特に激しく､
  江戸城緒門の瓦や壁が落ち､城下の住家が倒壊し両国橋も損壊.本所･深川･八丁堀･築地･芝などが高潮に襲わ



1680迄(2638件)

  れ､あわせて700人余が死亡､損壊家屋3420軒余､貯蔵米20万石余がぬれる
1680年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾊﾃﾞｳﾞｼﾞ｣(~1711年没)
1680年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄｼｰﾆ｣｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾊﾝﾏｰｽﾞ｣
1680年10月1日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官｢ﾌﾟﾘﾏｽ伯ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾁｬｰﾙｽﾞ｣(~17日)
1680年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾁｬｰﾙｽﾞ｣ﾌﾟﾘﾏｽ伯爵位廃絶
1680年10月17日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ長官代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｻｯｸﾋﾞﾙ卿｣(~16811228)
1680年11月1日-09:00|日本|山梨県甲府市|延宝8年9月|<加増>甲斐甲府藩25万石｢徳川綱豊｣⇒35万石(⇒宝永元
  年12月5日(17041231)､将軍後継者となる)
1680年11月7日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾊﾟﾚﾃﾞｽ伯爵､ﾗ･ﾗｸﾞｰﾅ侯爵ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀ
  ﾞ･ｲ･ｱﾗｺﾞﾝ｣(~16860616)
1680年11月13日-09:00|日本|東京都千代田区|延宝8年9月21日|<就任>老中｢板倉重種｣(~天和1年11月26日)
1680年11月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの天文学者ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ･ｷﾙﾋがｷﾙﾋ彗星(1680年の大彗星)発見/最初に望遠鏡
  で発見された彗星
1680年11月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾀﾅｼｳｽ･ｷﾙﾋｬｰ､ﾄﾞｲﾂのｲｴｽﾞｽ会司祭､学者(生年1601年)ﾋｴﾛｸﾞﾘﾌの科学的
  研究に取り組んだﾊﾟｲｵﾆｱ
1680年11月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝ･ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾍﾞﾙﾆｰﾆ､ｲﾀﾘｱの彫刻家､建築家(生年1598年)
1680年11月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｰﾀｰ･ﾚﾘｰ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの画家(生年1618年)
1680年12月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾝﾎﾟ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣ﾃﾞﾝﾏｰｸのｸﾘ
  ｽﾁｬﾝｽﾎﾞｰ砦(ｻﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ砦と改名)を占領(~16820829)
1680年12月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾙｺ･ｳｯﾁｪﾘｰﾆ､ｲﾀﾘｱの作曲家､ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ(生年1603年～1610年頃)
1680年12月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌﾟﾘﾏｽ植民地総督｢ｼﾞｮｻｲｱ･ｳｨﾝｽﾛｰ｣
1680年12月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌﾟﾘﾏｽ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾋﾝｸﾘｰ｣(~1686年)
1680年12月23日-09:00|日本|  ||延宝8年11月3日|幕府が､火つけ･盗賊追捕令をだす


